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は
じ
め
に

❶
研
究
の
歩
み

❷
研
究
視
点
と
し
て
の
喧
嘩

❸
近
世
の「
喧
嘩
口
論
」

❹
近
代
の「
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
」

❺
喧
嘩
の
伝
承
要
素

❻
近
代
の
ネ
ブ
タ
統
制
へ

❼
地
域
の
伝
承

❽
正
統
性
の
創
造

ま
と
め
に
か
え
て

﹇
論
文
要
旨
﹈

青
森
県
津
軽
地
方
の
ネ
ブ
タ
（「
ね
ぷ
た
」
お
よ
び
「
ね
ぶ
た
」
を
総
称
す
る
）
と
は
、
毎
年
８

月
初
旬
に
、木
竹
や
紙
で
山
車
を
新
造
し
て
、毎
夜
、囃
子
を
付
け
て
集
団
で
練
り
歩
く
習
俗
で
あ
る
。

現
在
で
は
海
外
で
も
有
名
な
観
光
行
事
と
な
っ
た
。
そ
の
ル
ー
ツ
に
は
七
夕
や
眠
り
流
し
、
盆
行

事
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
近
世
か
ら
近
現
代
ま
で
喧
嘩
や
口
論
、
騒
動
が
発
生
す

る
行
事
で
も
あ
っ
た
。
本
論
で
は
こ
れ
を
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
（
喧
嘩
ね
ぷ
た
）
と
し
て
分
析
す
る
。

ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
は
、
各
町
の
青
少
壮
年
達
に
よ
る
ネ
ブ
タ
運
行
が
、
他
町
と
遭
遇
し
て
乱
闘
へ
発

展
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
無
軌
道
に
み
え
る
行
為
の
な
か
に
は
、
一
定
の
様
式
や
儀
礼
的
要
素
が
伝

承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
近
代
以
降
、都
市
部
で
は
ネ
ブ
タ
の
統
制
が
強
化
さ
れ
、

ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
習
俗
は
消
滅
し
た
が
、
村
落
で
は
そ
の
一
部
が
、
投
石
や
喧
嘩
囃
子
等
で
近
年
ま

で
伝
承
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
都
市
部
で
は
、
近
世
以
来
行
わ
れ
て
き
た
子
供
た
ち
の
自
主
的
な
ネ
ブ
タ
運
行
が
禁
止
さ

れ
る
と
と
も
に
、
喧
嘩
防
止
の
た
め
、
目
抜
き
通
り
で
の
合
同
運
行
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
各
ネ
ブ
タ
組
は
、
隊
列
を
整
え
て
大
型
化
し
た
山
車
を
運
行
し
、
合
同
審
査
で
の
受
賞
を
競
う

こ
と
へ
価
値
観
を
転
換
し
て
い
っ
た
。
近
年
は
、
山
車
の
構
造
や
参
加
者
の
習
俗
形
態
が
急
速
に
多

様
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
う
事
故
が
発
生
し
た
た
め
、
市
民
か
ら
は
、
ネ
ブ
タ
が
「
伝
統
」

ま
た
は
「
本
来
の
姿
」
へ
回
帰
す
る
こ
と
を
訴
え
る
動
き
が
あ
る
。

し
か
し
本
論
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
現
在
推
奨
さ
れ
て
い
る
審
査
基
準
や
「
伝
統
」
と
さ
れ
る
山
車

の
形
態
や
習
俗
は
、
近
世
以
降
の
違
反
や
騒
乱
か
ら
形
成
さ
れ
、
後
世
に
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
現
在
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
拠
り
所
、
ま
た
は
行
事
全
体
の
紐
帯

と
し
て
現
代
の
人
々
が
希
求
し
て
い
る
「
本
来
の
姿
」
に
定
型
は
な
く
、
各
時
代
ご
と
に
変
容
し
続

け
て
き
た
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
ね
ぷ
た
、
ね
ぶ
た
、
祭
礼
、
七
夕
、
投
石
、
喧
嘩
、
口
論
、
違
反
、
伝
統
、
基
準
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は
じ
め
に

青
森
県
津
軽
地
方
で
は
、
毎
年
八
月
初
旬
に
な
る
と
、「
ね
ぶ
た
（
ね
ぷ
た
）
を

や
る
（
出
す
）」
と
い
っ
て
、
木
竹
や
針
金
で
作
っ
た
骨
組
み
に
紙
を
貼
り
、
絵
筆

で
彩
色
し
た
造
形
物
を
搭
載
し
た
山
車
を
新
造
し
、
笛
や
太
鼓
、
手
平
鉦
な
ど
で
囃

子
を
付
け
、集
団
で
地
域
内
を
練
り
歩
く
習
俗
が
あ
る
。
現
代
で
は
「
ね
ぷ
た
祭
り
」

「
ね
ぶ
た
祭
り
」
な
ど
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
も
と
も
と
、
旧
暦
七
月
七

日
の
七
夕
に
、東
北
地
方
や
関
東
地
方
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
「
ネ
ブ
タ
流
し
」「
ネ

ム
タ
流
し
」
な
ど
の
民
間
の
儀
礼
、
習
俗
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ

れ
に
、
川
に
笹
飾
り
や
ネ
ム
ノ
キ
、
灯
籠
な
ど
を
流
し
、
夏
季
の
睡
魔
を
払
う
眠
り

流
し
と
、
災
厄
を
払
う
た
め
の
人
形
流
し
、
盆
の
精
霊
送
り
な
ど
が
習
合
し
た
の
が

「
ね
ぷ
た
」「
ね
ぶ
た
」
の
行
事
だ
と
さ
れ
、
青
森
県
内
で
は
、
近
世
か
ら
津
軽
地
方

一
帯
と
下
北
地
方
で
行
わ
れ
て
い
た
）
1
（

。

一
方
で
、
旧
弘
前
藩
の
城
下
町
で
あ
っ
た
弘
前
市
の
ね
ぷ
た
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
伝
説
が
あ
る
。
古
代
の
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ
る
蝦
夷
征
伐
、
ま
た
は
近

世
初
頭
に
津
軽
地
方
を
統
一
し
た
津
軽
為
信
が
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
京
都

で
作
ら
せ
た
大
灯
籠
に
発
す
る
と
い
う
が
、
現
段
階
で
の
初
見
史
料
は
「
弘
前
藩
庁

日
記
」
の
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
七
月
六
日
条
の
「
眠
流
」
と
み
ら
れ
る
）
2
（

。
当
時

す
で
に
旧
弘
前
藩
城
下
の
都
市
祭
礼
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
、
町
人
た
ち
が
灯
籠
を

作
っ
て
囃
子
を
つ
け
て
練
り
歩
き
、
藩
主
も
高
覧
し
て
い
た
。

明
治
政
府
は
こ
の
行
事
を
、
喧
嘩
や
金
銭
強
要
が
発
生
す
る
「
野
蛮
な
風
習
」
と

し
て
、
何
度
か
禁
止
令
を
出
し
た
が
止
ま
ず
、
昭
和
一
二
年
ま
で
続
い
た
。
し
か
し

第
二
次
世
界
大
戦
前
中
に
は
休
止
し
、
昭
和
一
九
年
の
戦
意
高
揚
目
的
の
一
時
的
な

復
活
を
挟
ん
で
、
行
事
が
本
格
的
に
再
開
し
た
の
は
昭
和
二
〇
年
で
あ
る
）
3
（

。
以
後
、

観
光
行
事
と
し
て
の
面
も
整
え
ら
れ
、昭
和
五
五
年
に
は
「
弘
前
の
ね
ぷ
た
」
と
「
青

森
の
ね
ぶ
た
」
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
「
ね

ぷ
た
祭
り
」「
ね
ぶ
た
祭
り
」
と
区
別
し
て
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は

毎
年
、
弘
前
ね
ぷ
た
が
八
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
青
森
ね
ぶ
た
が
八
月
二
日
か
ら

七
日
に
か
け
て
運
行
さ
れ
て
お
り
、
最
終
日
七
日
を
ナ
ノ
カ
ビ
、
ナ
ヌ
カ
ビ
と
呼
ん

で
ネ
ブ
タ
本
体
を
解
体
す
る
日
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
弘
前
の
ね
ぷ
た
」
の
保
存
団
体
は
「
弘
前
ね

ぷ
た
保
存
会
」
で
あ
る
。
事
務
局
が
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
に
置
か
れ
て

お
り
、
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
主
催
四
団
体
を
中
心
に
、
弘
前
ね
ぷ
た
の
保
存
を
目
指

す
団
体
お
よ
び
個
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
祭
り
の
主
催
は
、
弘
前
市
、
弘
前
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
弘
前
商
工
会
議
所
、
弘
前
物
産
協
会
で
あ
る
。
祭
り
期
間

は
毎
夜
、
各
町
内
会
や
企
業
、
有
志
が
制
作
し
た
各
山
車
が
明
か
り
を
灯
し
、
市
内

の
目
抜
き
通
り
で
あ
る
「
土
手
町
コ
ー
ス
」
と
「
駅
前
コ
ー
ス
」
の
二
コ
ー
ス
で
合

同
運
行
を
す
る
。
毎
年
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
集
ま
り
、
同
市
の
文
化
的

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
象
徴
す
る
行
事
で
あ
り
、
重
要
な
観
光
資
源
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
。

県
庁
所
在
地
で
あ
る
青
森
市
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
青
森
の
ね
ぶ
た
」
は
、

海
外
で
も
有
名
と
な
り
、
ハ
ワ
イ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
ウ
ル
な
ど
、
世
界

各
国
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
場
し
て
い
る
。ま
た
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
っ

て
平
成
二
三
年
か
ら
同
二
八
年
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
た
東
北
六
魂
祭
で
は
、
東
北
六

県
の
各
県
庁
所
在
地
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
六
つ
の
夏
祭
り
が
出
場
し
た
が
、
青
森
県

か
ら
は
例
年
、
青
森
の
ね
ぶ
た
が
出
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
県
の
シ
ン
ボ
ル
的

な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

一
方
、
平
成
五
年
に
は
、
旧
黒
石
藩
城
下
町
で
あ
っ
た
黒
石
市
の
ね
ぷ
た
が
、
青

森
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
平
成
九
年
に
は
、
旧
藩
時
代
の
新
田
地
帯

で
あ
っ
た
五
所
川
原
市
で
も
、
明
治
末
期
の
巨
大
な
ね
ぶ
た
「
立
佞
武
多
（
た
ち
ね

ぶ
た
）」
を
復
元
し
、
毎
年
、
鉄
性
の
骨
組
み
の
人
形
を
ト
レ
ー
ラ
ー
に
登
載
し
た

高
さ
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
一
九
ト
ン
の
山
車
を
作
製
し
て
運
行
し
て
お
り
、

観
光
客
約
一
五
〇
万
人
を
呼
ぶ
行
事
へ
と
成
長
さ
せ
た
。
同
一
六
年
か
ら
一
九
年
に
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か
け
て
は
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」「
桃
太
郎
電
鉄
シ
リ
ー
ズ
」「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ

ム
」
な
ど
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
題
材
に
と
り
、
同
二
四
年
に
は
東
日
本
大
震
災

を
テ
ー
マ
に
「
復
興
祈
願
・
鹿
嶋
大
明
神
と
地
震
鯰
」
を
制
作
す
る
な
ど
、
時
代
に

応
じ
た
ね
ぶ
た
を
制
作
し
て
お
り
、
平
成
二
七
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
の

カ
ー
ニ
バ
ル
に
出
場
し
た
）
4
（

。

こ
れ
ら
の
各
ね
ぷ
た
、
ね
ぶ
た
は
、
山
車
の
形
態
や
囃
子
、
装
束
、
運
行
形
態
等

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
差
異
が
あ
る
が
、
近
年
の
弘
前
市
、
青
森
市
、
五
所
川
原
市
の

ね
ぷ
た
・
ね
ぶ
た
行
事
で
は
、
運
行
形
態
や
囃
子
、
衣
装
、
山
車
の
造
形
な
ど
に
急

激
な
変
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、そ
の「
乱
れ
」を
是
正
し
、後
世
へ「
正

し
い
伝
統
継
承
」
を
呼
び
か
け
る
た
め
の
「
保
存
基
準
」
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が

あ
る
）
5
（

。
な
お
「
ね
ぷ
た
」「
ね
ぶ
た
」
の
呼
称
お
よ
び
表
記
法
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
変

遷
と
地
域
差
が
あ
り
、様
々
な
研
究
が
あ
る
）
6
（

。
現
在
、同
一
地
域
で
も
「
ね
ぷ
た
」「
ね

ぶ
た
」
の
呼
称
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、
本
論
で
は
各
史
料
の
表
記
と
話
者
の
表
現

に
従
っ
て
記
す
ほ
か
、
便
宜
上
、
弘
前
の
も
の
を
「
ね
ぷ
た
」、
青
森
の
も
の
を
「
ね

ぶ
た
」
と
書
き
、
習
俗
全
体
を
示
す
場
合
は
「
ネ
ブ
タ
」
と
表
記
す
る
。

❶
研
究
の
歩
み

平
成
三
年
、
青
森
ね
ぶ
た
運
行
団
体
協
議
会
が
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ね
ぶ
た
祭
り
」

を
開
催
し
、
民
俗
学
の
宮
田
登
と
小
松
和
彦
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
宮
田
は
、

ネ
ブ
タ
祭
り
が
、
京
都
祇
園
祭
や
大
阪
天
神
祭
な
ど
の
都
市
祭
礼
と
は
異
な
り
、
特

定
の
寺
社
祭
礼
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
ネ
ブ
タ
は
、
全
国
各
地
の
村

落
で
お
こ
な
わ
れ
た
ケ
ガ
レ
や
、
悪
霊
を
追
い
払
う
行
事
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
眠
り

流
し
、
七
夕
、
人
形
流
し
な
ど
の
民
俗
儀
礼
と
強
い
近
親
関
係
に
あ
る
と
し
た
。
そ

し
て
二
人
は
、
ネ
ブ
タ
祭
り
の
歴
史
と
構
造
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ケ
ガ
レ
を
流

す
民
俗
的
な
祭
礼
と
、
風
流
を
尽
く
す
都
市
祭
礼
の
二
面
か
ら
の
接
近
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
な
か
で
の
青
森
ネ
ブ
タ
祭
り
の
特
徴
と
独
自
性
を
分
析
す
る
た
め
に
、
ネ

ブ
タ
歴
史
と
運
営
の
仕
組
み
に
関
す
る
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
詳
細
な
基
礎
的

デ
ー
タ
収
集
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
）
7
（

。
こ
の
よ
う
に
従
来
の
ネ
ブ
タ
研
究
の
多
く

は
、
眠
り
流
し
や
七
夕
祭
、
盆
行
事
な
ど
に
起
源
を
求
め
、
古
態
の
宗
教
儀
礼
の

要
素
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
分
析
は
現
在
も
続
い
て
い
る
）
8
（

。

そ
の
一
方
で
、
近
代
以
降
の
現
状
変
化
を
記
録
し
た
研
究
も
あ
る
。
例
え
ば
、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
ネ
ブ
タ
を
実
体
験
し
た
人
々
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
、
ネ
ブ

タ
の
喧
嘩
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
を
し
た
大
條
和
雄
と
笹
原
茂
朱
が
い
る
）
9
（

。
ま
た
、

昭
和
五
〇
年
代
末
に
は
地
元
の
弘
前
大
学
が
、
ネ
ブ
タ
祭
り
へ
参
与
観
察
調
査
を

行
い
、
現
状
理
解
に
焦
点
を
絞
っ
た
報
告
書
を
刊
行
し
た
。
ま
た
、
近
世
か
ら
近

現
代
に
い
た
る
青
森
ね
ぶ
た
の
造
形
の
歴
史
的
変
遷
の
分
析
も
あ
る
。
現
代
の
都

市
祭
礼
と
し
て
の
変
容
や
、
カ
ラ
ス
ハ
ネ
ト
の
問
題
、
新
興
住
宅
団
地
の
町
内
会

に
よ
る
ネ
ブ
タ
運
行
の
実
態
報
告
が
あ
る
。
青
森
ね
ぶ
た
を
製
作
す
る「
ね
ぶ
た
師
」

の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
も
刊
行
さ
れ
た
）
10
（

。　
　

以
上
の
先
学
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
、
ネ
ブ
タ
の
習
俗
が
、
近
世
か
ら
近
現
代
へ

ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
変
容
し
な
が
ら
近
代
社
会
に
寄
り
添
っ
て

い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
な
か
で
発
生
し
て
い
た
騒
乱
で
あ
る
、
近
世
の
「
喧

嘩
口
論
」
お
よ
び
近
代
以
降
の
「
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
」
を
事
例
と
し
て
分
析
を
試
み
る
。

そ
し
て
現
代
の
ネ
ブ
タ
が
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
状
況
に
つ
い
て
も
報
告
し
た
い
。

❷
研
究
視
点
と
し
て
の
喧
嘩

ネ
ブ
タ
史
研
究
の
起
源
論
で
引
用
さ
れ
て
き
た
の
が
「
奥
民
図
彙
」
で
あ
る
。

「
子
ム
タ
祭
之
図

七
月
朔
日
ヨ
リ
六
日
ノ
夜
マ
テ
如
図
燈
籠
夥
敷
、
町
在
ト
モ
同
シ
大
キ
サ
二
間
三

間
或
四
五
間
ニ
作
リ
、
大
小
ト
モ
火
ヲ
燈
シ
笛
太
鼓
ニ
テ
ハ
ヤ
シ
夜
行
ヲ
ス
、
声
甚
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カ
マ
ヒ
ス
シ
、
子
ム
タ
ハ
ナ
カ
レ
ロ
マ
メ
フ
（
マ
マ
）ハ

ワ
ト
ヾ
マ
レ
、
ト
ハ
ヤ
ス
ナ
リ
。
ね

ぶ
た
ハ
な
が
れ
ろ
。
ま
め
の
葉
ハ
と
ゞ
ま
れ
。
い
や
ゝ
い
や
よ
。
此
意
不
解
、
尚
知

ル
人
ニ
可
尋
。
木
守
貞
曰
、
七
夕
祭
リ
ニ
合
歓
木
ノ
葉
大
豆
ノ
葉
ヲ
以
、
人
身
ヲ
ヌ

ク
ヒ
川
ヘ
流
ノ
事
六
月
祓
ノ
コ
ト
シ
。
合
歓
木
ノ
葉
ニ
テ
目
ヲ
拭
ト
キ
ハ
唾
ヲ
サ
マ

シ
、
大
豆
ノ
葉
ニ
テ
身
ヱ
ク
フ
ト
キ
ハ
壮
健
ニ
ナ
ル
ト
云
呪
ナ
リ
。
睡
ハ
子
ム
タ
ニ

テ
流
シ
大
豆
壮
健
ニ
テ
止
リ
、
農
業
出
情
（
マ
マ
）セ

ン
ト
云
事
也
。
一
説
子
ム
タ
ト
云
ハ
、

七
夕
祭
ニ
テ
二
星
会
合
シ
テ
歓
ト
云
事
、
合
歓
木
ニ
ナ
ソ
ラ
ヘ
云
ナ
リ
。
又
大
豆

ノ
葉
ト
ヽ
マ
レ
ト
云
事
ハ
、
年
ニ
一
夜
ノ
契
リ
ハ
遠
ヤ
ウ
ナ
レ
ト
、
コ
ウ
イ
ン
ハ

銀
河
ノ
水
ノ
流
ル
コ
ト
ク
早
シ
、
又
ク
ル
七
夕
ニ
来
リ
我
家
ニ
ト
ヾ
マ
リ
タ
ヘ
（
マ
マ
）ト

云
事
也
。
シ
カ
シ
ナ
カ
ラ
逢
テ
別
ル
ヽ
ハ
ツ
ラ
キ
モ
ノ
ニ
テ
、
マ
ツ
宵
ヨ
リ
モ
マ

サ
リ
テ
イ
ヤ
ナ
リ
ゝ
ト
云
事
也
。
按
ニ
此
説
佳
也
、
其
意
深
シ
古
人
ノ
モ
ツ
情
也
。

木
守
貞
ノ
説
、
ツ
マ
ヒ
ラ
カ
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
イ
ヤ
ゝ
イ
ヤ
ヨ
ト
云
ヲ
不
解
、

予
按
ス
ル
ニ
、
コ
レ
ハ
言
也
ゝ
ト
云
事
ニ
ヤ
、
如
此
云
也
ト
云
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
）
11
（

。」

当
史
料
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
中
で
ネ
ブ
タ
を
描
く
最
古
の
絵
画
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
一
八
世
紀
末
の
習
俗
形
態
と
、
当
時
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
ネ
ブ
タ
の

起
源
伝
承
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
当
時
す
で
に
、
ネ
ブ
タ
行
事
が

七
夕
習
俗
か
ら
変
容
し
て
都
市
祭
礼
化
し
、
も
と
も
と
の
意
義
が
不
明
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。　

著
者
比
良
野
定
彦
は
江
戸
詰
め
の
弘
前
藩
士
で
、
文
武
に
優
れ
、
谷
文
晁
に
師
事

し
「
外
浜
人
」「
嶺
雪
」
の
画
号
を
持
ち
、
津
軽
地
方
の
南
画
の
始
ま
り
と
い
わ
れ

た
人
物
で
あ
る
。
同
藩
八
代
藩
主
津
軽
信
明
に
随
行
し
て
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

六
月
に
津
軽
領
に
入
り
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
三
月
に
江
戸
に
帰
っ
た
た
め
、

当
史
料
の
記
録
は
こ
の
時
期
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
江
戸
市
民
の
視
点
か
ら
「
珍

し
い
」
と
感
じ
た
、
弘
前
藩
領
内
の
民
衆
の
生
業
、
諸
道
具
、
衣
食
住
、
年
中
行
事
、

祭
礼
、
動
植
物
、
労
働
歌
、
地
名
伝
承
な
ど
を
取
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
）
12
（

。
彼
が
描
い

た
ネ
ブ
タ
の
燈
籠
に
記
さ
れ
て
い
た
文
言
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①「
七
夕
祭
」（
右

端
の
灯
籠
）、
②
「
禁
喧
□
」（
右
よ
り
二
番
目
の
灯
籠
）、
③
「
二
星
祭
」（
同
）、

④
「
七
夕
」（
右
よ
り
三
番
目
の
灯
籠
）、⑤
「
織
姫
祭
」（
右
よ
り
五
番
目
の
灯
籠
）、

⑥
「
石
投
無
用
」（
左
端
の
灯
籠
）、
⑦
「
七
夕
祭
」（
同
）

こ
の
な
か
で
①
、
④
、
⑥
、
⑦
の
文
言
は
、
昭
和
五
〇
年
代
以
降
、
近
年
ま
で
弘

前
ね
ぷ
た
本
体
に
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
現
代
の
市
民
間
で
は
そ
の
多
く

が
意
味
付
け
を
失
い
、
様
式
の
一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
従
来
の
ネ

ブ
タ
史
研
究
は
、
①
、
③
、
④
、
⑤
、
⑦
の
文
字
に
着
目
し
、
ル
ー
ツ
に
関
わ
る
七写真1 「子ムタ祭之図」（比良野貞彦「奥民図彙」国立公文書館内閣文庫蔵
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夕
祭
り
の
要
素
の
み
に
注
目
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、②
、⑥
の
「
喧
嘩
」
や
「
石

投
」
と
い
う
要
素
に
つ
い
て
は
注
目
せ
ず
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
喧
嘩
が
存
在

し
た
こ
と
示
す
禁
令
や
布
告
、
布
達
類
の
文
字
資
料
を
提
示
す
る
の
み
だ
っ
た
。

論
者
は
、
喧
嘩
等
の
行
為
に
賛
同
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ネ
ブ
タ
行
事

の
な
か
で
発
生
す
る
喧
嘩
や
騒
乱
が
、
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
約
二
世

紀
間
に
わ
た
り
、
毎
年
の
よ
う
に
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
偶
発
的

な
事
件
ば
か
り
で
は
な
く
、
七
夕
祭
や
眠
り
流
し
、
盆
行
事
な
ど
の
要
素
と
と
も
に
、

ネ
ブ
タ
習
俗
全
体
を
構
成
す
る
伝
承
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
論
考
を

発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
先
行
論
で
は
、
紙
数
の
制
限
か
ら
も
事
例
や

史
資
料
の
多
く
を
割
愛
せ
ざ
る
を
え
ず
、
喧
嘩
す
る
習
俗
の
存
在
を
指
摘
す
る
に
留

ま
っ
て
い
た
）
13
（

。
し
か
し
そ
の
後
の
調
査
で
、
複
数
の
新
た
な
事
例
を
採
集
す
る
と
と

も
に
、
現
代
の
ネ
ブ
タ
行
事
が
、
制
度
上
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
状
況

を
確
認
し
た
。
よ
っ
て
本
論
で
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
進
展
を
踏
ま
え
て
先
行
論
の
不

備
を
補
い
、
現
状
変
化
と
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
予
測
し
な
が
ら
、
拙
論
の
再
構

築
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
津
軽
地
方
の
ネ
ブ
タ
習
俗
で
発
生
す
る
喧
嘩
や
騒
乱
の
呼
称
の
問
題
が
あ

る
。
そ
れ
ら
の
行
為
を
「
ね
ぷ
た
喧
嘩
」
と
呼
び
、そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
山
車
を
「
喧

嘩
ね
ぷ
た
」
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
現
実
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
は
、
両
者
の
区

別
は
曖
昧
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
本
論
で
は
、
主
に
昭
和
十
年
代
生
ま
れ
の
話
者
た
ち

の
語
り
か
ら
、
喧
嘩
や
騒
乱
行
為
そ
の
も
の
を
「
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
」
と
標
記
し
、
山

車
は
「
ね
ぷ
た
」「
ね
ぶ
た
」
と
標
記
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
議
論
の
余
地

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
ま
た
、
各
ネ
ブ
タ
が
家
々
を
回
っ
て
寄
付
行
為
を

要
求
す
る
こ
と
を
「
門
付
け
」
と
表
記
す
る
）
14
（

。

早
く
か
ら
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
に
着
目
し
た
先
学
と
し
て
、
船
水
清
や
藤
田
本
太
郎
、

吉
村
和
夫
ら
が
い
る
。
船
水
は
、
明
治
・
大
正
期
の
弘
前
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
に
つ
い

て
古
老
の
語
り
を
収
録
し
た
。
藤
田
の
著
作
『
ね
ぶ
た
の
歴
史
』
は
、
そ
の
後
の
弘

前
ね
ぷ
た
研
究
の
基
盤
と
な
っ
た
も
の
で
、
近
代
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
に
つ
い
て
も
、

布
達
類
や
新
聞
史
料
を
中
心
に
記
述
し
て
い
る
）
15
（

。
近
年
で
は
田
澤
正
が
、
弘
前
藩
の

日
記
類
か
ら
、禁
令
・
布
達
類
を
抽
出
し
デ
ー
タ
化
し
て
い
る
）
16
（

。そ
し
て
笹
森
建
英
が
、

喧
嘩
に
お
け
る
投
石
行
為
と
日
本
各
地
の
印
字
打
ち
習
俗
と
の
関
係
性
に
触
れ
た
）
17
（

。

ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
当
事
者
達
へ
詳
細
な
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
の
が
、
大
條
和
雄
と

笹
原
茂
朱
で
あ
る
。
大
條
は
、
自
ら
の
体
験
と
と
も
に
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
当
事
者
達

へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
な
い
、
読
み
物
と
し
て
ま
と
め
た
著
作
も
発
表
し
た
）
18
（

。
笹
原

は
、
近
代
の
新
聞
史
料
を
ベ
ー
ス
に
当
事
者
達
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
そ
こ
に
は

近
代
初
頭
の
世
相
と
と
も
に
、
失
わ
れ
た
貴
重
な
習
俗
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
）
19
（

。

こ
の
よ
う
な
研
究
や
報
告
が
、
い
ま
ま
で
の
歴
史
学
や
民
俗
学
研
究
に
反
映
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
従
来
の
研
究
視
点
が
、
七

夕
祭
り
や
眠
り
流
し
、
精
霊
祭
と
い
っ
た
起
源
論
や
、
灯
籠
の
形
態
な
ど
の
分
析
に

集
中
し
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
を
分
析
対
象
に
す
る
視
点
そ
の
も
の
が
欠
落
し
て
い
た
た

め
で
あ
る
。
む
し
ろ
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
を
記
録
化
す
る
行
為
自
体
が
、
忌
避
さ
れ
て
き

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
喧
嘩
行
為
は
、
近
世
か
ら
近
現
代
に
か
け
て
の
反

社
会
的
行
為
で
あ
り
、
当
事
者
達
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
か
か
わ
る
た
め
、
体
験
者

自
身
の
証
言
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
現
在
で
も
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ

の
記
録
を
忌
避
し
た
り
、「
無
か
っ
た
」
と
否
定
す
る
方
も
少
な
く
な
い
。
藤
田
は
、

も
と
も
と
ネ
ブ
タ
習
俗
自
体
の
記
録
が
少
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
ネ
ブ
タ
を
記
録
に
残
す
責
任
者
が
お
ら
ず
、
た
ま
た
ま
祭
り
に
興
味
が
あ
っ
た

者
が
記
録
し
た
断
片
的
な
史
料
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
い
面
が
あ
っ
た
と
す
る
。
そ

し
て
、
明
治
中
期
以
降
は
史
料
が
豊
富
と
な
り
、
知
っ
て
い
る
生
存
者
も
い
る
た
め
、

「
時
間
と
労
力
を
い
と
わ
な
け
れ
ば
、
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
）
20
（

。

し
か
し
現
在
は
、
近
代
初
頭
の
ネ
ブ
タ
を
体
験
し
た
人
々
の
多
く
が
鬼
籍
に
入
っ

て
し
ま
い
、
藤
本
の
語
る
「
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
…
」
が
、
ほ
と
ん
ど
不
可

能
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
先
学
た
ち
に
よ
る
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
に
関
す
る
聞
き
取
り
資
料

が
、
当
時
の
息
遣
い
が
わ
か
る
ほ
ど
の
詳
細
な
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
論
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者
の
報
告
は
、
次
世
代
の
伝
聞
し
か
聞
き
取
れ
ず
、
自
ず
と
第
三
者
の
沈
静
化
し
た

眼
差
し
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

第
三
点
は
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
記
録
の
限
界
性
で
あ
る
。
詳
細
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
っ
た
笹
原
は
、
喧
嘩
の
当
事
者
た
ち
へ
聞
き
取
り
を
行
っ
て
も
、
同
一
の
事

件
を
目
撃
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
偶
然
に
遭
遇
し
、
不
特
定
多
数
に
よ
っ
て
数

分
間
で
収
束
す
る
騒
乱
で
あ
る
た
め
、
当
事
者
や
目
撃
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
の
違

い
に
よ
っ
て
語
り
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
か
、
当
時
の
警

察
の
現
場
検
証
で
さ
え
困
難
を
極
め
た
と
い
う
）
21
（

。
そ
の
た
め
ネ
ブ
タ
の
喧
嘩
は
、
近

世
か
ら
近
代
へ
と
、
二
世
紀
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
習
俗
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
歴
史
学
お
よ
び
民
俗
学
等
の
分
析
対
象
と
な
ら
ず
に
、
そ
の
多
く
は
誇

張
が
入
り
混
じ
っ
た
、
一
面
性
の
あ
る
語
り
、
ま
た
は
余
談
と
し
て
、
分
析
対
象
に

取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
揺
れ
動
く
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
詳
細
に

立
ち
入
っ
て
追
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
総
体
を
貫
い
て

き
た
伝
承
構
造
を
分
析
す
る
、
新
し
い
ネ
ブ
タ
研
究
の
視
点
を
探
り
た
い
。

❸
近
世
の「
喧
嘩
口
論
」

弘
前
の
ね
ぷ
た
は
、
一
八
世
紀
当
時
か
ら
、
民
衆
が
主
体
的
に
参
加
し
、
観
覧

す
る
都
市
祭
礼
と
な
っ
て
い
た
）
22
（

。
一
方
、
ね
ぷ
た
で
発
生
す
る
騒
動
は
、
享
保

一
三
年
（
一
七
二
八
）
に
は
恒
例
化
し
て
お
り
、
藩
士
の
次
男
、
三
男
が
無
用
に

繰
り
出
し
「
子
供
持
ち
灯
籠
」
が
切
り
落
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
喧
嘩
、
騒
乱
に

対
し
て
、弘
前
藩
は
毎
年
の
よ
う
に
禁
令
を
出
し
て
い
る
。
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

に
は
「
礫
打
ち
」
や
「
木
太
刀
」
で
打
ち
合
い
「
口
論
」
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
は
「
本
来
の
行
事
は
子
供
の
七
夕
祭
で
あ
る
」
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
藩
士
や
町
人
が
混
じ
っ
て
喧
嘩
口
論
し
て
い
る
こ
と
を
止
め
さ
せ

る
た
め
、
違
反
者
に
つ
い
て
、
御
家
中
は
主
人
へ
、
町
人
は
名
主
へ
申
し
つ
け
、

月
行
事
が
止
め
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
は
、自
ら
の
「
町

印
」を
持
っ
て
他
町
ま
で
出
向
く
こ
と
を
禁
止
す
る
条
項
が
増
え
る
。
こ
の「
町
印
」

「
丁
印
」
と
は
、
藩
が
主
導
す
る
弘
前
八
幡
宮
祭
礼
行
列
に
参
加
す
る
と
き
に
、
支

配
組
の
町
名
を
示
す
採
り
物
と
推
測
さ
れ
、
同
様
の
機
能
を
持
つ
も
の
が
現
代
の

ね
ぷ
た
祭
り
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
）
23
（

。
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
は
「
子
供
た

ち
の
ね
ぷ
た
は
屋
敷
内
で
や
れ
」
と
布
達
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
屋
敷

内
で
行
う
ね
ぷ
た
の
習
俗
は
、
現
在
失
わ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で

あ
る
。
さ
ら
に
藩
士
や
町
の
若
者
た
ち
が
、武
器
を
所
持
し
、他
町
で
「
喧
嘩
口
論
」

す
る
こ
と
を
禁
じ
る
同
様
の
覚
え
が
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
ま
で
毎
年
の
よ

う
に
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
同
様
の
違
反
が
常
習
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

前
述
の
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
、
比
良
野
貞
彦
が
「
奥
民
図
彙
」
で
、
弘

前
城
下
の
ね
ぷ
た
を
記
録
し
た
の
は
そ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、「
喧
嘩
口
論
」
防
止
に
腐
心
し
て
い
た
藩
当
局
と
、
ネ
プ
タ
の
起
源
論
を
展
開

し
て
い
た
比
良
野
の
関
心
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
両
者
は
と
も
に
「
七
夕
」
お
よ

び
「
喧
嘩
」「
投
石
」
等
を
記
録
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ね
ぷ
た
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
や
同
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
、
何
か
の

事
情
で
休
止
し
て
い
る
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
は
、
再
び
藩
士
と
町
人
が
他

町
で
喧
嘩
を
し
て
お
り
、
大
型
の
ネ
ブ
タ
が
出
現
し
て
い
た
。
こ
の
文
化
三
年
の
禁

止
内
容
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

や
は
り
常
習
化
し
て
い
た
違
反
行
為
で
あ
ろ
う
。
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
に
は
、

三
尺
以
上
の
大
き
な
ね
ぷ
た
を
作
る
子
供
た
ち
が
出
現
し
、
さ
ら
に
一
尺
以
上
の
太

鼓
を
作
り
、
単
独
で
叩
い
て
歩
く
者
が
出
現
し
て
い
る
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

に
は
藩
当
局
が
、
ね
ぷ
た
を
見
回
っ
て
取
り
締
ま
る
こ
と
を
強
化
し
た
と
み
ら
れ
、

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
こ
ろ
ま
で
、ね
ぷ
た
の
騒
動
が
少
し
沈
静
化
し
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
城
下
の
ね
ぷ
た
が
、
さ
ら
に
変
化
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た

の
が
一
〇
代
藩
主
津
軽
信の
ぶ
ゆ
き順
で
あ
る
。
天
保
の
飢
饉
の
前
後
に
、
遊
興
で
藩
費
を
浪

費
し
、
藩
財
政
を
危
機
に
追
い
込
ん
だ
彼
）
24
（

は
、
藩
当
局
が
継
続
し
て
き
た
ね
ぷ
た
取
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締
り
体
制
と
、矛
盾
す
る
要
求
を
幾
度
も
出
し
た
。
例
え
ば
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

に
は
、
ね
ぷ
た
運
行
終
了
後
の
夜
に
、
急
に
藩
主
高
覧
を
命
じ
た
。
文
政
一
一
年

（
一
八
二
八
）
に
は
、
豪
商
金
木
屋
に
「
人
形
祢
ふ
た
」
高
覧
を
要
求
し
た
。
文
政

一
二
年
（
一
八
二
九
）
お
よ
び
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
に
は
、
藩
当
局
が
違
反
の

修
正
を
命
じ
た
町
々
の
大
型
ね
ぷ
た
に
、
再
度
そ
の
違
反
と
さ
れ
た
装
飾
を
復
元
さ

せ
て
高
覧
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
同
元
年
に
は
、
ね
ぷ
た
に
細
工
を
凝
ら
す
こ
と
を

要
求
し
た
。こ
れ
ら
は
藩
当
局
に
よ
る
取
り
締
ま
り
内
容
と
矛
盾
す
る
命
令
で
あ
り
、

実
務
担
当
者
達
が
混
乱
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
か
、
信
順
が
隠
居
し
た
翌

天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
か
ら
、
藩
は
再
び
ね
ぷ
た
行
事
の
引
き
締
め
を
図
っ
て

禁
令
を
強
化
、
違
反
者
の
厳
罰
化
を
行
っ
た
。
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
以
降
の

禁
止
項
目
は
増
加
し
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
以
降
は
、
違
反
者
の
名
前
を
記
録

し
、
兄
弟
ま
で
責
任
を
負
わ
せ
、
目
付
、
同
心
も
動
員
し
た
監
視
体
制
を
と
る
。
し

か
し
、
信
順
時
代
に
流
行
し
た
と
み
ら
れ
る
、
ね
ぷ
た
本
体
の
細
工
を
凝
ら
す
等
の

行
為
は
、
幕
末
ま
で
継
続
し
た
よ
う
だ
。

幕
末
の
ね
ぷ
た
は
、
造
形
だ
け
で
な
く
、
運
行
組
織
も
大
型
化
し
た
。
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
に
は
「
組
祢
婦
た
」
と
い
っ
て
、
壮
年
の
者
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

他
町
ま
で
門
付
け
に
行
く
集
団
が
発
生
し
て
い
た
。
ま
た
、二
、三
十
人
持
ち
の
「
大

振
り
祢
ふ
た
」
や
子
供
の
「
組
合
ね
ぷ
た
」
が
出
て
、
止
め
に
入
っ
た
町
役
と
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
た
。
ね
ぷ
た
運
行
集
団
の
組
織
力
が
、
藩
の
抑
止
力
に
対
し
て
、
一
定

の
力
を
持
ち
始
め
て
い
た
こ
と
が
伺
え
よ
う
）
25
（

。
一
八
世
紀
後
半
以
降
、
藩
が
主
導
し

て
い
た
弘
前
八
幡
宮
祭
礼
の
規
模
が
縮
小
す
る
一
方
で
、
町
人
の
祭
り
と
し
て
の
ね

ぷ
た
行
事
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
弘
前
の
町
人
町
の
自
治
的
機
能
が
拡
充
し
て

い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
）
26
（

。

で
は
、
こ
れ
ら
の
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま

で
の
約
一
四
〇
年
間
、
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
た
、
弘
前
城
下
の
ね
ぷ
た
の
各

違
反
行
為
の
共
通
要
素
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
ね
ぷ
た
の
「
喧
嘩
口
論
」
の
構

成
員
が
、
子
供
の
他
に
、
町
人
と
藩
士
家
の
二
男
三
男
、
壮
年
の
者
、
召
使
い
や
小

者
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
士
分
格
と
そ
の
周
縁
を
含
む
幼
児
か
ら

少
年
、
青
壮
年
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
次
に
「
喧
嘩
口
論
」
の
具
体
的
な

行
為
と
は
、
礫
打
ち
、
木
太
刀
、
木
脇
差
、
棒
、
大
小
の
刀
な
ど
を
使
い
、
怪
我
人

が
出
た
り
、
灯
籠
の
破
損
や
ね
ぷ
た
本
体
の
争
奪
を
行
う
こ
と
、
町
印
を
掲
げ
て
、

他
町
ま
で
運
行
す
る
こ
と
や
、
規
定
外
の
大
型
ね
ぷ
た
、
細
工
を
凝
ら
し
た
ね
ぷ
た

を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
は
、
そ
の
費
用
を
小
者
に

押
し
付
け
る
者
も
い
た
。
さ
ら
に
、
ね
ぷ
た
運
行
か
ら
分
か
れ
て
、
大
型
の
太
鼓
を

持
っ
て
鳴
ら
し
て
歩
く
者
が
い
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
あ
く
ま
で
藩
当
局
の
視
点
を
も
と
に
し
て
い
る
た

め
に
、
そ
の
詳
細
な
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
禁
止
令
の
多
く
は
、
前
年
の
違
反

を
引
き
合
い
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度
、
例
年
の
城
下
の
実
態
を
反

映
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
布
達
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
な
お
、

後
述
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
違
反
行
為
と
さ
れ
て
い
た
、
大
型
ね
ぷ
た
制
作
と
装
飾
化
、

参
加
人
数
の
増
加
、
大
型
太
鼓
の
使
用
、
門
付
け
等
は
、
現
代
の
ね
ぷ
た
行
事
の
基

本
的
形
態
と
重
な
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
喧
嘩
や
違
反
は
、
弘
前
城
下
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
支
藩

の
黒
石
藩
城
下
で
も
同
様
だ
っ
た
。「
分
銅
組
若
者
日
誌
」
に
よ
れ
ば
、
天
保
一
五

年
（
一
八
四
四
）
七
月
六
日
に
は
、
黒
石
藩
公
の
ネ
ブ
タ
高
覧
で
五
組
が
運
行
し
た

が
、
そ
の
う
ち
上
町
組
、
中
町
組
、
山
形
町
組
、
鍛
冶
町
組
の
四
組
が
、
規
定
の
三

尺
を
超
え
る
高
さ
で
違
反
し
た
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
山
形
町
組
と
中
町
組

の
ネ
ブ
タ
が
前
町
で
出
会
い
、
道
を
譲
る
か
ど
う
か
で
口
論
と
な
り
、
屋
根
石
の
投

石
、
鳶
口
や
脇
差
で
乱
闘
し
、
勝
っ
た
中
町
組
が
戦
利
品
と
し
て
、
山
形
町
組
の
鳶

口
三
丁
と
笠
一
枚
を
分
捕
っ
た
。
そ
の
後
、
町
奉
行
が
調
停
に
三
か
月
を
費
や
し
て

い
る
）
27
（

。
な
お
、
現
代
社
会
で
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
検
定
試
験
」

な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
な
か
で
、
弘
前
城
下
の
ケ
ン
カ
ネ
プ

タ
に
つ
い
て
は
「
最
初
は
つ
か
み
合
い
や
投
石
だ
け
だ
っ
た
も
の
が
や
が
て
得
物
を
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も
っ
た
闘
争
へ
発
展
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
解
説
も
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際

の
歴
史
の
な
か
の
弘
前
の
ね
ぷ
た
は
、史
料
に
現
れ
始
め
た
一
八
世
紀
か
ら
す
で
に
、

武
器
を
使
っ
て
闘
争
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
）
28
（

。
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
ケ
ン
カ
ネ

プ
タ
の
原
初
的
形
態
こ
そ
全
く
不
明
で
あ
る
。

❹
近
代
の「
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
」

こ
れ
ら
の
近
世
の
ネ
ブ
タ
行
事
の
「
喧
嘩
口
論
」
や
違
反
行
為
は
、
近
代
へ
ど
の

よ
う
に
伝
承
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

（
事
例
1
）

「
痛
快
な
る
五
分
間　

茶
太
郎
（
侫
武
多
喧
嘩
）

暗
い
晩
だ
、
空
に
は
星
が
漲
っ
て
天
の
川
は
虹
の
様
だ
、
笛
の
音
、
太
鼓
の
音
、

鬨
の
聲
は
遠
近
に
聞
え
て
見
物
人
の
氣
は
自
ら
引
き
立
つ
て
來
る
、
夜
の
更
け
る
に

し
た
か
つ
て
侫
武
多
と
云
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
侫
武
多
喧
嘩
を
観
に
來
る
人
は
潮
の
如

く
、
大
通
り
の
角
々
は
既
う
（
マ
マ
）立

錐
の
余
地
も
無
い
程
だ
、
森
町
の
鐘
は
狙
撃
さ
れ

た
ラ
イ
オ
ン
の
唸
る
様
に
、
十
一
時
を
報
じ
た
冷
た
い
風
が
頸
元
を
掠
め
る
、
武
者

繪
の
扇
燈
籠
が
七
つ
笛
太
鼓
の
囃
も
勇
し
く
鬨
を
掲
け
て
向
ふ
か
ら
来
た
、
見
物
人

の
視
線
は
悉
く
斯
れ
侫
武
多
に
集
中
さ
れ
て
下
町
だ
ら
う
か
鍛
冶
町
だ
ろ
う
か
仲
町

か
代
官
町
か
と
頻
り
に
疑
問
を
解
決
せ
う
と
す
る
の
た
、
突
然
後
の
方
か
ら
ワ
ツ
ー

と
鬨
を
掲
け
た
者
か
有
る
見
物
人
は
斯
の
聲
に
驚
い
て
再
び
視
線
を
移
す
と
生
首
を

絵
い
た
薄
暗
い
殺
風
景
な
扇
燈
籠
は
半
傾
い
て
一
町
ば
か
り
先
き
に
控
へ
て
居
る
、

讐
察
官
は
サ
ー
ベ
ル
の
音
を
起
て
ゝ
西
に
馳
せ
東
に
走
り
非
常
を
未
然
に
戒
め
て
居

る
、
毒
茸
＝
帽
子
の
事
だ
＝
を
被
つ
た
の
や
、
頬
冠
り
を
し
た
の
や
、
無
尻
の
裾
を

か
ら
げ
た
の
や
氣
味
の
悪
い
男
等
が
彼
方
此
方
を
覗
き
廻
る
、
見
物
人
の
胸
に
穏
か

な
ら
ざ
る
波
が
立
つ
、
武
者
繪
の
扇
燈
籠
は
進
ん
で
來
た
而
う
し
て
左
の
方
へ
角
を

曲
つ
た
、
鬨
の
聲
は
再
び
生
首
か
ら
起
つ
た
、
同
時
に
生
首
は
猛
虎
の
勢
を
驅
つ
て

武
者
繪
の
後
を
追
ひ
か
け
た
、
後
に
は
梶
棒
竹
槍
を
持
つ
た
連
中
が
百
人
斗
り
随
い

て
居
る
、
見
物
は
颯
と
道
を
開
い
た
、
武
者
繪
は
少
し
狼
狽
た
で
あ
ら
う
、
眞
つ
直

く
に
逃
げ
去
つ
た
、
其
の
時
更
に
別
な
生
首
の
侫
武
多
が
現
は
れ
た
、
鬨
の
聲
は
双

方
か
ら
揚
る
、
生
首
と
生
首
の
距
離
は
漸
々
間
近
く
成
つ
た
、
小
石
が
バ
ラ
ゝ
と
降

つ
て
來
る
、「
遣
れ
ゝ
」「
オ
ー
エ　

蒐
れ
！
！
」「
ヤ
ア
！
！
」
太
刀
打
の
音
、
石

の
音
、
鬨
の
声
は
天
地
を
覆
は
ん
斗
り
だ
、
闇
に
ひ
ら
く
の
は
白
刃
の
其
れ
て
あ
る
、

実
に
凄
絶
快
絶
た
、
血
の
海
、
屍
の
岡
を
築
く
と
も
鷹
城
男
子
の
膽
を
示
す
は
此
所

ぞ
一
歩
も
退
く
な
、
怯
め
す
憶
せ
す
進
め
蒐
れ
と
双
方
必
死
の
有
様
で
あ
る
、
腕
が

鳴
り
骨
が
動
く
程
痛
快
な
震
天
動
地
の
活
劇
も
僅
か
五
分
と
經
た
ぬ
間
に
止
ん
だ
、

一
方
の
生
首
は
忽
ち
打
ち
壊
さ
れ
て
仕
舞
つ
た
、同
時
に
其
扇
燈
籠
を
捨
て
た
ま
ヽ
、

元
來
し
方
へ
逃
げ
出
し
た
、
後
か
ら
現
は
れ
た
生
首
は
威
勢
よ
く
勝
鬨
掲
け
て
迫
い

か
け
る
、
見
物
人
も
後
に
随
い
て
行
く
、
鬨
の
聲
が
遠
く
消
え
て
見
物
人
も
次
第
に

去
つ
て
仕
舞
ふ
、
喧
嘩
の
濟
ん
だ
後
は
殊
に
淋
し
い
、
吐
息
の
音
も
聞
ゑ
ぬ
の
た
、

明
晩
は
亦
何
所
で
喧
嘩
す
る
の
だ
ら
う
？
（
二
十
日
）
29
（

）」

（
事
例
2
）
大
正
初
期
の
弘
前
市
。「
幼
か
っ
た
自
分
は
、
町
道
場
の
先
輩
達
の
ね
ぷ

た
に
混
じ
っ
て
喧
嘩
に
行
っ
た
。
消
火
用
に
使
う
サ
サ
ラ
の
芯
に
、
竹
槍
を
仕
込
ん

で
持
っ
て
い
く
。
黒
い
箱
の
よ
う
な
担
ぎ
ね
ぷ
た
を
数
名
で
持
っ
て
歩
い
た
。
ね
ぷ

た
を
敵
に
と
ら
れ
な
い
よ
う
、先
に
逃
が
し
て
か
ら
喧
嘩
す
る
。
鍛
冶
町
へ
行
く
と
、

屋
根
石
を
バ
ラ
バ
ラ
と
投
げ
つ
け
ら
れ
、
闇
の
小
路
を
走
っ
た
）
30
（

。」

（
事
例
1
）
は
、
明
治
四
二
年
八
月
に
、
弘
前
市
内
で
発
生
し
た
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ

に
つ
い
て
、
地
元
紙
「
弘
前
新
聞
」
が
レ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
散
文
調
の
表

現
で
あ
り
、
誇
張
も
交
じ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
ケ
ン
カ
ネ

プ
タ
に
関
す
る
諸
々
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
れ
ば
、そ
れ
ら
の
概
要
と
共
通
性
が
高
く
、

実
態
を
推
測
す
る
う
え
で
有
益
な
資
料
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
（
事
例
2
）
は
、

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
実
体
験
者
の
話
で
あ
る
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
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弘
前
ね
ぷ
た
の
喧
嘩
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
笹
原
と
大
條
に
よ
る
詳
細
な
報
告
が

あ
る
）
31
（

。
先
行
研
究
に
お
い
て
論
者
は
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
加
え
て
、
文
献
検
索
お

よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
た
事
例
を
経
年
順
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
明

治
一
七
年
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
喧
嘩
や
騒
動
が
発
生
し
て
い
た
）
32
（

。
弘

前
市
に
お
け
る
大
規
模
な
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
は
、
昭
和
八
年
が
最
後
だ
と
い
う
）
33
（

。
現
在

は
そ
れ
ら
を
実
見
し
た
人
々
の
過
半
数
が
鬼
籍
に
入
り
、体
験
談
の
多
く
が
失
わ
れ
、

次
世
代
の
伝
聞
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
の
伝
聞
で
さ
え
、
話
者
が
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ

の
書
籍
類
を
読
ん
で
影
響
を
受
け
、
自
ら
の
記
憶
を
若
干
、
変
化
さ
せ
た
り
、
書
籍

の
知
識
を
混
同
さ
せ
て
補
完
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、
語
り
の
変

容
が
始
ま
り
か
け
て
お
り
、
論
者

の
聞
き
取
り
調
査
も
困
難
を
極
め

た
。な

お
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
現
場

を
撮
影
し
た
写
真
は
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
弘
前
生
ま
れ

の
日
本
画
家
・
ね
ぷ
た
絵
師
竹
森

節
堂
（
一
八
九
六
〜
一
九
七
〇
）

が
、
晩
年
に
描
い
た
ケ
ン
カ
ネ
プ

タ
の
光
景
（
写
真
２
）
が
あ
る
。

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
々
の
装

束
や
行
為
は
、
実
際
の
体
験
者
達

へ
の
聞
き
取
り
調
査
と
か
な
り
一

致
し
て
お
り
、
竹
森
が
自
分
自
身

の
実
体
験
を
も
と
に
描
い
た
可
能

性
が
高
い
。

こ
れ
ら
明
治
初
期
か
ら
、
昭
和

一
二
年
の
ね
ぷ
た
休
止
ま
で
の
、

写真2 竹森節堂「ねぷた風物詩　ねぷた喧嘩の図」
（昭和 41 年、弘前市立博物館蔵）

近
代
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
に
共
通
す
る
要
素
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
上
町
」（「
う

わ
ま
ぢ
」、
主
に
町
人
や
職
人
層
の
町
）
と
「
下
町
」（「
し
た
ま
ぢ
」、
主
に
士
族
層

の
町
）
と
い
う
、
近
世
城
下
町
以
来
の
身
分
層
に
応
じ
た
居
住
区
域
、
ま
た
は
明
治

初
期
に
創
設
さ
れ
た
武
道
の
町
道
場
と
い
う
所
属
集
団
の
違
い
に
よ
る
対
立
感
情
が

あ
る
こ
と
。
そ
の
一
方
で
喧
嘩
が
、
遺
恨
よ
り
は
、
他
町
の
ね
ぷ
た
と
遭
遇
す
る
こ

と
で
発
生
す
る
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
り
、
翌
日
は
前
夜
の
闘
争
を
問
題
視
せ
ず

に
、
社
会
生
活
に
戻
っ
た
こ
と
。
喧
嘩
は
主
に
祭
り
期
間
後
半
や
、
最
終
日
ナ
ヌ
カ

ビ
（
旧
暦
七
月
七
日
）
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、深
夜
か
ら
未
明
に
か
け
て
行
い
、

暗
闇
で
行
う
こ
と
が
必
要
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
。
喧
嘩
は
、
互
い
の
進
路
を
巡
っ
て

投
石
か
ら
始
ま
り
、
武
器
を
使
っ
た
乱
闘
へ
展
開
す
る
こ
と
。
喧
嘩
に
は
、
生
首
を

描
く
扇
灯
籠
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
。
喧
嘩
は
相
手
の
ね
ぷ
た
本
体
を
捕
獲
し
た
り
、

破
壊
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
敵
対
す
る
相
手
の
生
命
を
奪
う
こ
と
な
く
収
束
さ

せ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
が
市
民
に
よ
っ
て
、
避
け
が

た
い
悪
弊
、
ま
た
は
年
中
行
事
、
尚
武
の
気
風
と
い
っ
た
、
歴
史
的
に
継
続
し
て
き

た
習
俗
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
期
ま
で
は
、
警
察
も
強
力
な
鎮
圧
力

を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
。
や
が
て
ネ
プ
タ
関
係
者
以
外
の
野
次
馬
も
喧
嘩
に
関
与

す
る
よ
う
に
な
り
、
郊
外
か
ら
や
っ
て
く
る
武
装
し
た
参
加
者
も
い
た
こ
と
等
で
あ

る
。こ

の
帰
属
集
団
の
違
い
に
よ
る
対
立
感
情
は
、
近
年
ま
で
弘
前
市
内
各
所
に
残
っ

て
い
た
。
例
え
ば
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
が
多
発
し
て
い
た
明
治
二
六
年
頃
の
弘
前
市
内
各

小
学
校
連
合
の
運
動
会
で
は
、
各
校
が
行
進
の
先
頭
を
巡
っ
て
争
い
、
競
技
は
白
熱

し
ヤ
ジ
が
飛
び
、
最
期
は
勝
敗
を
め
ぐ
っ
て
生
徒
だ
け
で
な
く
、
引
率
教
員
同
士
が

取
っ
組
み
あ
っ
た
。背
後
に
は
上
町
、下
町
の
対
抗
意
識
も
あ
っ
た
と
い
う
）
34
（

。同
様
に
、

明
治
後
期
か
ら
昭
和
二
〇
年
代
の
こ
ろ
の
弘
前
市
周
辺
で
は
、
学
校
遠
足
な
ど
で
他

町
を
通
行
す
る
だ
け
で
、
石
が
飛
ん
で
き
た
り
、
に
ら
ま
れ
た
り
し
た
と
い
う
。
理

由
は
な
く
「
他
の
町
だ
か
ら
憎
い
の
だ
」
と
い
う
。
昭
和
五
〇
年
代
、
論
者
が
小
学

生
の
こ
ろ
で
も
、
一
、二
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
同
じ
学
区
の
同
級
生
で
あ
り
な
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が
ら
も
、郊
外
の
農
村
地
帯
の
子
供
た
ち
が
、旧
城
下
の
仲
間
を
指
し
て
「
マ
ヂ
（
町
）

の
奴
ら
は
‥
」
と
嫌
味
を
言
う
こ
と
が
あ
っ
た
）
35
（

。
こ
れ
は
、各
町
住
民
の
世
界
観
が
、

自
地
域
を
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
強
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
ち
、
互
い
に
対
抗
意

識
を
帯
び
て
い
た
状
況
を
類
推
さ
せ
る
。

さ
ら
に
大
正
期
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
は
、
互
い
に
顔
を
隠
し
、
遺
恨
を
残
さ
な
い
た

め
に
、
相
手
の
顔
を
見
な
い
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
頬

被
り
等
で
覆
面
を
し
、
目
立
つ
白
地
の
浴
衣
は
避
け
、
野
次
馬
と
見
分
け
が
つ
か
な

い
よ
う
な
紺
か
黒
の
絣
の
服
装
だ
っ
た
と
い
い
、
匿
名
性
を
帯
び
た
喧
嘩
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
）
36
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
一
見
、
凄
惨
な
行
為
に
見
え
る
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ

が
、
実
際
に
は
怨
恨
を
込
め
て
命
を
奪
い
あ
う
戦
闘
で
は
な
く
、
一
定
の
様
式
を
帯

び
た
擬
戦
的
な
行
為
と
し
て
、
都
市
民
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

よ
っ
て
戦
闘
に
は
手
順
が
あ
っ
た
。
他
町
の
ね
ぷ
た
と
道
で
出
会
っ
た
際
に
は
、

道
を
譲
る
譲
ら
な
い
と
い
う
問
答
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
投
石
行
為
か
ら
乱
闘
へ
と

移
行
し
、
最
期
は
、
ど
ち
ら
か
が
壊
滅
す
る
前
に
退
却
し
た
り
、
相
手
の
ね
ぷ
た
の

破
壊
ま
た
は
捕
獲
で
終
了
す
る
過
程
を
踏
ん
で
い
る
。
藤
田
は
、
昭
和
九
年
八
月
三

日
「
弘
前
新
聞
」
に
よ
る
「
ネ
プ
タ
座
談
会
」
で
、
当
時
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
参
加
者

ら
が
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
は
人
を
切
る
の
が
目
的
で
は
な
く
、
敵
の
ね
ぷ
た
を
壊
し
、

ね
ぷ
た
を
切
っ
た
そ
の
跡
を
誇
る
の
が
目
的
だ
っ
た
、
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し

て
い
る
。
笹
原
も
ネ
ブ
タ
本
体
を
分
捕
る
の
は
遺
風
か
と
い
う
）
37
（

。
よ
っ
て
武
器
を
所

持
し
て
い
て
も
徹
底
的
に
攻
撃
す
る
の
で
は
な
く
、相
手
の
二
の
腕
を
一
、二
寸
斬
っ

た
だ
け
で
、
斬
ら
れ
た
ほ
う
が
抵
抗
力
を
失
っ
た
も
の
と
し
て
後
退
し
た
）
38
（

。

ま
た
、
喧
嘩
は
事
前
に
情
報
が
流
れ
た
た
め
、
市
民
の
多
く
は
避
難
で
き
た
と
い

う
。
喧
嘩
自
体
も
各
自
、
工
夫
し
た
防
具
を
着
用
し
た
た
め
か
、
武
器
を
使
用
し
た

乱
闘
の
わ
り
に
は
、
死
傷
者
が
少
な
く
、
怪
我
人
が
多
い
方
が
浮
足
立
っ
て
、
四
方

へ
逃
走
し
て
収
束
し
た
と
い
う
）
39
（

。
特
に
大
正
七
年
八
月
一
〇
日
に
、
百
石
町
で
仲
町

組
と
鍛
冶
町
組
が
行
っ
た
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
は
、
笹
原
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
乱
闘

前
に
代
表
者
の
交
渉
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
明
ら
か
に
両
者
に
は
、
事
前
に
何
ら

か
の
戦
闘
の
手
順
と
儀
礼
的
様
式
が
了
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）
40
（

。

さ
ら
に
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
し
て
、
勇
名
を
は
せ
た
「
喧
嘩
師
」
達

の
な
か
に
、
明
治
期
か
ら
昭
和
二
十
年
代
に
か
け
て
、
弘
前
市
長
や
市
会
議
員
な
ど

の
政
治
家
に
な
っ
た
者
が
少
な
く
な
い
。
選
挙
の
と
き
に
も
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
で
の

活
躍
ぶ
り
で
、
人
評
が
立
つ
世
情
が
あ
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
幕
末
に
弘
前
で
生

ま
れ
、
昭
和
初
期
に
山
水
画
で
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
野
沢
如
洋
の
こ
と
を
「
ケ

ン
カ
ネ
プ
タ
の
大
将
だ
っ
た
」
と
い
う
伝
承
が
現
在
も
各
地
に
残
る
）
41
（

。
つ
ま
り
、
当

時
の
市
民
間
に
は
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
行
為
は
、
日
常
の
社
会
生
活
に
直
結
し
て
責

任
能
力
を
問
わ
れ
る
犯
罪
行
為
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
男
性
の
有
能
さ
を
判
定
す

る
行
為
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
い
う
、
日
本
各
地
の
祭
り
と
類
似
し
た
認
識
構
造

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
ナ
ノ
カ
ビ
が
近
づ
く
と
喧
嘩
が
多
発
す
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
現
在
で
も

ネ
ブ
タ
の
祭
り
期
間
の
な
か
で
、
ナ
ノ
カ
ビ
は
、
一
日
か
ら
六
日
ま
で
の
合
同
運
行

日
と
は
異
な
り
、
自
町
内
だ
け
の
行
事
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
か
つ
て
は
、
ネ

ブ
タ
を
川
や
海
で
解
体
し
て
流
す
ほ
か
、「
七
回
水
浴
び
し
て
七
回
飯
を
食
う
」、
井

戸
の
堀
替
え
な
ど
、
様
々
な
習
俗
を
伴
う
、
特
別
な
日
で
あ
っ
た
）
42
（

。
さ
ら
に
、
ケ
ン

カ
ネ
プ
タ
が
多
発
す
る
場
所
は
、
弘
前
市
内
の
本
町
坂
、
辻
坂
、
鍛
冶
町
大
堰
、
徒

町
の
橋
、
朝
陽
橋
な
ど
の
坂
や
辻
、
橋
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
道
路
が

狭
く
攻
防
の
要
点
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
見
解
が
あ
る
）
43
（

。
そ
れ
と
と
も
に
視
点

を
変
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
攻
防
の
要
地
は
、
民
俗
学
が
分
析
し
て
き
た
、
神
仏
や
妖

魔
が
出
現
す
る
辻
や
境
界
と
い
う
特
別
な
場
と
重
な
る
点
が
興
味
深
い
。
辻
に
は
無

縁
仏
が
集
ま
る
と
い
い
、
盆
行
事
が
行
わ
れ
る
地
方
が
多
い
）
44
（

。
こ
れ
は
ケ
ン
カ
ネ
プ

タ
自
体
が
、
深
夜
か
ら
未
明
の
都
市
の
闇
、
境
界
と
い
う
非
日
常
空
間
で
、
参
加
者

た
ち
が
覆
面
等
で
個
性
を
失
っ
た
匿
名
の
存
在
と
な
っ
て
闘
争
す
る
、
と
い
う
意
識

が
暗
黙
の
う
ち
に
共
有
さ
れ
、
数
世
代
に
わ
た
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
な
い
か
。
さ
ら
に
子
供
た
ち
を
帰
宅
さ
せ
て
か
ら
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
に
行
っ
た
と
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い
う
話
や
、
合
同
運
行
で
観
客
に
見
せ
る
ね
ぷ
た
を
小
屋
に
納
め
て
か
ら
、
深
夜
に

喧
嘩
用
の
小
型
ね
ぷ
た
を
引
き
出
し
て
き
た
と
い
う
の
は
、
夕
方
に
多
く
の
人
々
の

目
に
触
れ
る
ね
ぷ
た
の
祝
祭
性
よ
り
も
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
は
、
さ
ら
に
非
日
常
的
な

レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
行
為
だ
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
）
45
（

。

ま
た
、
明
治
四
三
年
か
ら
大
正
期
の
弘
前
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
で
は
、
騒
動
に
見
物

人
が
巻
き
込
ま
れ
て
負
傷
し
た
り
、
さ
ら
に
は
不
特
定
多
数
の
野
次
馬
や
市
外
の
住

民
が
参
加
し
て
い
た
と
い
う
。明
治
四
二
年
八
月
二
二
日
の「
弘
前
新
聞
」に
よ
る
と
、

「
●
佞
武
多
喧
嘩
（
負
傷
数
名
）　

一
昨
夜
十
時
頃
仲
町
方
面
の
佞
武
多
は
笛
太
鼓
の
囃
勇
ま
し
く
百
石
町
よ
り
土
手

町
ま
で
出
て
松
森
町
ま
で
進
軍
し
て
帰
り
掛
け
（
中
略
）
大
官
町
の
佞
武
多
は
背
面

よ
り
突
撃
し
爰
に
一
場
の
修
羅
場
を
演
出
し
た
る
が
ス
ワ
喧
嘩
と
い
ふ
や
逃
げ
後
れ

し
見
物
人
の
中
、
背
中
を
切
り
つ
け
ら
れ
し
は
重
陽
小
学
校
教
員
木
村
某
、
城
西
教

員
奈
良
某
（
中
略
）
見
物
人
の
滅
多
斬
り
と
は
随
分
血
迷
ふ
喧
嘩
師
も
あ
つ
た
も
の

也
●
見
物
人
の
怪
我

別
頁
記
載
一
昨
夜
の
佞
武
多
喧
嘩
は
喧
嘩
を
奇
貨
と
し
て
見
物
人
を
斬
り
殺
す
考

へ
な
り
し
や
と
思
ふ
程
に
見
物
人
の
み
多
く
怪
我
せ
し
が
」

こ
の
乱
闘
で
、
婦
人
と
三
歳
の
子
供
が
木
刀
で
叩
か
れ
て
病
院
へ
運
ば
れ
た
。
ま

た
、
見
物
し
て
い
た
軍
人
の
夫
人
も
腰
に
投
石
が
あ
た
っ
て
歩
け
な
く
な
り
、
背

負
わ
れ
る
よ
う
に
帰
っ
た
と
い
い
、
騒
動
を
目
撃
し
た
人
物
か
ら
新
聞
社
へ
投
書
が

あ
っ
た
と
い
う
）
46
（

。
こ
れ
は
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
習
俗
が
、
運
行
集
団
や
関
係
者
を
越
え

て
、
市
民
や
周
辺
地
域
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
伝
播
し
て
い
た
こ
と
、
や
が
て
は

各
町
組
と
い
う
一
定
の
地
縁
に
よ
る
集
団
を
核
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
周
辺
に
不
特

定
多
数
の
人
間
が
無
縁
と
な
っ
て
参
加
し
、
ス
ル
側
と
ミ
ル
側
が
自
由
に
移
行
し
あ

う
よ
う
な
、
昭
和
五
〇
年
代
以
降
の
観
光
化
し
た
青
森
ね
ぶ
た
や
、
観
光
客
の
自
由

参
加
を
許
可
す
る
現
代
都
市
祭
礼
の
よ
う
な
要
素
を
帯
び
始
め
て
い
た
可
能
性
が
あ

ろ
う
）
47
（

。

❺
喧
嘩
の
伝
承
要
素

前
述
し
た
近
世
の
「
喧
嘩
口
論
」
と
、
近
代
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
事
例
か
ら
、
ネ

ブ
タ
の
喧
嘩
が
、
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
継
続
さ
れ
て

き
た
、
ひ
と
つ
の
習
俗
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
世
か
ら
近
代
へ
と
伝
承
さ
れ

た
喧
嘩
の
共
通
要
素
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

①
地
縁
に
よ
っ
て
、
少
年
か
ら
壮
年
男
性
た
ち
が
構
成
員
と
な
る
集
団
で
あ
っ
た

こ
と
。

②
自
地
域
を
越
え
て
他
地
域
に
ま
で
運
行
す
る
こ
と
で
、
他
町
の
ネ
プ
タ
と
遭
遇

し
、
喧
嘩
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
。

③
喧
嘩
は
、
投
石
行
為
を
伴
い
、
武
器
を
用
い
乱
闘
に
お
よ
ん
だ
こ
と
。

ま
ず
①
の
地
縁
に
よ
る
若
者
や
大
人
た
ち
が
、
ネ
ブ
タ
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
近
世
以
降
、
近
現
代
の
弘
前
ね
ぷ
た
の
運
行
組
織
も
同
様
で
あ
る
。
現
在
、

弘
前
市
内
の
過
半
数
以
上
の
ね
ぷ
た
運
行
団
体
が
、
地
元
町
内
会
の
消
防
団
と
の
結

び
付
き
が
強
い
。
消
防
団
は
か
つ
て
入
団
が
強
制
的
で
あ
り
、
そ
の
年
功
序
列
や
命

令
系
統
が
そ
の
ま
ま
、
ね
ぷ
た
の
運
行
組
織
に
も
適
用
さ
れ
て
青
年
教
育
の
場
と
し

て
も
機
能
し
て
い
る
と
い
う
）
48
（

。

②
の
他
地
域
へ
の
運
行
で
あ
る
が
、
近
世
に
自
ら
の
町
印
を
掲
げ
て
繰
り
出
し
、

他
町
へ
金
銭
強
要
に
行
く
こ
と
が
「
喧
嘩
口
論
」
へ
と
発
展
し
て
い
た
よ
う
で
、
運

行
は
自
地
域
の
み
、
ま
た
は
子
供
は
屋
敷
内
の
み
、
と
い
う
禁
令
が
何
度
か
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
近
代
に
お
い
て
も
同
様
だ
っ
た
。
明
治
八
年

や
明
治
一
五
年
の
ネ
ブ
タ
禁
止
令
で
警
察
は
、
ネ
ブ
タ
の
市
中
徘
徊
や
喧
嘩
を
禁
止

し
て
い
る
が
、
徘
徊
に
伴
う
金
銭
強
要
の
禁
止
に
も
意
を
尽
く
し
た
）
49
（

。
弘
前
で
は
、

ね
ぷ
た
を
担
い
で
家
々
を
回
り
、
お
金
や
ロ
ー
ソ
ク
を
も
ら
う
風
習
が
、
と
き
お
り



222

国立歴史民俗博物館研究報告
第 205集　2017年 3月

強
引
と
な
り
、応
じ
な
い
家
に
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
、投
石
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ

た
。
昭
和
三
二
、三
年
こ
ろ
の
青
森
ね
ぶ
た
で
も
、若
者
が
小
さ
い
子
供
た
ち
を
使
っ

て
金
銭
を
集
め
て
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
少
年
た
ち
の
非
行
の
温
床
と
な
っ
た
）
50
（

。
そ
の

た
め
、
少
年
た
ち
だ
け
で
の
行
う
門
付
け
や
ネ
ブ
タ
製
作
・
運
行
は
、
昭
和
四
〇
年

代
に
各
学
校
が
禁
止
し
、
保
護
者
達
の
管
理
が
強
化
さ
れ
て
き
た
）
51
（

。

そ
し
て
他
町
の
ね
ぷ
た
と
遭
遇
し
た
際
、
当
時
は
約
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
大
通
り

で
も
一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
幅
し
か
な
か
っ
た
狭
い
弘
前
市
街
地
で
出
会
っ
た
ね
ぷ

た
同
士
が
、
互
い
の
進
路
を
争
っ
て
喧
嘩
に
な
っ
た
事
例
が
、
近
代
初
頭
か
ら
第

二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
数
多
く
あ
っ
た
。
昭
和
二
五
、六
年
こ
ろ
の
弘
前
市
内
で
も
、

進
行
方
向
に
他
町
の
ね
ぷ
た
を
発
見
し
、
互
い
に
「
よ
げ
ろ
っ
」
と
叫
ん
で
無
理
に

前
進
し
、
互
い
の
ね
ぷ
た
の
端
を
ぶ
つ
け
あ
う
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め

最
終
日
に
、
各
ね
ぷ
た
が
降
雨
や
ぶ
つ
か
り
合
い
、
投
石
等
で
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
破
損
し

て
お
り
、
絵
は
よ
く
見
え
ず
、
中
に
入
っ
て
い
る
人
の
姿
が
見
え
る
ほ
ど
穴
が
開
い

て
い
た
と
い
う
）
52
（

。

そ
し
て
③
の
投
石
行
為
で
あ
る
が
、
大
正
期
の
弘
前
で
は
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
本
体

の
縁
に
一
斗
カ
マ
ス
の
袋
を
下
げ
、
中
に
投
石
用
の
石
を
入
れ
て
バ
ラ
ン
サ
ー
に
し

て
疾
走
し
た
と
い
う
。
ま
た
投
石
行
為
が
失
わ
れ
た
昭
和
二
〇
年
代
こ
ろ
で
も
、
横

に
「
石
打
無
用
」
と
墨
書
す
る
扇
ネ
プ
タ
が
多
か
っ
た
と
い
う
）
53
（

。
し
か
し
近
年
は
、

市
民
間
で
そ
の
行
為
自
体
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
昭
和
五
〇
年
代
末

ま
で
、
実
際
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
に
参
加
し
た
人
々
の
語
り
が
生
き
て
い
た
弘
前
市
新

町
周
辺
で
も
、
若
い
住
民
の
間
で
は
「
子
供
の
こ
ろ
「
石
打
無
用
」
と
は
、
昔
の
人

が
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
へ
出
陣
す
る
前
に
、
も
う
決
死
の
覚
悟
は
で
き
て
い
る
の
で
、
玄

関
で
火
打
石
を
打
っ
て
安
全
を
祈
願
し
て
も
ら
う
よ
う
な
必
要
は
な
い
、
と
い
う
意

味
だ
ろ
う
と
勝
手
に
想
像
し
て
い
た
」
と
い
う
、
新
し
い
解
釈
が
生
ま
れ
て
い
る
）
54
（

。

な
お
、
投
石
行
為
の
伝
承
性
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

ま
た
、
武
器
を
用
い
て
乱
闘
す
る
喧
嘩
で
あ
る
が
、
近
代
の
ネ
プ
タ
ケ
ン
カ
が
、

実
際
の
戦
闘
よ
り
は
、擬
戦
的
な
行
為
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

近
世
の
記
録
で
も
、
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
年
の
子
供
持
ち
灯
籠
が
斬
り
落
と

さ
れ
た
事
件
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
藩
士
の
家
来
が
、
刀
で
腕
首
を
切
り
落

と
さ
れ
た
事
件
な
ど
の
、
真
剣
を
用
い
た
で
あ
ろ
う
喧
嘩
の
他
に
も
、
元
文
四
年

（
一
七
三
）、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
な
ど
に
は
、「
木
太
刀
」「
木
脇
差
」
す
な
わ

ち
木
刀
類
や
「
鳶
口
」「
棒
」
と
い
う
、
簡
易
な
武
装
を
し
て
い
た
記
述
が
散
見
す

る
）
55
（

。
こ
れ
は
普
段
、
刀
を
帯
び
て
い
な
い
士
分
格
以
外
の
者
、
幼
少
の
者
達
が
参
加

者
で
あ
り
、
そ
の
武
装
は
実
際
の
戦
闘
行
為
以
下
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え

ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
近
代
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
各
要
素
は
、
近
世
の
ネ
ブ
タ
の

「
喧
嘩
口
論
」
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
近
世
の
藩
日
記
の
断
片
的
な
記

述
と
、
近
代
の
詳
細
な
描
写
を
含
ん
だ
資
料
や
聞
き
取
り
デ
ー
タ
と
で
は
、
単
純
に

は
比
較
で
き
な
い
。
と
も
か
く
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
行
為
は
、
道
争
い
、
口
論
、
投
石
、

乱
闘
、
撤
退
、
と
い
う
手
順
が
踏
ま
れ
る
こ
と
、
そ
の
場
限
り
で
収
め
、
翌
日
は
遺

恨
を
残
さ
な
い
こ
と
、
な
ど
の
様
式
と
共
通
理
解
を
備
え
た
習
俗
と
し
て
、
近
世
か

ら
近
代
へ
伝
承
さ
れ
て
い
た
。

❻
近
代
の
ネ
ブ
タ
統
制
へ

で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
、
弘
前
ね
ぷ
た
に
お
け
る
違
反
や
喧

嘩
の
習
俗
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。

武
器
を
所
持
し
た
ね
ぷ
た
の
喧
嘩
を
禁
止
す
る
布
達
や
取
締
規
則
に
つ
い
て
は
、

近
世
の
弘
前
藩
も
、
明
治
初
期
か
ら
大
正
、
昭
和
期
の
官
公
署
も
、
繰
り
返
し
何
度

も
出
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
）
56
（

。
し
か
し
違
反
行
為
の

撲
滅
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。近
代
で
は
、取
り
締
ま
る
市
当
局
や
警
察
側
で
さ
え「（
ネ

ブ
タ
を
）
絶
対
に
廃
止
す
る
は
頗
る
難
事
な
る
べ
し
と
‥
」「
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
警

備
費
の
一
部
を
常
に
用
意
す
べ
き
」「
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
は
一
種
の
風
土
病
で
あ
る
た

め
、
法
の
許
す
範
囲
に
お
い
て
相
当
酌
量
し
…
」
な
ど
と
記
述
し
て
お
り
、
ケ
ン
カ
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ネ
プ
タ
だ
け
で
な
く
ネ
ブ
タ
そ
の
も
の
が
禁
止
し
が
た
い
習
俗
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
た
）
57
（

。
そ
の
一
方
で
明
治
二
六
年
に
は
、
皇
族
伏
見
宮
が
青
森
ネ
ブ
タ
を
観
覧
し
た
際
に

は
、
市
民
か
ら
「
町
の
特
色
あ
る
行
事
と
し
て
保
護
し
、
貴
人
高
位
の
照
覧
に
も
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
努
め
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
出
る
）
58
（

。
そ
し
て
弘
前
市
民

に
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
再
考
を
迫
っ
た
の
が
、
明
治
三
四
年
六
月
二
四
日
の
事
件
だ
っ

た
。
こ
れ
は
町
道
場
の
対
立
や
ね
ぷ
た
の
ト
ラ
ブ
ル
を
背
景
と
し
て
、
弘
前
中
学
生

が
刃
傷
事
件
を
起
こ
し
て
死
傷
者
が
出
た
も
の
で
、
後
日
、
町
道
場
「
明
治
館
」
所

属
の
中
学
五
年
生
（
当
時
二
十
歳
）
が
逮
捕
さ
れ
た
）
59
（

。

（
事
例
3
）「
亡
く
な
っ
た
大
正
五
年
生
ま
れ
の
母
か
ら
聞
い
た
。
明
治
一
七
年
生

ま
れ
の
伯
父
が
弘
前
中
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
下
町
と
上
町
の
町
道
場
の
ネ
プ
タ
の
喧

嘩
に
参
加
し
、な
ん
ら
か
の
理
由
か
ら
紺
屋
町
に
住
む
某
を
斬
っ
て
し
ま
っ
た
。「
都

谷
森
（
と
や
も
り
）
事
件
」
と
呼
ば
れ
た
ら
し
い
。
学
校
に
警
察
が
来
て
、
伯
父
は

窓
か
ら
逃
走
し
た
が
監
獄
に
収
容
さ
れ
た
。
の
ち
に
政
治
家
か
ら
「
見
込
み
の
あ
る

奴
だ
」
と
認
め
ら
れ
、
弘
前
市
戸
籍
課
長
に
ま
で
と
り
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
事
件
は

近
年
ま
で
、
関
係
者
の
子
孫
達
が
覚
え
て
い
た
も
の
だ
っ
た
）
60
（

。」

こ
れ
を
受
け
て
弘
前
警
察
署
は
、
各
町
道
場
関
係
者
を
呼
び
、
青
少
年
が
ね
ぷ
た

を
作
っ
て
市
内
を
持
ち
回
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
従
来
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
で
は
、
祭

り
以
外
の
日
常
に
遺
恨
を
残
さ
な
い
習
慣
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
反
し
て
青
少
年
達

が
争
い
、
死
者
を
出
し
た
こ
と
に
市
民
は
驚
き
、
世
論
が
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
根
絶
に

大
き
く
傾
き
始
め
た
）
61
（

。　

明
治
四
三
年
八
月
一
二
日
の
「
東
奥
日
報
」
紙
に
よ
る
と
、

「
●
弘
前
と
青
森
の
佞
武
多

青
森
市
に
て
は
大
火
後
の
こ
と
と
て
市
長
の
注
意
も
あ
り
た
れ
ば
、
本
年
の
七
夕

祭
は
一
般
に
遠
慮
し
、
只
た
僅
か
に
少
数
の
子
供
等
の
さ
わ
き
廻
は
り
居
る
も
の
ヽ

み
な
り
し
が
、
弘
前
市
に
て
も
初
め
の
人
氣
に
似
ず
、
各
町
と
も
少
年
輩
の
扇
燈
籠

は
随
分
澤
山
て
た
る
模
様
な
れ
と
も
、
他
に
は
別
に
見
る
べ
き
佞
武
多
は
製
作
さ
れ

ず
、
殊
に
萬
一
の
爭
闘
を
慮
り
て
各
部
内
に
佞
武
多
は
、
夜
間
一
切
部
外
に
出
て
し

め
を
、
昨
日
丈
け
は
晝
間
の
こ
と
と
て
自
由
に
市
中
を
巡
回
た
る
を
許
し
居
た
り
、

斯
く
弘
前
市
名
物
の
佞
武
多
も
細
工
に
於
て
、
今
や
見
る
べ
き
も
の
な
く
、
且
従
來

の
爭
闘
も
全
く
制
止
せ
ら
る
ゝ
に
至
り
た
る
よ
り
、
青
森
風
の
も
の
浸
漸
し
て
昨
日

の
如
き
踊
子
や
種
々
に
假
装
し
た
る
も
の
多
く
現
は
れ
、
同
地
特
有
の
活
氣
は
漸
く

跡
を
絶
た
ん
と
な
る
も
の
ゝ
如
か
り
し
）
62
（

」

と
あ
り
、
最
近
の
弘
前
ね
ぷ
た
の
細
工
は
見
る
べ
き
も
の
な
く
、
闘
争
も
制
止
さ

れ
、
青
森
風
の
踊
り
子
や
仮
装
が
入
り
、
同
地
特
有
の
活
気
は
し
ば
ら
く
跡
を
絶
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
三
年
、
各
ね
ぷ
た
同
士
が
出
会
っ
て
道
争
い
か
ら
喧
嘩
へ
発
展
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
、
全
ね
ぷ
た
が
警
察
署
長
の
指
揮
下
に
、
弘
前
公
園
堀
端
を
順
番

に
運
行
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
合
同
運
行
ス
タ
イ
ル
」
が
導
入
さ
れ
た
）
63
（

。
こ
の
合
同

運
行
の
端
緒
は
す
で
に
近
世
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
弘
前
藩
庁
日
記
の
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）
七
月
六
日
条
に
も
見
え
る
。
ま
た
近
代
に
船
水
清
が
、
弘
前
市
在
府

町
在
住
の
人
物
か
ら
、
祖
父
母
の
代
の
伝
承
を
記
録
し
て
い
る
が
、
藩
政
時
代
に
は

城
下
亀
甲
町
の
お
竹
長
屋
か
ら
藩
主
が
ネ
プ
タ
を
高
覧
し
、
小
型
の
も
の
か
ら
順
々

に
揃
っ
て
そ
の
前
を
通
っ
た
た
め
、
そ
こ
か
ら
「
大
き
い
ネ
プ
タ
は
あ
と
か
ら
」
と

い
う
例
え
話
が
生
ま
れ
た
と
い
い
、
合
同
運
行
を
思
わ
せ
る
）
64
（

。

さ
ら
に
大
正
期
の
弘
前
市
内
で
は
、
ね
ぷ
た
運
行
の
笛
太
鼓
が
う
る
さ
く
て
、
弘

前
郵
便
局
電
話
交
換
操
作
に
支
障
を
き
た
す
と
い
う
苦
情
が
出
た
。
大
正
一
〇
年
八

月
の
「
弘
前
新
聞
」
で
は
、
遠
方
か
ら
来
た
観
光
客
が
弘
前
ね
ぷ
た
の
美
観
に
感
動

し
た
が
「
喧
嘩
さ
え
な
け
れ
ば
よ
い
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
大
正
一
三
年
の
弘
前
の

ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
で
は
、
軍
人
を
含
む
数
名
が
死
傷
し
た
が
、
新
聞
に
は
「
小
な
る
喧
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嘩
を
捨
て
、
国
と
国
と
の
大
な
る
喧
嘩
を
せ
よ
」
と
の
投
書
が
載
る
）
65
（

。
昭
和
期
に
な

る
と
、
そ
れ
ま
で
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
鎮
圧
で
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
警
察
の
体
制
が
、「
喧

嘩
師
」
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
地
域
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
組
織
力
に
追
い
つ
き
始
め
、

事
前
に
警
察
が
喧
嘩
を
抑
止
し
た
り
、
暴
動
が
鎮
圧
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
た
と

い
う
）
66
（

。
昭
和
二
年
、
不
景
気
の
た
め
、
弘
前
ね
ぷ
た
の
参
加
台
数
が
激
減
す
る
。
同
四
年

は
祭
り
不
振
対
策
と
し
て
、
弘
前
商
工
会
が
審
査
制
度
の
導
入
を
決
め
た
。
審
査
は

ね
ぷ
た
の
形
状
、
意
匠
、
技
術
、
行
列
、
仮
装
を
採
点
し
、
最
終
日
の
午
後
に
岩
木

橋
で
各
組
代
表
者
へ
賞
金
を
授
与
す
る
も
の
で
、
運
行
方
法
は
警
察
と
協
議
の
上
で

決
め
た
）
67
（

。
同
七
年
、
警
察
が
「
年
中
行
事
の
一
つ
で
あ
る
ネ
プ
タ
喧
嘩
も
本
日
を
以

て
終
了
を
告
げ
ま
し
た
が
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
る
。
識
者
に
よ
れ
ば
、

記
録
に
残
る
大
規
模
な
弘
前
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
は
、
昭
和
八
年
八
月
二
四
日
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
）
68
（

。
そ
れ
を
実
見
し
た
証
言
を
聞
き
取
っ
た
。

（
事
例
4
）「
昭
和
八
年
が
、
弘
前
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
最
後
だ
っ
た
。
そ
れ
を
私

が
目
撃
し
た
話
は
、大
條
和
雄
氏
が
『
ザ
・
ね
ぷ
た
）
69
（

』
に
書
い
て
く
れ
た
の
が
詳
し
い
。

当
時
、
小
学
校
五
、六
年
だ
っ
た
私
は
、
建
物
の
二
階
か
ら
見
て
い
た
。
萱
か
や
ち
ょ
う
町
と

和
徳
町
の
若
い
連
中
が
道
路
の
石
を
拾
い
、
互
い
に
投
げ
合
っ
た
。
激
し
い
投
石
の

な
か
を
、
提
灯
を
下
げ
た
お
婆
さ
ん
が
、
ゆ
う
ゆ
う
と
歩
い
て
い
っ
た
光
景
が
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
巡
査
が
き
て
、
喧
嘩
の
連
中
は
逃
げ
て
行
っ
た
。

当
時
、
弘
前
の
町
中
は
街
灯
も
無
く
、
暗
く
て
、
闇
の
な
か
に
ケ
ン
カ
す
る
連
中

が
隠
れ
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
も
の
だ
。
た
い
て
い
は
、
上
町
と
下
町
の
ケ
ン
カ

だ
が
、
恨
み
と
い
う
よ
り
、
遊
び
な
の
だ
。
互
い
に
憎
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
喧

嘩
し
て
も
、警
察
に
捕
ま
っ
て
一
晩
泊
っ
て
帰
さ
れ
る
だ
け
だ
。
し
か
し
下
町
に
は
、

市
川
宇
門
な
ど
の
町
道
場
の
剣
道
家
が
混
じ
っ
て
い
た
た
め
、
ケ
ン
カ
が
激
し
さ
を

増
し
た
）
70
（

。」

こ
の
昭
和
八
年
こ
ろ
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
防
止
の
た
め
に
街
路
を
明
る
く
照
ら
す
高

燭
電
灯
が
、
弘
前
市
内
の
住
吉
神
社
と
玉
成
校
前
（
現
弘
前
公
園
東
門
前
堀
付
近
）

の
二
箇
所
に
設
置
さ
れ
た
。
警
察
は
喧
嘩
防
止
の
警
備
体
制
を
強
化
し
、
同
九
年
に

対
策
協
議
会
を
開
き
、翌
年
に
若
手
巡
査
で
特
別
警
備
隊
「
新
撰
組
」
を
結
成
す
る
。

こ
の
時
代
か
ら
市
内
に
は
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
が
普
及
し
は
じ
め
、
夜
の
繁
華
街
も
明

る
く
な
り
、
そ
の
明
る
さ
に
対
抗
す
る
た
め
、
ネ
ブ
タ
本
体
の
照
明
も
ロ
ー
ソ
ク
か

ら
電
灯
へ
変
化
し
始
め
た
と
い
う
。
そ
し
て
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
が
消
え
て
い
っ
た
と
い

う
。
同
一
一
年
に
は
、
秩
父
宮
と
同
妃
殿
下
が
弘
前
ね
ぷ
た
を
高
覧
に
来
た
た
め
、

喧
嘩
行
為
が
自
粛
さ
れ
た
。
同
一
二
年
に
は
日
華
事
変
が
勃
発
し
、
同
一
九
年
の
一

時
の
復
活
を
除
い
て
、
同
二
〇
年
ま
で
ね
ぷ
た
の
祭
り
自
体
が
断
絶
す
る
。
戦
後
の

同
二
一
年
、
弘
前
の
ね
ぷ
た
祭
り
が
復
活
し
て
以
降
は
、
戦
前
同
様
に
刀
剣
棍
棒
類

の
凶
器
所
持
の
禁
止
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
の
喧
嘩
は
無
く
な
り
、
行
列
に
赤

襦
袢
の
女
性
の
手
踊
り
が
付
く
よ
う
な
雰
囲
気
に
変
わ
っ
た
）
71
（

。

ま
た
、
門
付
け
で
家
々
を
回
っ
て
寄
付
を
も
ら
う
慣
習
に
つ
い
て
も
、
明
治
・
大

正
期
の
ネ
ブ
タ
禁
止
令
で
金
品
の
強
要
が
禁
じ
ら
れ
て
き
た
。
あ
る
困
窮
し
た
大
工

が
、
ね
ぷ
た
を
子
供
に
担
が
せ
て
家
々
を
回
ら
せ
て
ロ
ー
ソ
ク
や
金
品
を
集
め
、
そ

れ
を
資
金
と
し
て
妻
子
に
ぜ
い
た
く
を
さ
せ
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
）
72
（

。
旧
七

月
七
日
の
寄
付
募
集
は
高
圧
的
で
、
応
じ
な
い
と
き
は
暴
言
を
吐
く
の
で
、
警
察
が

取
り
締
ま
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
市
民
の
要
望
も
あ
っ
た
）
73
（

。
こ
れ
ら
の
寄
付
行
為
の
禁

止
に
よ
っ
て
、
各
ね
ぷ
た
組
が
、
寄
付
を
も
ら
っ
た
家
の
前
で
、
お
礼
に
演
奏
し
た

「
休
み
」
の
囃
子
が
廃
れ
る
要
因
に
な
っ
た
と
い
う
）
74
（

。

明
治
、
大
正
期
の
日
本
国
内
で
は
、
欧
米
人
の
価
値
観
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
ま

で
の
伝
統
的
な
日
常
行
為
が
、
軽
犯
罪
と
し
て
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
り
、
法
的

規
制
や
警
察
に
よ
る
社
会
管
理
が
自
律
的
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
状
況
が
あ
っ
た
と

い
う
）
75
（

。
近
世
以
来
の
ね
ぷ
た
の
喧
嘩
、
そ
し
て
他
町
へ
の
寄
付
強
要
行
為
と
い
う
習

俗
も
、
明
治
後
期
以
降
は
「
風
土
に
根
ざ
し
た
伝
統
的
行
為
」
と
し
て
容
認
さ
れ
る

行
為
で
は
な
く
な
り
、
警
察
や
新
聞
が
リ
ー
ド
し
た
世
論
、
電
話
や
電
灯
の
普
及
な
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ど
の
近
代
国
家
の
論
理
が
、
津
軽
地
方
に
も
浸
透
す
る
こ
と
で
、
変
更
さ
せ
る
べ
き

対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

❼
地
域
の
伝
承

で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
喧
嘩
ね
ぷ
た
が
、
弘
前
の
土
地
に
お
い
て
、
近
世
か
ら

昭
和
期
ま
で
の
長
い
間
、
激
し
く
続
い
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
従
来
の
研
究

で
は
、
近
世
以
来
の
「
尚
武
の
気
風
」
が
、
士
族
か
ら
一
般
町
民
に
ま
で
及
ん
だ
こ

と
で
あ
ろ
う
こ
と
を
説
く
。
ま
た
、
近
世
の
町
同
士
の
喧
嘩
が
、
明
治
に
は
町
道
場

の
対
立
に
な
っ
て
激
化
し
、
大
正
期
に
道
場
が
衰
退
す
る
と
、
上
町
と
下
町
の
対
立

に
移
行
し
、
今
年
の
喧
嘩
の
不
覚
を
、
来
年
こ
そ
取
り
返
そ
う
、
と
い
う
繰
り
返
し

が
、
喧
嘩
を
長
く
続
け
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
「
城
下
特
有
の
気
風
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
き
た
）
76
（

。
し
か
し
、
他
町
へ
ま
わ
っ
て
門
付
け
を
し
、
互
い
に
喧
嘩
す
る
ネ

ブ
タ
の
習
俗
は
、
弘
前
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
そ
の
後
の
研
究
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
進
展
で
判
明
し
て
き
た
。

（
事
例
5
）「（
青
森
市
宮
田
で
は
）
大
正
八
年
生
ま
れ
の
話
者
が
子
ど
も
の
頃
、

子
ど
も
だ
け
で
ね
ぶ
た
を
出
し
た
。（
中
略
）
ナ
ノ
ガ
ビ
（
旧
暦
七
月
七
日
）
の
前
、

何
日
間
か
毎
晩
ね
ぶ
た
を
出
す
。
子
ど
も
た
ち
は
近
所
と
か
学
校
の
仲
間
な
ど
で
、

七
人
か
八
人
ぐ
ら
い
ず
つ
の
組
に
な
っ
て
、
そ
の
組
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
集
落
内
を

回
る
、
ね
ぶ
た
は
子
ど
も
た
ち
の
手
作
り
で
、
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
歩
く

た
め
に
、
四
角
い
灯
籠
型
の
も
の
や
扇
形
の
も
の
や
金
魚
ね
ぶ
た
な
ど
を
作
っ
た
、

（
中
略
）
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
だ
け
で
作
り
、
大
人
は
ほ
と
ん
ど
干
渉
し
な
か
っ
た
。

（
中
略
）
他
の
組
と
会
っ
た
り
す
る
と
、
そ
ん
な
に
頻
繁
で
は
な
か
っ
た
が
、
石
を

な
げ
て
け
ん
か
を
し
た
り
し
た
）
77
（

。」

（
事
例
6
）「
深
浦
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
は
昭
和
七
年
が
最
後
だ
っ
た
。
警
察
の
取
り

締
ま
り
が
厳
し
か
っ
た
。
当
時
の
ネ
プ
タ
は
人
形
だ
っ
た
。
我
が
家
の
前
の
通
り
で
、

浜
町
（
シ
タ
の
マ
ジ
）
と
オ
カ
町
（
ウ
エ
の
マ
ヂ
）
の
ネ
プ
タ
同
士
が
行
き
合
い
、

道
を
譲
る
か
譲
ら
な
い
か
口
論
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
に
は
、
わ
ざ
と
自
分
の
ネ
プ

タ
に
石
を
投
げ
て
ぶ
つ
け
て
、
相
手
に
や
ら
れ
た
と
い
う
理
由
を
作
る
も
の
だ
。
そ

れ
か
ら
取
っ
組
み
合
い
の
喧
嘩
と
な
る
。
藤
を
切
る
鉈
を
腰
に
下
げ
て
い
く
者
も
い

た
。
後
日
、両
町
の
仲
直
り
と
し
て
、警
察
に
捕
ま
っ
た
人
達
を
も
ら
い
下
げ
に
い
っ

た
）
78
（

。」
（
事
例
7
）（
昭
和
一
六
年
以
前
、平
内
町
浅
所
の
若
者
達
に
よ
る
ネ
ブ
タ
の
運
行
）

「（
運
行
）
二
日
目
は
、
小
湊
町
内
の
ネ
ブ
タ
と
一
緒
に
小
湊
で
運
行
を
す
る
。
十
字

路
な
ど
で
他
の
ネ
ブ
タ
と
行
き
あ
う
と
、
ど
ち
ら
が
道
を
譲
る
か
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

よ
く
喧
嘩
が
起
き
る
。
喧
嘩
が
起
き
る
と
、
間
木
や
東
滝
か
ら
の
見
物
人
も
浅
所
の

若
者
に
加
勢
し
、
喧
嘩
太
鼓
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
の
合
図
で
一
斉
に
相
手
に
と
び
か
か

る
。
ネ
ブ
タ
同
士
も
ぶ
つ
け
合
う
た
め
、
そ
れ
に
備
え
て
ネ
ブ
タ
の
骨
組
み
を
頑
丈

に
し
た
り
、
ネ
ブ
タ
の
頭
の
代
え
を
用
意
し
た
り
す
る
。
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
た
濁
酒

を
飲
み
な
が
ら
運
行
を
す
る
が
、
当
時
の
警
察
は
寛
容
で
あ
っ
た
た
め
、
警
察
官
に

そ
れ
を
見
ら
れ
て
も
、
と
が
め
ら
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
昭
和
一
六
年
に
ネ
ブ
タ

が
中
断
さ
れ
た
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
昭
和
一
六
年
、
戦
中
に
派
手
な
こ
と
は

控
え
よ
う
と
い
う
風
潮
か
ら
、
当
時
の
浅
所
小
学
校
校
長
で
青
年
学
校
校
長
も
兼
ね

て
い
た
人
が
、
ネ
ブ
タ
を
出
す
の
を
や
め
る
よ
う
若
者
に
言
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
言

わ
れ
た
と
き
に
は
既
に
そ
の
年
の
ネ
ブ
タ
を
作
っ
て
い
た
た
め
、
若
者
は
中
止
し
た

く
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
若
者
の
一
人
が
代
表
し
て
話
を
つ
け
に
行
き
、
結
局
、
赤

い
襦
袢
で
は
な
く
普
通
の
浴
衣
を
着
る
、
花
笠
を
被
ら
な
い
、
喧
嘩
を
し
な
い
な
ど

の
条
件
で
許
可
を
受
け
た
。
し
か
し
行
事
の
当
日
、
若
者
は
そ
の
条
件
を
守
ら
ず
、

全
く
自
由
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
校
長
は
激
怒
し
た
が
、
青
年
団
は
あ
て
つ
け
で
職

員
室
の
前
ま
で
ネ
ブ
タ
を
持
っ
て
行
っ
て
、
そ
こ
で
皆
に
ハ
ネ
て
見
せ
た
。
若
者
の

一
人
は
、
ハ
ネ
終
わ
っ
た
ら
自
分
ご
と
海
に
投
げ
込
む
よ
う
に
周
り
に
指
示
し
て
、
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ネ
ブ
タ
に
乗
っ
て
ハ
ネ
た
。
ハ
ネ
終
わ
っ
て
、
そ
の
者
と
ネ
ブ
タ
は
海
に
投
げ
込
ま

れ
、
そ
の
年
を
最
後
に
浅
所
の
ネ
ブ
タ
は
中
断
と
な
っ
た
）
79
（

。」

（
事
例
8
）「（
青
森
市
）
上
野
で
は
、戦
前
は
ム
ラ
で
人
形
ネ
ブ
タ
を
出
し
た
。（
中

略
）
ネ
ブ
タ
運
行
の
主
体
は
、
青
年
団
た
ち
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
、
四
角
い
灯
籠
、

三
角
形
の
灯
籠
、
金
魚
ネ
ブ
タ
を
手
に
持
っ
て
歩
い
た
。
人
形
ネ
ブ
タ
は
、
台
車
や

リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
引
い
た
。（
中
略
）
マ
チ
の
方
へ
も
引
っ
張
っ
て
歩
い
た
。
運

行
途
中
に
隣
ム
ラ
の
ネ
ブ
タ
か
ら
石
を
投
げ
ら
れ
た
り
も
し
た
。
ま
た
、
上
野
出
身

の
店
先
の
前
で
ネ
ブ
タ
を
回
す
と
、
ご
祝
儀
が
も
ら
え
た
）
80
（

。」

（
事
例
9
）「
昭
和
二
〇
年
代
。
小
学
生
の
こ
ろ
、
藤
崎
町
の
町
会
の
子
供
た
ち
だ

け
で
、
数
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
扇
や
灯
籠
型
の
ね
ぷ
た
を
作
り
、「
ネ
プ
タ
ッ
こ
、

見
て
け
じ
ゃ
〜
」
と
い
っ
て
、
近
隣
を
歩
い
た
。
隣
り
の
町
内
に
行
く
と
物
陰
か
ら

隠
れ
て
石
を
投
げ
て
く
る
者
が
い
て
、
ネ
プ
タ
の
紙
が
破
ら
れ
た
。
ね
ぷ
た
同
士
を

ぶ
つ
け
た
り
す
る
喧
嘩
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
）
81
（

。」

（
事
例
10
）「
昭
和
二
十
年
代
、弘
前
市
和
徳
町
坂
の
上
に
住
ん
で
い
た
が
、昔
、バ
ッ

コ
ヤ
（
馬
耕
屋
）
を
や
っ
て
い
た
父
の
西
谷
兵
衛
（
大
正
二
年
生
、
故
人
）
が
、
と

き
ど
き
、
ね
ぷ
た
の
思
い
出
と
し
て
、「
石
投
げ
て
や
っ
た
」「
石
を
ぶ
つ
け
て
○
○

の
ね
ぷ
た
が
燃
え
た
」「
○
○
の
ね
ぷ
た
と
喧
嘩
し
た
」
な
ど
と
興
奮
し
て
話
し
て

い
た
。
家
族
は
「
も
う
年
だ
か
ら
、ね
ぷ
た
に
出
る
の
は
止
め
ろ
」
と
い
っ
て
い
た
。

当
時
の
ね
ぷ
た
に
は
必
ず
「
石
打
無
用
」
と
書
い
て
い
た
。
す
で
に
大
き
な
喧
嘩
は

無
か
っ
た
と
思
う
が
、
通
り
が
狭
く
、
横
丁
も
通
っ
た
の
で
、
道
を
譲
る
か
ど
う
か

で
ね
ぷ
た
同
士
の
小
競
り
合
い
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。
道
で
出
会
う
と
「
あ
れ
、
ど
ご

の
ね
ぷ
た
だ
」「
こ
っ
ち
先
だ
、
寄
れ
！
」
な
ど
と
い
い
、
狭
い
道
だ
か
ら
避
け
る

と
ね
ぷ
た
の
カ
ド
を
ぶ
つ
け
て
壊
れ
る
。
ロ
ー
ソ
ク
の
明
か
り
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
よ

く
ね
ぷ
た
が
燃
え
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、
消
火
の
た
め
に
竹
を
入
れ
た
サ
サ

ラ
を
用
意
し
て
い
た
。
弘
前
市
郊
外
の
撫
牛
子
や
藤
崎
町
、
百
田
な
ど
か
ら
も
「
ネ

ブ
タ
コ
見
で
け
ー
」
と
門
付
け
に
来
た
）
82
（

。」

（
事
例
11
）「
昭
和
二
六
、七
年
こ
ろ
、
弘
前
市
品
川
町
に
住
ん
で
い
た
が
、
大
人

た
ち
が
引
く
大
き
な
ね
ぷ
た
を
見
よ
う
と
思
え
ば
、
子
供
達
は
、
ウ
チ
ワ
を
持
っ
て

ブ
ラ
ブ
ラ
と
土
手
町
を
歩
い
た
も
の
だ
。
当
時
は
ま
だ
合
同
運
行
が
定
着
し
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
、
各
町
の
ね
ぷ
た
達
は
独
自
の
コ
ー
ス
を
運
行
し
て
い
た
か
ら
、
見

る
場
所
は
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
囃
子
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
方
に
歩
い

て
い
く
と
ね
ぷ
た
に
会
え
た
。
今
日
は
あ
ち
ら
、
明
日
は
あ
ち
ら
と
場
所
を
変
え
て

見
た
。
た
い
て
い
の
扇
ね
ぷ
た
の
脇
に
は
「
石
打
無
用
」
と
書
い
て
い
た
。
狭
い
通

り
を
ね
ぷ
た
同
士
が
行
き
逢
う
と
、
互
い
に
道
を
ゆ
ず
ら
な
い
。「
道
を
ゆ
ず
れ
」

と
互
い
に
主
張
し
、
太
鼓
を
鳴
ら
し
「
ヤ
ー
ヤ
ド
ー
」
と
大
き
く
囃
し
立
て
、
ギ
リ

ギ
リ
に
す
れ
違
っ
た
り
、
横
丁
に
入
っ
て
い
っ
た
り
し
て
小
競
り
合
い
を
し
た
も
の

だ
。
激
し
い
投
石
は
見
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
初
日
か
ら
二
日
目
は
、
キ
レ
イ
な
ね

ぷ
た
も
、
最
終
日
の
ナ
ヌ
カ
ビ
に
は
、
雨
や
小
競
り
合
い
や
ツ
ブ
テ
に
打
た
れ
た
後

で
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
穴
が
空
い
て
本
体
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
男
性
が
外
か
ら

見
え
る
ほ
ど
で
、
絵
柄
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
無
傷
な
ね
ぷ
た
は
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
、
昔
か
ら
い
う
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
後
日
、
大
條
和
雄

氏
の
著
作
「
ネ
プ
タ
の
華
）
83
（

」
を
読
ん
で
、
か
つ
て
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
激
し
さ
の
違

い
に
驚
い
た
。
明
治
末
頃
生
ま
れ
の
叔
母
に
そ
の
こ
と
を
話
す
と
「
そ
う
だ
、
そ
の

本
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
」
と
言
う
。
大
正
の
頃
、
幼
か
っ
た
叔
母
は
、
危
な
い
か

ら
見
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
た
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
が
、
怖
い
が
見
た
く
て
し
ょ
う
が

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
っ
そ
り
家
の
屋
根
上
や
窓
か
ら
ケ
ン
カ
を
見
た
と
い
う
。
当

時
、
自
分
の
父
親
が
、
弘
前
市
品
川
町
の
角
で
目
医
者
を
し
て
い
た
が
、
ケ
ン
カ
ネ

プ
タ
の
怪
我
人
が
運
ば
れ
て
き
た
と
い
う
）
84
（

。」
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（
事
例
12
）「
木
造
地
方
の
ネ
プ
タ
で
、
四
〇
年
以
上
前
に
は
、
ケ
ン
カ
が
あ
っ
た

と
い
う
。
当
時
、
ネ
プ
タ
を
作
っ
て
準
備
を
す
る
ネ
プ
タ
小
屋
の
な
か
に
は
、
丸
太

を
組
ん
で
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
か
け
た
だ
け
の
小
屋
も
あ
り
、
乱
暴
な
青
年
が
た
く

さ
ん
集
ま
る
場
と
も
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
危
な
い
か
ら
子
供
や
女
性
が
近
づ
い
て

は
な
ら
な
い
、
な
ど
と
噂
さ
れ
た
そ
う
だ
。
そ
の
頃
は
、
ネ
プ
タ
の
運
行
で
夜
遅
く

な
る
と
子
供
ら
を
家
に
帰
し
、
青
壮
年
だ
け
で
、
木
造
と
五
所
川
原
の
境
界
に
あ
る

岩
木
川
の
橋
へ
喧
嘩
を
し
に
い
っ
た
。五
所
川
原
の
方
か
ら
も
や
っ
て
き
た
と
い
う
。

勝
っ
た
方
は
、
戦
利
品
と
し
て
負
け
た
方
の
太
鼓
や
女
性
を
担
い
で
き
て
、
ネ
プ
タ

小
屋
で
酒
盛
り
を
し
た
時
代
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
）
85
（

。」

（
事
例
13
）
五
所
川
原
市
で
も
か
つ
て
は
喧
嘩
が
つ
き
も
の
で
、
北
側
と
南
側
が

喧
嘩
し
た
と
い
う
。
夜
一
〇
時
過
ぎ
に
な
る
と
子
供
た
ち
を
帰
し
て
、
自
由
運
行
で

進
路
を
巡
っ
て
争
い
、
投
石
で
始
ま
り
、
刀
や
木
の
板
を
持
ち
出
し
て
争
い
、
先
頭

が
喧
嘩
を
す
る
と
、
囃
子
方
や
後
方
の
仲
間
ま
で
加
わ
り
、
油
を
ぶ
つ
け
て
ネ
プ
タ

が
燃
え
た
り
、
壊
れ
た
り
し
た
が
、
翌
日
に
は
喧
嘩
相
手
に
会
っ
て
も
何
も
な
か
っ

た
よ
う
に
ふ
る
ま
い
、
ネ
プ
タ
を
修
理
し
て
出
直
し
た
。
最
終
日
に
な
る
と
子
供
ネ

プ
タ
も
喧
嘩
の
準
備
を
し
て
運
行
し
た
。
警
察
官
を
堰
に
投
げ
込
ん
だ
こ
と
も
あ
っ

た
。「
青
森
は
凱
旋
ネ
プ
タ
、
弘
前
は
出
陣
ネ
プ
タ
、
五
所
川
原
は
喧
嘩
ネ
プ
タ
」

と
言
っ
た
と
い
う
。
最
後
の
喧
嘩
は
昭
和
二
七
年
こ
ろ
だ
と
い
う
）
86
（

。

（
事
例
14
）「
昭
和
四
〇
年
代
の
弘
前
市
撫
牛
子
、
ね
ぷ
た
の
時
期
に
な
る
と
、
中

学
生
の
ガ
キ
大
将
が
先
頭
と
な
っ
て
、
町
内
の
小
学
生
五
、六
年
の
子
供
た
ち
だ
け

で
一
週
間
、
農
協
の
裏
な
ど
に
集
ま
っ
て
灯
籠
型
の
ね
ぷ
た
を
作
っ
た
。
絵
は
有
名

な
絵
師
に
頼
み
に
行
っ
て
断
ら
れ
た
り
し
た
が
、た
い
て
い
は
自
分
た
ち
で
描
い
た
。

と
に
か
く
赤
い
色
に
す
れ
ば
ね
ぷ
た
ら
し
く
な
る
。
見
送
り
に
女
性
を
書
く
も
の
だ

が
、
マ
ン
ガ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ヤ
ミ
を
描
い
た
り
し
た
。

運
行
は
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
、
笛
無
し
で
一
斗
缶
を
太
鼓
に
し
て
、
皮
を
む
い
た

柳
の
枝
を
バ
チ
に
し
て
町
内
を
歩
い
た
。
服
装
は
普
段
着
の
ま
ま
で
、
豆
絞
り
の
鉢

巻
に
ハ
ナ
ジ
ロ
を
つ
け
た
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。こ
れ
は
大
人
た
ち
の
ネ
プ
タ
と
は
違
い
、

特
に
名
前
は
無
か
っ
た
が
「
ワ
ラ
ハ
ン
ド
（
子
供
達
）
の
ね
ぷ
た
」
と
も
呼
ん
だ
。

御
盆
を
捧
げ
て
「
ね
ぷ
た
ッ
コ
見
で
け
〜
」
と
い
く
と
、
各
家
で
は
テ
レ
ビ
の
上

に
御
盆
に
載
せ
て
お
金
を
用
意
し
て
い
て
く
れ
る
。
ロ
ウ
ソ
ク
、
お
菓
子
や
一
〇
円

か
ら
一
〇
〇
円
ほ
ど
も
ら
え
る
。
目
屋
や
船
沢
な
ど
の
他
町
会
か
ら
も
来
た
。
と
き

ど
き
、
自
分
の
家
に
も
ら
い
に
い
っ
た
り
、
仲
間
が
交
替
し
て
同
じ
家
に
複
数
回

も
ら
い
に
入
る
よ
う
な
い
た
ず
ら
も
し
た
の
で
、
な
か
に
は
嫌
が
っ
て
家
の
明
か
り

を
消
し
て
居
留
守
を
使
う
家
や
、「
お
め
、
ど
ご
の
ね
ぷ
た
よ
」
と
聞
く
家
も
あ
り
、

違
う
町
名
を
い
っ
て
ご
ま
か
し
た
り
し
た
。
し
か
し
鍛
冶
町
は
大
人
の
飲
み
屋
街
な

の
で
怖
か
っ
た
。
店
の
人
は
出
て
行
け
と
怒
る
が
、
酔
客
は
札
を
く
れ
た
も
の
だ
。

弘
前
市
の
合
同
運
行
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
だ
け
で
夜
遅
く
歩
く

こ
と
、
金
銭
を
扱
う
こ
と
な
ど
が
風
紀
を
乱
す
と
い
っ
て
学
校
が
禁
止
し
た
。

ま
た
、
昔
は
、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
で
投
げ
る
た
め
の
石
を
川
原
で
集
め
た
と
い
い
、

そ
の
石
を
入
れ
る
た
め
の
巾
着
だ
っ
た
と
い
う
話
や
。
火
の
つ
い
た
ロ
ウ
ソ
ク
も
投

げ
つ
け
た
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
）
87
（

。」。

（
事
例
15
）「
昭
和
四
〇
年
代
の
藤
崎
町
に
て
。
町
内
の
ネ
ブ
タ
に
は
「
石
打
無
用
」

と
書
か
れ
て
い
た
。
ネ
ブ
タ
が
町
内
を
運
行
し
て
い
て
、狭
い
道
で
出
会
う
と
、ど
っ

ち
に
寄
る
か
、
な
ど
と
い
う
交
渉
が
少
々
あ
っ
た
後
、
互
い
に
片
側
に
寄
っ
て
、
接

触
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
緊
張
感
の
な
か
、
ギ
リ
ギ
リ
に
す
れ
違
う
。
そ
れ
を
う

ま
く
誘
導
さ
せ
る
、
舵
取
り
の
役
目
が
カ
ッ
コ
良
く
て
、
少
年
た
ち
が
憧
れ
た
も
の

だ
。」
子
供
達
が
、
家
々
の
玄
関
の
戸
を
開
け
、
家
の
中
に
い
る
住
人
に
「
ネ
ブ
タ

コ
見
で
け
ぇ
〜
」
と
、
呼
び
出
し
て
門
付
け
を
し
た
記
憶
が
あ
る
。
し
か
し
、
小
学

校
四
年
か
五
年
生
の
こ
ろ
、
物
乞
い
は
や
め
な
さ
い
と
学
校
で
指
導
さ
れ
、
小
遣
い

稼
ぎ
が
で
き
な
く
な
る
と
淋
し
く
思
っ
た
）
88
（

。
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（
事
例
16
）「
昭
和
四
〇
年
代
の
こ
ろ
、
弘
前
市
紺
屋
町
の
ね
ぷ
た
と
、
城
北
の

有
志
の
団
体
の
ね
ぷ
た
が
「
ア
ズ
マ
屋
」
の
前
で
、昔
の
担
ぎ
ね
ぷ
た
を
マ
ネ
し
て
、

か
け
声
勇
ま
し
く
、
ね
ぷ
た
本
体
の
担
ぎ
棒
同
士
を
ぶ
つ
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
担

ぎ
手
の
一
人
が
指
を
挟
ん
で
重
傷
を
負
い
、
市
当
局
か
ら
指
導
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
ら
し
い
）
89
（

。」

以
上
の
デ
ー
タ
を
見
れ
ば
、
昭
和
八
年
以
降
、
弘
前
市
以
外
の
津
軽
地
方
各
地

で
も
、
他
地
域
へ
の
門
付
け
と
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

先
学
も
、
ネ
ブ
タ
に
お
け
る
都
市
部
の
風
流
的
要
素
と
農
村
の
民
俗
行
事
と
し
て

の
要
素
が
影
響
し
あ
い
、
津
軽
地
方
に
共
通
す
る
「
ネ
ブ
タ
文
化
圏
」
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
）
90
（

。
事
例
6
の
よ
う
に
、
昭
和
初
期
ま
で
日
本
海
側

の
深
浦
町
で
も
、
地
域
住
民
同
士
の
対
抗
意
識
を
基
盤
と
し
た
ネ
プ
タ
の
喧
嘩
が

あ
り
、
進
路
を
め
ぐ
っ
て
の
問
答
か
ら
投
石
、
道
具
を
持
っ
た
乱
闘
を
す
る
、
弘

前
の
も
の
と
類
似
し
た
行
為
が
あ
っ
た
。事
例
9
も
投
石
し
て
い
る
。青
森
市
油
川
、

平
川
市
本
町
で
も
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
、
ネ
ブ
タ
に
は
「
石
投
無
用
」「
石
打
無
用
」

と
書
か
れ
、
よ
そ
の
ム
ラ
へ
行
く
と
、
桜
垣
の
陰
や
物
陰
か
ら
ネ
ブ
タ
本
体
に
投

石
さ
れ
て
穴
を
開
け
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
ち
ら
か
ら
も
「
石
投
げ
に
行
く
」
と
出

か
け
た
人
も
い
る
。
五
所
川
原
市
で
は
昭
和
二
七
年
頃
ま
で
投
石
だ
け
で
な
く
、

油
を
投
げ
て
ネ
ブ
タ
に
放
火
し
た
り
、
乱
闘
す
る
喧
嘩
が
あ
っ
た
。
浪
岡
町
で
も

昭
和
三
〇
年
代
ま
で
、
他
町
の
ネ
ブ
タ
と
す
れ
違
い
様
に
投
石
す
る
行
為
が
あ
り
、

子
供
た
ち
だ
け
の
ネ
ブ
タ
で
も
発
生
し
て
い
た
と
い
う
）
91
（

。
こ
の
よ
う
な
投
石
行
為

は
、
ケ
ン
カ
が
少
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
青
森
ね
ぶ
た
で
発
生
し
て
い
た
よ
う

で
、淡
谷
悠
蔵
は
「
青
森
の
ネ
プ
タ
喧
嘩
に
は
記
憶
に
の
こ
る
大
き
な
も
の
は
な
い
」

と
し
な
が
ら
も
、「
た
ま
に
は
ネ
プ
タ
喧
嘩
も
あ
っ
て
、
小
石
な
ど
打
っ
つ
け
（
マ
マ
）合

い
、

そ
の
石
が
あ
た
っ
て
、
頭
か
ら
血
を
た
ら
し
て
い
る
人
も
見
た
が
、」
と
記
し
て
い

る
）
92
（

。日
本
各
地
の
都
市
祭
礼
の
な
か
で
、
投
石
、
石
打
、
印
地
、
飛
礫
か
ら
闘
争
と

な
っ
た
事
例
は
多
く
、
中
世
期
の
京
都
の
祭
礼
で
も
発
生
し
た
。
例
え
ば
文
暦
元
年

（
一
二
三
四
）
七
月
七
日
七
夕
の
川
崎
惣
社
祭
で
も
、
雑
人
が
飛
礫
を
行
な
い
、
矢

に
あ
た
っ
て
斬
り
合
い
、
死
傷
者
が
出
た
）
93
（

。
村
落
で
も
同
様
だ
っ
た
。
つ
ぶ
て
の
習

俗
を
分
析
し
た
中
沢
厚
に
よ
る
と
、
大
正
期
に
山
下
重
民
が
「
風
俗
画
報
」
で
、
京

都
の
古
い
習
俗
と
し
て
、
子
供
ら
が
柳
の
木
刀
を
持
ち
、
頭
巾
を
か
ぶ
り
山
伏
の
格

好
を
し
て
、
夜
の
鴨
川
を
挟
ん
で
、
印
地
打
を
行
い
、
後
に
大
人
が
混
じ
っ
て
、
真

剣
を
持
っ
て
争
い
怪
我
を
す
る
行
事
が
あ
っ
た
。
寛
永
年
中
に
禁
止
さ
れ
た
が
、
三

河
や
信
濃
に
は
近
世
ま
で
遺
風
が
残
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
河
原
で
悪
態
を
つ
き
な

が
ら
子
供
た
ち
が
石
投
げ
を
す
る
習
俗
が
、
明
治
期
か
ら
昭
和
期
の
山
梨
県
笛
吹
川

や
、
昭
和
二
〇
年
こ
ろ
の
愛
媛
県
新
居
浜
に
あ
っ
た
）
94
（

。
笹
森
建
英
は
、
こ
れ
ら
の
中

世
以
来
の
つ
ぶ
て
、
印
地
打
ち
や
、
日
本
各
地
で
五
月
五
日
の
節
句
に
行
わ
れ
て
い

た
子
供
た
ち
の
石
合
戦
な
ど
と
、
弘
前
や
黒
石
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
に
お
け
る
投
石
行

為
は
関
連
し
な
い
と
述
べ
る
。
か
つ
、
武
術
鍛
錬
の
た
め
奨
励
し
た
と
い
う
事
実
も

な
く
、
祭
り
一
般
の
闘
争
本
能
の
解
放
と
、
他
者
の
否
定
が
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
成
立
さ
せ
る
行
為
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
し
た
）
95
（

。

し
か
し
笹
原
が
、
明
治
三
二
年
生
ま
れ
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
リ
ー
ダ
ー
に
聞
き
取

り
し
た
、大
正
七
年
八
月
一
〇
日
の
百
石
町
で
の
仲
町
組
と
鍛
冶
町
組
の
喧
嘩
で
は
、

「
石
き
た
ｱ
！
」「
な
に
？
！
石
き
た
！
や
る
ん
ず
な
ｱ
」「
お
前
ら
が
先
に
投
げ
た

ん
で
ね
え
か
」
と
、
ど
ち
ら
が
先
に
投
石
し
た
か
を
問
題
に
し
た
と
い
う
こ
と
）
96
（

、
事

例
6
の
昭
和
七
年
こ
ろ
、
深
浦
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
で
、
初
め
に
わ
ざ
と
自
分
の
ネ
プ

タ
に
投
石
し
て
「
相
手
に
先
制
攻
撃
さ
れ
た
」
と
い
う
証
拠
を
作
っ
て
か
ら
喧
嘩
し

た
と
い
う
こ
と
、
事
例
9
の
昭
和
二
〇
年
代
の
藤
崎
町
で
、
他
町
内
に
入
る
と
隠
れ

て
投
石
し
て
く
る
者
が
い
た
、
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
津
軽
地
方
の
ネ
ブ

タ
の
投
石
行
為
は
、
乱
闘
前
に
敵
意
や
否
定
を
表
す
サ
イ
ン
と
し
て
共
有
さ
れ
、
各

地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
各
地
で
中
近
世
以
来
伝
承

さ
れ
て
き
た
、
つ
ぶ
て
の
習
俗
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
喧
嘩
ネ
プ
タ
に
お
け
る
投

石
行
為
は
、
相
手
の
戦
意
を
確
認
し
、
戦
端
を
開
く
た
め
の
儀
礼
的
な
行
為
だ
っ
た
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の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
近
世
以
来
、
地

域
を
越
え
て
門
付
け
に
回

る
行
為
が
現
代
ま
で
続
い

て
い
る
。
昭
和
五
九
年
に

弘
前
大
学
が
行
っ
た
浪
岡

町
本
郷
ね
ぷ
た
の
参
与
観

察
調
査
に
よ
る
と
、
当
時

の
運
行
予
算
約
一
九
〇
万

円
の
う
ち
半
分
近
く
が
、

自
集
落
以
外
か
ら
の
寄
付

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
た

め
、
近
隣
の
黒
石
市
へ
の

「
遠
征
」
で
沿
道
の
各
家

ズ
ム
を
乱
し
た
方
が
負
け
と
な
り
、
負
け
た
側
は
太
鼓
の
皮
を
破
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
競
争
は
連
合
青
年
団
が
結
成
さ
れ
る
昭
和
二
七
、八
年
こ
ろ
ま
で
続
け
ら

れ
て
い
た
）
98
（

。」

（
事
例
18
）「
現
在
の
鯵
ヶ
沢
町
の
ネ
ブ
タ
。
運
行
の
な
か
で
、
担
ぎ
ケ
ン
カ
ダ

イ
コ
と
い
い
、
町
会
の
ノ
ボ
リ
を
立
て
、
担
ぎ
ダ
イ
コ
を
斜
め
に
抱
く
よ
う
に
持
っ

て
叩
い
て
歩
く
人
が
い
る
。
通
り
の
角
で
他
町
の
ネ
ブ
タ
が
来
る
の
を
待
っ
て
い

て
、
ネ
ブ
タ
が
や
っ
て
来
る
と
太
鼓
を
持
っ
て
並
ん
で
、
バ
タ
バ
タ
と
叩
い
て
競

う
人
が
い
る
）
99
（

。」

（
事
例
19
）「
現
在
で
も
「
勝
ち
ど
き
の
囃
子
」、
ま
た
は
ケ
ン
カ
バ
ヤ
シ
と
い
う

囃
子
が
あ
る
。
木
造
町
で
は
現
在
で
も
、
運
行
中
に
、
他
町
の
ネ
プ
タ
の
太
鼓
や

笛
の
囃
子
同
士
が
横
に
並
ぶ
と
、
こ
の
ケ
ン
カ
バ
ヤ
シ
を
や
る
こ
と
が
あ
る
。
互

か
ら
も
ら
う
「
花
」
は
、
重
要
な
収
入
源
だ
っ
た
。
特
に
最
終
日
の
ナ
ヌ
カ
ビ
の
午

前
、
黒
石
市
内
の
繁
華
街
回
り
が
大
事
だ
っ
た
と
い
う
）
97
（

。

そ
し
て
、
ケ
ン
カ
ダ
イ
コ
（
喧
嘩
太
鼓
）、
ま
た
は
ケ
ン
カ
バ
ヤ
シ
（
喧
嘩
囃
子
）

の
伝
承
で
あ
る
。
前
述
し
た
投
石
習
俗
は
、
現
在
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
み
ら
れ

る
が
、
喧
嘩
に
関
わ
る
行
為
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
囃
子
を
競
う
ケ
ン
カ
バ
ヤ
シ
と
呼

ば
れ
る
習
俗
が
、
現
在
も
津
軽
各
地
の
ネ
ブ
タ
祭
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。

（
事
例
17
）（
昭
和
初
期
か
ら
三
〇
年
代
前
半
の
東
津
軽
郡
三
厩
村
）「
旧
暦
七
月

五
日
か
ら
三
日
間
、
製
作
や
運
行
の
中
心
を
担
っ
た
の
は
青
年
団
。
増
川
は
子
供
だ

け
の
ネ
ブ
タ
も
あ
っ
た
。
運
行
で
は
集
落
へ
も
遠
征
し
た
が
、（
中
略
）
他
集
落
と

す
れ
違
う
と
き
に
は
、
ど
ち
ら
が
「
山
側
」
を
取
る
か
で
、
ネ
ブ
タ
喧
嘩
が
起
こ
っ

た
と
い
う
。
ま
た
太
鼓
の
競
争
も
あ
っ
た
。
ネ
ブ
タ
が
路
上
で
衝
突
す
る
と
、
双
方

か
ら
代
表
者
を
立
て
、
互
い
に
正
面
を
向
き
合
っ
て
太
鼓
を
打
ち
合
う
も
の
で
、
リ

写真4　木造ネブタ祭りでの「ケンカバヤシ」
（つがる市木造にて 2007 年 7 月 28 日撮影）

写真3 黒石ねぷた運行の前を歩く門付けの少年達
（黒石市横町にて 2007 年 8 月 5 日撮影）

い
に
競
う
よ
う
に
大
き

く
速
く
鳴
ら
す
。
二
〇

分
以
上
止
ま
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
。
と
き
ど
き

「
仕
切
り
た
が
る
人
」
が

メ
ガ
ホ
ン
を
持
っ
て
き

て
、「
は
い
、
○
○
町
会

は
分
か
れ
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
仲
裁
に
入
る
こ

と
も
あ
る
が
、
あ
る
と

き
に
は
止
ま
ら
ず
に
、

警
察
が
仲
裁
し
に
き
た

こ
と
も
あ
る
と
い
う
）
100
（

。」
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弘
前
ね
ぷ
た
、
青
森
ね
ぶ
た
、
黒
石
ね
ぷ
た
の
囃
子
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
正
調
」
の
囃
子
が
制
定
さ
れ
て
奨
励
さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
以
前
は
、

町
や
地
域
ご
と
に
囃
子
が
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
）
101
（

。
こ
の
ケ
ン
カ
バ
ヤ
シ
は
、
現

在
の
合
同
運
行
等
で
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
事
例
7
、
11
の

よ
う
に
、
前
掲
し
た
昭
和
一
六
年
以
前
の
平
内
町
浅
所
の
ネ
ブ
タ
で
も
、「
喧
嘩
太

鼓
の
合
図
で
一
斉
に
飛
び
か
か
っ
た
」
と
い
う
。
ま
た
、
近
代
の
弘
前
の
ケ
ン
カ

ネ
プ
タ
で
も
囃
子
の
リ
ズ
ム
が
速
く
な
っ
た
と
い
う
。
平
内
町
で
も
川
原
町
大
橋

で
は
「
ラ
ッ
セ
ラ
ー
、
ラ
ッ
セ
ラ
ー
」「
ソ
レ
ー
、
ソ
レ
ー
」
な
ど
と
い
う
合
図
と

と
も
に
互
い
に
接
近
し
て
、
ネ
ブ
タ
同
士
を
ぶ
つ
け
、
小
湊
の
ネ
ブ
タ
で
は
、
人

形
の
首
を
奪
い
あ
う
と
き
に
、
笛
や
太
鼓
が
速
く
な
り
、
声
を
張
り
上
げ
て
乱
闘

し
た
と
い
う
）
102
（

。
こ
の
よ
う
に
昭
和
初
期
の
津
軽
地
方
各
地
で
は
、
喧
嘩
に
関
わ
る

特
別
な
囃
子
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
、
青
森
市
油
川
の
子
供
ネ
ブ
タ
が
他
の

ネ
ブ
タ
に
出
会
う
と
、
喧
嘩
は
し
な
い
が
、
声
を
張
り
上
げ
る
な
ど
し
て
張
り
合
っ

た
。
ま
た
弘
前
市
和
徳
町
で
も
、
ね
ぷ
た
同
士
が
会
え
ば
、
手
前
か
ら
太
鼓
を
乱

打
し
て
す
れ
違
っ
た
）
103
（

。
な
お
、
幕
末
の
弘
前
の
絵
師
工
藤
仙
来
が
語
っ
た
明
治
八
、

九
年
の
弘
前
の
ネ
プ
タ
囃
子
は
現
在
の
形
態
で
は
な
く
、
石
油
缶
に
小
石
を
詰
め

た
も
の
を
引
き
ず
り
回
し
、
太
鼓
も
や
た
ら
に
強
く
叩
き
、
ど
な
り
、
ホ
ラ
貝
を

吹
く
な
ど
し
て
や
か
ま
し
い
一
方
で
、
統
一
さ
れ
た
調
子
が
無
か
っ
た
と
い
う
）
104
（

。

こ
の
よ
う
な
ネ
ブ
タ
に
お
け
る
大
声
、
罵
声
、
ケ
ン
カ
バ
ヤ
シ
な
ど
の
激
し
い

音
に
関
わ
る
習
俗
は
、
一
八
世
紀
に
奥
民
図
彙
が
ネ
ブ
タ
の
習
俗
の
こ
と
を
「
声

甚
カ
マ
ヒ
ス
シ
」、
菅
江
真
澄
も
「
童
の
ゝ
し
り
あ
り
け
ど
」「
は
や
し
あ
り
く
か

ま
び
す
し
さ
」
と
表
現
し
た
こ
と
と
の
関
連
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
、
近
世

の
弘
前
の
ね
ぷ
た
の
騒
乱
は
「
喧
嘩
口
論
」
と
さ
れ
「
口
論
」
も
違
反
行
為
で
あ
っ

た
こ
と
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ネ
ブ
タ
運
行
に
付
随
し
た
大
声
や
囃
子
の
「
騒
々
し
さ
」

は
、
喧
嘩
の
威
嚇
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
ネ
ブ
タ
習
俗
本
来
が
帯
び
て
き
た
近
世

以
来
の
伝
承
要
素
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
悪
口
を
言
い
合
う
日
本
各
地
の
悪
態
祭

り
や
、
大
声
や
大
き
な
音
が
、
魔
よ
け
の
呪
力
を
持
つ
と
い
う
習
俗
と
の
関
係
性

も
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
）
105
（

。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ネ
ブ
タ
の
習
俗
自
体
に
は
、
対
立
や
騒
乱
と
い
う
要
素

が
歴
史
的
に
含
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
小
松
和
彦
も
、
青
森
ね
ぶ
た
に
は
、

都
市
祭
礼
の
一
般
的
な
特
徴
と
し
て
の
競
争
、
対
立
、
大
量
消
費
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
爆
発
と
し
て
の
暴
力
沙
汰
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
）
106
（

。
類
似
習
俗
で

あ
る
蝦
夷
地
松
前
の
ネ
ブ
タ
も
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
記
録
で
は
「
喧
嘩

口
論
が
無
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
四
〇
年
代
に
は
行
列
同
士
が
ぶ
つ
か
る

と
喧
嘩
し
て
い
た
。
同
じ
く
安
政
年
間
の
函
館
の
「
七
夕
祭
」
も
、「
彼
我
互
い
殴

打
等
往
々
こ
れ
あ
り
」「
皆
狂
す
る
か
と
怪
し
む
計
り
」
で
あ
っ
た
）
107
（

。
秋
田
県
能
代

の
七
夕
行
事
で
も
、
た
び
た
び
喧
嘩
と
な
り
石
打
や
棒
を
持
っ
て
争
い
、
と
き
に

数
百
人
が
激
突
し
て
重
傷
者
が
出
た
）
108
（

。
さ
ら
に
時
代
を
遡
れ
ば
、
ネ
ブ
タ
の
ル
ー

ツ
と
さ
れ
る
盆
の
灯
籠
供
養
は
、
一
二
世
紀
前
半
か
ら
一
四
世
紀
前
半
の
京
都
に

お
い
て
、
下
人
や
雑
人
ら
の
相
撲
と
結
び
つ
き
、
そ
の
賑
わ
い
が
武
器
を
使
っ
た

闘
争
に
な
り
、
死
傷
者
が
出
た
事
例
が
あ
る
）
109
（

。

で
は
、
そ
の
争
う
伝
承
要
素
は
、
津
軽
地
方
の
ネ
ブ
タ
習
俗
の
ど
こ
に
由
来
し
て

い
る
の
か
。
か
つ
て
の
ナ
ヌ
カ
ビ
に
は
す
べ
て
の
ネ
ブ
タ
が
取
り
壊
さ
れ
、
川
や
海

へ
と
流
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ネ
ブ
タ
行
事
が
、
睡
魔
や
悪
疫
を
流
し
払
う
儀
礼

で
あ
り
、
虫
送
り
行
事
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
）
110
（

。
ネ
ブ
タ
行
事
が
無
か
っ

た
旧
盛
岡
藩
領
の
三
沢
市
根
井
で
も
、
旧
七
月
七
日
に
各
家
が
麦
ワ
ラ
で
二
尺
あ
ま

り
の
男
女
の
人
形
を
作
っ
て
門
口
に
立
て
、
盆
の
十
三
日
に
ム
ラ
の
端
に
捨
て
る
行

事
が
あ
る
）
111
（

。
ま
た
津
軽
各
地
の
ネ
ブ
タ
の
な
か
に
は
、
五
所
川
原
市
漆
川
や
飯
詰
、

今
別
町
大
川
平
の
よ
う
に
、害
虫
を
送
り
祓
う
虫
送
り
行
事
と
関
連
す
る
例
が
あ
る
。

ま
た
、
鰺
ヶ
沢
で
は
「
ネ
ブ
タ
を
そ
の
ま
ま
来
年
ま
で
し
ま
っ
て
お
く
と
病
気
に
な

る
」
と
い
う
伝
承
が
あ
る
）
112
（

。
類
似
す
る
富
山
県
滑
川
市
の
「
ね
ぶ
た
流
し
」
は
、
円

筒
形
の
ネ
ブ
タ
に
ワ
ラ
く
ず
、
病
人
の
汚
れ
た
衣
服
や
稲
の
害
虫
を
入
れ
た
籠
を
つ

け
て
、
町
内
を
練
り
歩
い
た
後
に
、
焼
い
て
海
に
捨
て
る
と
い
う
）
113
（

。
こ
の
よ
う
に
ネ
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ブ
タ
は
、
ケ
ガ
レ
と
関
わ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
武
者
や
生
首
な
ど
の
恐
ろ
し
い
絵
を

描
き
、
虫
送
り
と
と
も
に
運
行
さ
れ
、
戦
前
ま
で
の
青
森
ネ
ブ
タ
に
一
般
の
女
性
が

参
加
す
る
こ
と
が
忌
み
嫌
わ
れ
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）
114
（

。

こ
の
よ
う
な
ケ
ガ
レ
と
関
わ
る
ネ
ブ
タ
の
無
法
行
為
は
、
人
々
が
従
わ
ざ
る
を

得
な
い
も
の
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
近
代
の
五
所
川
原
市
の
ネ
ブ
タ
は
、
町
角

の
店
の
柱
を
折
り
、
塀
を
つ
き
や
ぶ
っ
て
強
引
に
運
行
し
て
も
、
被
害
者
側
が
怒

る
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
門
付
け
に
応
じ
な
け
れ
ば
破
壊
行
為

が
あ
り
、
多
少
の
無
理
無
体
は
大
目
に
見
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
警
察
も
沈
黙
し

て
い
た
と
い
う
。
弘
前
市
新
町
の
ね
ぷ
た
も
同
様
で
、
明
治
期
か
ら
昭
和
六
〇
年

頃
ま
で
の
ね
ぷ
た
が
、
公
道
の
電
線
や
交
差
点
の
感
知
器
に
ぶ
つ
か
っ
て
破
壊
し

て
し
ま
っ
て
も
笑
い
話
で
終
わ
っ
た
と
い
う
）
115
（

。
戦
前
の
青
森
ネ
ブ
タ
で
は
異
装
の

バ
ケ
ト
が
多
く
、
沿
道
の
見
物
客
に
悪
ふ
ざ
け
を
行
う
存
在
と
し
て
認
知
さ
え
て

い
た
）
116
（

。
近
代
ま
で
の
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
ネ
ブ
タ
そ
の
も
の
が
、
ケ
ガ
レ
と
と
も

に
町
々
を
徘
徊
し
、
日
常
の
決
ま
り
ご
と
を
逸
脱
す
る
存
在
で
あ
り
、
長
い
間
留

ま
ら
せ
ず
に
、
外
界
へ
と
流
し
、
送
り
だ
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
荒
ぶ
る

神
性
、
畏
怖
す
べ
き
要
素
を
孕
ん
だ
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ

の
存
在
に
、
闇
の
な
か
で
人
々
は
群
れ
と
な
っ
て
付
き
添
い
、
一
体
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
個
性
を
失
っ
て
、
闘
争
や
金
銭
の
強
要
な
ど
を
行
っ
た
。

一
方
で
そ
の
荒
ぶ
る
神
性
は
、
自
集
落
に
と
っ
て
は
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
が
、

同
質
の
存
在
同
士
が
出
会
え
ば
、
他
集
落
に
と
っ
て
は
対
立
し
、
忌
み
追
い
払
う

べ
き
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
否
定
の
サ
イ
ン
で
あ
る
投
石
が
行
わ

れ
、
喧
嘩
へ
と
展
開
し
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
習
俗
の

一
部
は
、
近
代
社
会
の
論
理
と
相
克
し
な
が
ら
、
大
き
く
変
更
さ
せ
ら
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

な
お
現
代
の
騒
乱
で
あ
る
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
の
カ
ラ
ス
ハ
ネ
ト
問
題
に
つ
い

て
は
、
現
代
日
本
の
祭
礼
に
お
け
る
祝
祭
と
、
そ
こ
に
生
じ
る
逸
脱
や
騒
動
の
事

例
と
し
て
の
分
析
が
あ
る
）
117
（

。
カ
ラ
ス
ハ
ネ
ト
の
問
題
行
動
の
一
部
に
は
、
異
装
束

と
匿
名
性
、
第
三
者
を
巻
き
込
ん
だ
乱
闘
、
投
石
行
為
、
ネ
ブ
タ
本
体
へ
の
破
壊

行
為
、
警
察
へ
の
抵
抗
な
ど
、
か
つ
て
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
と
類
似
す
る
要
素
も
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
カ
ラ
ス
ハ
ネ
ト
の
行
動
は
偶
発
性
が
高
く
、
近
年
に
な
っ
て

衣
装
や
行
動
が
様
式
化
し
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
、
母
体
と
な
る
集
団
を
持
た
な

い
こ
と
な
ど
、
近
現
代
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
習
俗
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

現
時
点
で
は
、
近
代
の
弘
前
市
内
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
に
お
け
る
、
野
次
馬
の
参
加

な
ど
の
現
象
と
類
似
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
に
留
め
た
い
。

❽
正
統
性
の
創
造

大
正
三
年
、
各
ね
ぷ
た
同
士
が
出
会
っ
て
道
争
い
か
ら
喧
嘩
へ
発
展
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
、
全
ね
ぷ
た
が
警
察
署
長
の
指
揮
下
に
、
弘
前
公
園
堀
端
を
順
番
に

運
行
す
る
、
合
同
運
行
ス
タ
イ
ル
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
昭
和
四
年
に

は
、
祭
り
不
振
対
策
の
た
め
、
弘
前
商
工
会
議
所
が
合
同
審
査
制
を
導
入
し
た
。
当

初
は
審
査
を
拒
否
す
る
ね
ぷ
た
が
多
く
、
警
察
に
運
行
許
可
を
申
請
し
た
ね
ぷ
た
約

二
〇
〇
台
の
う
ち
、
審
査
の
申
請
届
出
を
行
っ
た
の
は
僅
か
一
〇
台
の
み
だ
っ
た
。

よ
っ
て
当
時
の
宮
川
商
工
会
長
は
「
無
届
の
ね
ぷ
た
で
あ
っ
て
も
、
審
査
場
の
前
を

通
過
し
た
も
の
は
審
査
す
る
」
と
し
て
、
二
四
二
台
の
審
査
を
成
功
さ
せ
た
。「
弘

前
新
聞
」
で
は
「
審
査
員
又
眼
を
白
黒
さ
せ
て
あ
た
ら
ず
は
ず
れ
ず
の
審
査
を
し
た

結
果
‥
」
と
皮
肉
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
載
せ
ら
れ
た
と
い
う
）
118
（

。
青
森
ネ
ブ
タ
で
も
、
昭

和
二
一
年
か
ら
審
査
制
度
が
始
ま
り
、
入
賞
を
目
指
し
て
各
団
体
が
競
い
あ
っ
て
い

る
が
、
順
位
に
対
す
る
不
満
や
、
入
賞
漏
れ
へ
の
不
満
か
ら
、
ネ
ブ
タ
を
破
壊
す
る

行
為
が
発
生
し
た
時
期
も
あ
っ
た
）
119
（

。

審
査
に
無
関
心
で
あ
っ
た
弘
前
ね
ぷ
た
各
組
も
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
一
転

し
て
い
っ
た
。
弘
前
大
学
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
戦
後
、
青
森
市
や
弘
前
市
の
都
市
の

ネ
ブ
タ
が
「
観
光
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
発
達
す
る
な
か
で
、
合
同
運
行
方
式
が
基
本

型
と
し
て
定
着
し
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
が
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
五
〇
年
代
に
か
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け
て
各
市
町
村
に
も
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
各
ネ
ブ
タ
本
体
の
巧
拙
、
囃
子
の
演
奏
、

行
進
の
秩
序
な
ど
を
競
わ
せ
る
審
査
や
褒
章
制
度
も
取
り
入
れ
た
地
区
が
出
て
き
た

と
い
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
自
地
域
を
拠
点
と
し
て
周
辺
地
域
を
自
由
に
練
り
歩
い

た
ネ
ブ
タ
た
ち
は
、町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
整
然
と
行
進
し
て
、見
物
客
に
「
見

せ
る
」
ネ
ブ
タ
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
同
大
学
が
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
昭
和
五
〇
年
代
末
に
は
、弘
前
市
内
の
各
ね
ぷ
た
組
の
意
識
が
、

自
町
内
で
運
行
し
て
地
域
住
民
に
見
せ
る
こ
と
よ
り
も
、
中
心
街
の
合
同
運
行
に
傾

け
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
っ
た
と
い
う
）
120
（

。

ま
た
、
前
述
し
た
事
例
な
ど
か
ら
、
昭
和
八
年
か
ら
一
六
年
頃
が
、
津
軽
各
地
の

大
規
模
な
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
が
終
息
し
た
時
期
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
八
年

に
終
息
し
た
と
い
う
弘
前
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
が
、
実
際
に
は
事
例
11
の
よ
う
に
、
昭

和
二
六
、七
年
頃
で
も
、
変
容
し
た
か
た
ち
で
争
い
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味

深
い
。
し
か
し
、
こ
の
話
者
に
よ
る
と
、
東
京
へ
嫁
入
り
し
て
、
昭
和
三
五
、六
年

頃
に
帰
郷
し
て
再
見
し
た
弘
前
ね
ぷ
た
が
、昔
の
よ
う
に
進
路
を
争
う
こ
と
が
無
く
、

お
互
い
に
道
を
片
側
に
譲
り
、
相
手
の
ネ
プ
タ
に
拍
手
で
エ
ー
ル
を
送
る
光
景
を
目

撃
し
、
全
く
変
わ
っ
た
様
子
に
驚
い
た
と
い
う
）
121
（

。
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に

は
、
近
代
初
頭
ま
で
の
激
し
い
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
が
先
代
の
記
憶
と
な
り
、
実
体
験
の

な
い
世
代
が
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
往
時
を
偲
ぶ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し

て
、
と
き
に
再
現
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
時
代
は
、
津
軽
各
地
の
ネ
ブ
タ
習
俗
が
、
教
育
的
見
地
か
ら
批
判
の
対
象
と

さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
菅
江
真
澄
は
一
八
世
紀
末
に
、
下
北
や
津
軽
で
子

供
た
ち
の
ネ
ブ
タ
を
目
撃
し
て
い
る
が
）
122
（

、
そ
の
よ
う
な
地
域
の
青
少
年
た
ち
が
自
律

的
に
行
う
ネ
プ
タ
製
作
と
門
付
け
行
為
は
、
昭
和
初
期
ま
で
多
く
あ
っ
た
）
123
（

。
し
か
し

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
急
速
な
社
会
変
動
で
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は

昭
和
三
〇
年
代
か
ら
、
ネ
ブ
タ
の
門
付
け
行
為
が
、
小
正
月
の
カ
パ
カ
パ
行
事
）
124
（

と
同

様
に
、「
物
貰
い
」
だ
と
批
判
さ
れ
、
各
学
校
を
通
じ
て
禁
止
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

青
森
市
で
は
昭
和
三
三
年
頃
、
子
供
会
の
ネ
ブ
タ
と
は
別
に
、
中
学
生
が
小
さ
い
子

供
ら
を
率
い
て
「
ジ
ャ
ゴ
（
田
舎
）
ネ
ブ
タ
」
と
揶
揄
さ
れ
た
小
さ
な
ネ
ブ
タ
で
門

付
け
に
歩
き
、
新
聞
沙
汰
に
な
る
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
、
二
年
続
き
、
社
会
問
題
に

な
っ
た
と
い
う
）
125
（

。
昭
和
四
〇
年
代
に
は
、
ネ
ブ
タ
行
事
が
、
青
少
年
の
不
良
化
、
非

行
の
原
因
と
し
て
、
夜
間
の
参
加
を
禁
止
す
る
な
ど
各
学
校
が
規
制
を
図
っ
た
。
そ

の
後
、
昭
和
五
〇
年
代
に
は
、
地
域
の
祭
り
や
芸
能
を
利
用
し
、
青
森
県
の
誇
る
べ

き
伝
統
の
祭
り
と
し
て
、
観
光
面
で
の
活
用
が
叫
ば
れ
、
大
人
の
指
導
の
も
と
に
、

子
供
の
健
全
育
成
を
計
る
「
教
育
ネ
プ
タ
」
が
登
場
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
か
つ

て
の
自
律
的
な
子
供
の
ネ
ブ
タ
と
は
、
性
質
を
異
に
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
）
126
（

。

さ
ら
に
合
同
運
行
お
よ
び
審
査
制
度
の
普
及
、
浸
透
に
と
も
な
い
、
近
世
の
絵
画

史
料
等
で
は
雑
然
と
し
た
集
団
で
練
り
歩
い
て
い
た
ネ
ブ
タ
が
、
現
在
で
は
「
審
査

席
前
を
五
列
で
整
列
し
て
歩
け
ば
賞
を
取
る
」
と
い
い
、
整
然
と
し
た
隊
列
で
進
む

こ
と
を
誇
り
と
す
る
団
体
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
成
一
九
年
八
月
一
日
と

二
日
の
夕
方
に
行
わ
れ
た「
二
〇
〇
七　

弘
前
ね
ぷ
た　

ね
ぷ
た
参
加
団
体
出
陣
式
」

で
も
示
さ
れ
た
。
誘
導
係
の
指
示
に
従
っ
て
順
番
に
、
背
中
合
わ
せ
で
二
列
に
並
ぶ

隊
列
を
と
っ
た
り
、
一
斉
に
動
き
を
揃
え
て
「
ヤ
ー
ヤ
ド
ー
」
と
三
回
掛
け
声
を
あ

げ
て
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
歩
く
な
ど
、
整
然
と
し
た
集
団
行
動
を
取
る
よ

う
各
団
体
に
事
前
説
明
が
あ
っ
た
）
127
（

。
全
ね
ぷ
た
組
が
参
加
す
る
行
事
で
の
規
律
行
動

の
ス
タ
イ
ル
が
、
各
団
体
個
別
の
運
行
形
態
に
も
、
共
通
認
識
と
な
っ
て
浸
透
し
て

い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
審
査
日
は
、
各
団
体
が
最
高
賞
の
「
知
事
賞
」
を

取
る
た
め
に
、
大
型
バ
ス
を
何
台
も
連
ね
て
大
人
数
を
同
員
し
て
大
き
な
隊
列
を
組

む
が
、
受
賞
後
に
な
る
と
、
運
行
参
加
者
が
激
減
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
さ
ら

に
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
合
同
運
行
す
る
行
為
自
体
が
、
ネ
ブ
タ
の
大
型
化
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
傾
向
も
あ
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
運
行
者
の
な
か
に
は
、
目
抜

き
通
り
で
あ
る
土
手
町
の
広
い
道
幅
に
映
え
る
よ
う
な
大
き
さ
が
な
い
と
ね
ぷ
た
の

格
好
が
つ
か
な
い
、
と
い
っ
た
声
も
あ
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
弘
前
市
で
は
、
毎
年
六

月
と
九
月
に
、
各
ネ
プ
タ
団
体
の
意
見
を
聴
取
す
る
会
議
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
近
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年
は
、
各
団
体
が
賞
を
獲
得
し
よ
う
と
い
う
意
識
か
ら
か
、
主
催
者
側
へ
「
ど
の
よ

う
な
ネ
プ
タ
を
製
作
し
、
運
行
し
た
ら
入
賞
で
き
る
の
か
」
審
査
基
準
の
明
示
を
求

め
る
声
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
）
128
（

。

こ
れ
は
、
近
世
か
ら
近
代
初
頭
に
か
け
て
、
藩
や
政
府
の
規
制
に
対
し
て
「
喧
嘩

口
論
」、
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
、
門
付
け
の
強
要
な
ど
、
い
わ
ば
「
違
反
行
為
」
を
繰
り

返
し
て
き
た
ネ
ブ
タ
の
習
俗
と
し
て
は
、
反
対
に
運
行
組
織
や
住
民
側
か
ら
シ
ス
テ

ム
に
寄
り
添
う
と
い
う
、
対
照
的
な
行
為
へ
変
容
し
た
と
み
え
よ
う
。
し
か
し
視
点

を
変
え
れ
ば
こ
の
変
化
は
、
他
の
ネ
ブ
タ
を
凌
駕
す
る
た
め
の
「
喧
嘩
口
論
」
お
よ

び
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
習
俗
か
ら
、
運
行
ル
ー
ト
お
よ
び
審
査
規
定
の
制
度
上
で
の
競

争
へ
と
、
戦
略
を
転
換
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
近
年
は
、
弘
前
ね
ぷ
た
や
青
森
ね
ぶ
た
に
お
い
て
、
変
化
し
つ
つ
あ
る

現
状
を「
乱
れ
」と
し
て
意
識
し
、「
伝
統
の
姿
」へ
の
回
帰
を
訴
え
る
世
論
が
高
ま
っ

て
い
る
。
例
え
ば
平
成
一
九
年
に
は
「
弘
前
ね
ぷ
た
保
存
会
」
が
初
め
て
、
ね
ぷ

た
の
保
存
基
準
を
設
定
す
る
計
画
を
提
案
し
た
。

「
弘
前
ね
ぷ
た
に
初
の
保
存
基
準
、

「
乱
れ
」
一
掃
目
指
す
、
来
年
の
祭
り
前
に
公
表

「
弘
前
ね
ぷ
た
の
原
点
に
立
ち
返
ろ
う
」。
弘
前
ね
ぷ
た
保
存
会
（
会
長
・
清
藤
哲

夫
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
長
）
は
、
近
年
一
部
団
体
で
見
ら
れ
る
ね
ぷ
た

の
形
態
や
運
行
、
は
や
し
な
ど
の
乱
れ
を
受
け
て
、
弘
前
ね
ぷ
た
の
あ
る
べ
き
姿
を

検
証
し
た
初
め
て
の
保
存
基
準
を
定
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
基
準
は
来
年
の
祭
り
前

に
公
表
す
る
が
、
今
年
の
祭
り
で
も
運
行
や
は
や
し
な
ど
で
各
団
体
に
協
力
を
求
め

る
文
書
を
送
付
す
る
な
ど
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
ふ
さ
わ
し
い
祭
り
づ

く
り
に
取
り
組
む
。 

　

祭
り
の
〝
乱
れ
〞
に
つ
い
て
は
近
年
、
参
加
団
体
の
増
加
と
と
も
に
目
立
つ
よ
う

に
な
り
、
参
加
団
体
が
集
ま
っ
た
昨
年
の
弘
前
ね
ぷ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
「
他
の
祭

り
を
想
起
さ
せ
る
踊
り
が
あ
る
」「
短
パ
ン
に
さ
ら
し
姿
で
騒
ぐ
女
性
が
見
ら
れ
た
」

な
ど
と
い
っ
た
意
見
や
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。 

　

こ
の
た
め
、
弘
前
ね
ぷ
た
の
保
存
と
振
興
を
目
的
に
観
光
団
体
や
ね
ぷ
た
運
行
団

体
、
企
業
な
ど
で
組
織
す
る
弘
前
ね
ぷ
た
保
存
会
が
保
存
基
準
の
策
定
を
決
め
た
。

弘
前
市
教
育
委
員
会
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
。 

　

早
け
れ
ば
今
年
の
祭
り
終
了
後
に
郷
土
史
家
や
民
俗
研
究
家
、
有
識
者
ら
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
会
議
を
立
ち
上
げ
、
複
数
回
の
会
議
を
開
い
て
弘
前
ね
ぷ
た
の
あ
る
べ

き
姿
を
検
証
。
保
存
会
と
し
て
の
保
存
基
準
を
定
め
、
来
年
の
祭
り
前
に
参
加
団
体

に
公
表
す
る
。 

　

保
存
基
準
の
策
定
は
、
九
日
に
開
か
れ
た
同
保
存
会
の
総
会
で
承
認
。
ま
た
こ
れ

に
併
せ
て
こ
れ
ま
で
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
部
会
内
な
ど
で
検
討
し
て

き
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
運
行
や
は
や
し
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
今
年
の
運

行
か
ら
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
各
参
加
団
体
に
文
書
で
送
付
す
る
こ
と

に
し
た
。 

　
「
弘
前
ね
ぷ
た
保
存
会
か
ら
の
お
願
い
」
と
題
し
た
文
書
は
「
構
造
」「
絵
」「
運
行
」

「
は
や
し
」
の
各
項
目
に
分
か
れ
、「
カ
ラ
ス
の
よ
う
な
格
好
、
公
序
良
俗
を
乱
す
格

好
は
慎
む
」「
旋
律
、
リ
ズ
ム
が
弘
前
ね
ぷ
た
の
は
や
し
で
あ
り
、
笛
、
太
鼓
の
調

和
が
取
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
基
本
的
な
姿
勢
や
モ
ラ
ル
を
団
体
に
求
め
て
い
る
。 

　

ま
た
、
奨
励
す
る
事
項
と
し
て
「
組
ね
ぷ
た
の
奨
励
」「
き
ん
ち
ゃ
く
、
さ
さ
ら

な
ど
近
年
少
な
く
な
っ
た
道
具
の
使
用
」「
鏡
絵
、
見
送
り
絵
、
袖
絵
に
何
ら
か
の

統
一
性
を
持
た
せ
る
」
と
い
っ
た
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。 

　

清
藤
会
長
は
「
基
準
は
決
し
て
強
制
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
藩
政
時
代
か
ら
の

歴
史
あ
る
祭
り
で
あ
り
、
重
要
文
化
財
と
し
て
守
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
原

点
に
立
ち
返
っ
た
弘
前
ね
ぷ
た
を
保
存
会
を
中
心
に
発
信
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で

い
た
）
129
（

。」
さ
ら
に
そ
の
翌
月
に
は
、
有
名
作
家
が
全
国
誌
で
、
青
森
ね
ぶ
た
と
弘
前
ね
ぷ
た

を
見
学
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
青
森
ね
ぶ
た
に
は
好
感
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を
持
っ
た
も
の
の
、
弘
前
ね
ぷ
た
で
は
、
近
年
増
加
し
た
女
性
の
さ
ら
し
姿
を
見
て

「
こ
こ
弘
前
の゙
跳
人゙
は
、青
森
に
比
べ
て
か
な
り
品
が
悪
い
。」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

ま
た
「
ヤ
ン
キ
ー
と
思
わ
れ
る
一
団
が
気
勢
を
上
げ
て
い
る
シ
ー
ン
」
も
目
撃
し
、

同
行
し
た
友
人
は
、
取
り
締
ま
り
の
厳
し
い
青
森
ね
ぶ
た
か
ら
、
こ
こ
数
年
、
若
者

た
ち
が
弘
前
へ
流
れ
て
き
て
い
る
状
況
を
説
明
し
た
と
い
う
）
130
（

。
こ
れ
に
共
感
し
た
弘

前
市
の
女
性
は
地
元
の
新
聞
に
「
女
性
の
品
格
」
と
し
て
、
従
来
の
よ
う
に
各
団
体

ご
と
の
衣
装
を
着
て
「
弘
前
ね
ぷ
た
の
情
緒
、
伝
統
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
っ

て
い
る
。」
と
い
う
投
書
を
し
た
）
131
（

。
こ
の
よ
う
に
、
県
外
の
人
物
が
と
ら
え
た
ネ
ブ

タ
の
印
象
が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
宣
伝
さ
れ
、地
元
の
青
森
県
民
の
自
意
識
に
ま
で
、

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
現
象
は
、
前
述
し
た
大
正
一
〇
年
の
「
弘
前
新
聞
」
で
も
確

認
で
き
る
）
132
（

。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
平
成
二
六
年
八
月
五
日
二
〇
：
三
〇
頃
、
弘
前
ね
ぷ
た
祭

り
に
お
い
て
、
合
同
運
行
「
駅
前
コ
ー
ス
」
の
出
発
地
点
、
弘
前
市
北
瓦
ケ
町
付
近

を
運
行
中
の
ね
ぷ
た
組
の
一
人
が
、
山
車
内
部
の
機
械
昇
降
機
に
挟
ま
れ
て
亡
く
な

る
と
い
う
、
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
た
。

合
同
運
行
・
審
査
が
、
ね
ぷ
た
の
大
型
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
前
述
し
た
。
大
型
化
し
た
ね
ぶ
た
を
、
様
々
な
障
害
物
が
あ
る
街
路
上
で
運
行

し
て
い
く
に
は
特
別
な
装
置
が
必
要
と
な
る
。
昇
降
機
と
は
、
主
に
大
型
ね
ぷ
た
が

運
行
中
に
信
号
機
や
電
線
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ね
ぷ
た
本
体
を
上
下
に
伸
縮

さ
せ
る
た
め
に
内
部
に
組
み
込
ま
れ
た
装
置
で
あ
り
、
発
電
機
な
ど
を
動
力
源
と
し

て
い
る
。
市
内
で
運
行
す
る
際
、
高
さ
五
ｍ
を
超
え
る
と
信
号
や
交
通
標
識
等
に

接
触
し
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
昭
和
期
の
大
型
ね
ぷ
た
は
、
山
車
上
部
に
蝶
つ
が
い

を
付
け
、
人
力
で
折
り
た
た
む
方
法
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
昭
和
五
〇
年
代
以
降
、

動
力
付
き
昇
降
機
が
普
及
し
て
山
車
全
体
が
上
下
に
伸
縮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
機
構
は
現
在
、過
半
数
の
ね
ぷ
た
が
導
入
し
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
近
年
は
、

大
通
り
で
観
衆
の
目
を
引
く
た
め
に
、
高
さ
・
幅
と
も
に
七
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
大

型
ね
ぷ
た
で
あ
り
な
が
ら
も
、
上
下
左
右
へ
立
体
的
に
伸
縮
・
展
開
可
能
な
複
雑
な

仕
組
み
を
登
載
し
た
ね
ぷ
た
も
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
昇
降
機
を
原
因
と
し
た

ね
ぷ
た
の
人
身
事
故
は
、
平
成
一
五
年
に
も
発
生
し
て
い
た
が
、
昇
降
機
の
仕
組
み

は
、
油
圧
式
や
チ
ェ
ー
ン
式
な
ど
各
組
統
一
性
が
な
く
、
操
作
方
法
に
つ
い
て
も
各

組
の
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
だ
け
で
、
安
全
管
理
や
操
作
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
は
統

一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）
133
（

。
よ
っ
て
主
催
者
は
毎
年
、
参
加
団
体
に
安
全
対
策
の
徹
底

を
呼
び
か
け
、
平
成
一
六
年
か
ら
は
傷
害
保
険
加
入
も
呼
び
か
け
て
い
た
。

こ
の
事
故
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
弘
前
の
ね
ぷ
た
祭
り
は
大
き
な
制
度
的
改
革
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
弘
前
市
は
、
八
月
六
日
に
主
催
四
団
体
に
よ
る
会
議
で
、

残
り
二
日
間
の
合
同
運
行
を
中
止
す
る
こ
と
、
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
に
主
催
者
お

よ
び
祭
り
参
加
団
体
に
よ
る
総
合
的
な
安
全
対
策
を
ま
と
め
る
こ
と
等
を
決
定
し

た
。
な
お
、
平
成
二
〇
年
に
弘
前
ね
ぷ
た
保
存
基
準
策
定
委
員
会
が
策
定
し
た
「
弘

前
ね
ぷ
た
保
存
基
準
」
に
は
、
ね
ぷ
た
大
型
化
に
関
す
る
規
制
等
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
。
突
然
の
事
故
に
驚
い
た
弘
前
市
民
は
、
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
六
日
と
七
日
の
合
同
運
行
中
止
に
落
胆
し
た
。
特
に
ね

ぷ
た
の
時
期
は
、
商
業
面
で
も
一
年
に
一
度
の
か
き
い
れ
ど
き
だ
っ
た
だ
け
に
、
関

連
す
る
全
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
観
光
ツ
ア
ー
の
中
止
で
混
乱
が
生
じ
、
経
済
的
打
撃
を

心
配
し
た
補
償
問
題
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
が
新
聞
紙
面
に
登
場
し
た
）
134
（

。

主
催
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
は
、
急
速
に
進
ん

だ
弘
前
ね
ぷ
た
の
大
型
化
、
機
械
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
必
要
性
を
述
べ
、
例
年
参

加
し
て
き
た
某
組
の
ね
ぷ
た
（
昇
降
機
無
し
の
高
さ
六
・
一
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
・

四
五
メ
ー
ト
ル
の
木
製
）
を
事
例
と
し
て
、「
ね
ぷ
た
は
大
き
け
れ
ば
い
い
と
い
う

の
で
は
な
い
。昔
な
が
ら
の
組
ね
ぷ
た
を
増
や
す
な
ど
、弘
前
の
良
さ
で
あ
る『
伝
統
』

も
追
及
す
る
べ
き
で
な
い
の
か
。」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
）
135
（

。
八
月
一
八
日
に
は
、
主
催

四
団
体
に
参
加
団
体
関
係
者
も
加
わ
り
、「
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
運
行
安
全
指
針
策

定
小
委
員
会
（
仮
称
）」
の
第
一
回
会
議
が
開
か
れ
、
過
去
の
事
故
や
想
定
さ
れ
る

危
険
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に「
弘
前
ね
ぷ
た
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
」

と
し
、
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
に
、
ね
ぷ
た
本
体
の
ハ
ー
ド
面
、
運
行
の
ソ
フ
ト
面
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も
網
羅
し
た
総
合
的
な
安
全
指
針
を
策
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
主
催
者
側
か
ら

の
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
参
加
団
体
自
ら
が
安
全
を
考
え
る
よ
う
な
問
い
か
け
を
希

望
す
る
意
見
も
出
た
と
い
う
）
136
（

。
同
会
議
は
一
〇
月
二
八
日
に
も
開
か
れ
、
各
ね
ぷ
た

組
へ
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
過
去
の
様
々
な
事
故
例
を
踏
ま
え
て
「
運
行
中

の
飲
酒
禁
止
」「
機
械
器
具
類
の
充
分
な
点
検
の
必
要
性
」「
機
器
類
操
作
は
担
当
者

の
み
に
限
る
こ
と
」「
各
係
の
連
携
確
保
」
な
ど
今
後
の
指
針
作
り
の
方
向
性
を
議

論
し
た
。
同
会
議
は
毎
月
一
回
開
催
さ
れ
、
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
に
は
指
針
を
ま

と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
）
137
（

。
八
月
二
七
日
に
は
弘
前
市
が
、
今
年
の
ね
ぷ
た
祭
り
合
同

運
行
が
、
事
故
に
よ
る
中
止
で
例
年
よ
り
二
日
短
い
五
日
間
で
あ
り
な
が
ら
も
、
信

号
機
や
道
路
標
識
へ
の
接
触
事
故
が
昨
年
の
二
倍
の
件
数
で
あ
り
、
運
行
中
の
事
故

や
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て
お
り
、「
由
々
し
き
問
題
」
で
あ
る
と
発
表
し
、
新
聞
は
、

参
加
団
体
の
マ
ナ
ー
意
識
や
ね
ぷ
た
操
作
技
術
に
も
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
）
138
（

。

さ
ら
に
事
故
後
、
弘
前
市
民
の
間
か
ら
、
現
状
の
ね
ぷ
た
祭
り
の
再
考
を
促
す
声

が
出
て
き
た
。
例
え
ば
地
元
の
新
聞
の
投
稿
欄
に
は
、
ね
ぷ
た
は
審
査
席
や
座
敷
席

が
設
け
ら
れ
て
い
る
目
抜
き
通
り
で
は
正
面
を
向
い
て
い
る
が
、
道
路
幅
の
狭
い
道

で
は
信
号
機
や
道
路
標
識
に
衝
突
し
て
壊
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
横
に
な
っ
て
運
行

す
る
の
で
、
鏡
絵
や
見
送
り
絵
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
「
鏡
絵
を
正
面
に
向

け
て
運
行
で
き
な
い
ね
ぷ
た
は
禁
止
す
る
べ
き
」
で
あ
り
、「
奇
抜
さ
や
大
型
化
を

目
指
す
の
で
は
な
く
、
弘
前
の
道
路
事
情
を
考
慮
し
た
、
弘
前
に
合
っ
た
本
来
の
ね

ぷ
た
の
形
に
戻
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
）
139
（

。
奇
遇

に
も
同
じ
よ
う
な
意
見
は
、
同
じ
県
内
で
も
、
ね
ぶ
た
文
化
圏
と
は
異
な
る
旧
八

戸
藩
領
の
八
戸
三
社
大
祭
か
ら
も
出
て
い
た
。
そ
こ
で
も
運
行
方
法
の
見
直
し
よ

り
も
、
山
車
の
大
き
さ
や
仕
掛
け
を
争
う
の
で
は
な
く
、
根
本
的
に
見
直
し
、
そ

れ
ら
を
制
限
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
）
140
（

。

弘
前
ね
ぷ
た
の
安
全
対
策
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
平
成
二
七
年
三

月
一
九
日
に
は
、
弘
前
市
、
弘
前
商
工
会
議
所
、
公
益
社
団
法
人
弘
前
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
公
益
社
団
法
人
弘
前
市
物
産
協
会
、
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
合

同
運
行
参
加
団
体
が
参
加
し
て
「
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
運
行
安
全
指
針
」
を
策
定

し
た
。
ま
た
同
年
四
月
一
〇
日
に
は
、
弘
前
ね
ぷ
た
参
加
団
体
協
議
会
に
よ
る
「
弘

前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
合
同
運
行
安
全
会
議
会
則
」
が
施
行
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
参
加

団
体
が
加
入
す
る
組
織
の
必
要
性
や
、
合
同
運
行
へ
の
参
加
資
格
等
と
と
も
に
、

各
団
体
の
指
揮
系
統
や
役
割
分
担
と
人
員
配
置
、
山
車
や
機
器
構
造
の
安
全
対
策
、

飲
酒
お
よ
び
喫
煙
、
服
装
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
保
険
加
入
等
の
例
が
示
さ
れ
た
。

そ
し
て
同
会
は
「
団
体
作
成
運
行
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
参
考
例
）」
を
発
表
し
た
。

運
行
各
団
体
が
安
全
な
ね
ぷ
た
運
行
を
行
う
た
め
、
自
ら
の
団
体
の
状
況
に
則
し
た

運
行
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
会
員
内
で
共
有
す
る
た
め
の
参
考
例
で
あ
る
。

そ
し
て
平
成
二
八
年
六
月
一
〇
日
に
は
、
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
合
同
運
行
安
全
会

議
が
開
催
さ
れ
、
安
全
講
習
会
実
施
や
、
各
団
体
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
し
て
、
ね

ぷ
た
進
行
管
理
や
他
団
体
の
運
行
状
況
を
確
認
す
る
方
法
等
が
話
し
合
わ
れ
た
）
141
（

。

一
方
で
ネ
ブ
タ
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
す
る
再
考
も
あ
っ
た
。
現
代
で
は
、
青
森
県
出

身
者
と
の
交
流
か
ら
、
関
東
各
地
で
も
ね
ぷ
た
・
ね
ぶ
た
祭
り
を
模
倣
し
た
祭
礼
が

生
ま
れ
、
定
着
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
青
森
県
の
文
化
の

ア
ピ
ー
ル
と
交
流
の
深
化
、
地
元
へ
の
誘
客
へ
の
期
待
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
各

地
に
お
け
る
独
自
の
形
態
へ
と
変
容
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
あ
ま
り
に
も
本
来

の
姿
と
は
か
け
離
れ
た
方
向
に
発
展
す
る
こ
と
や
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
本
場
の
山
車

運
行
が
誤
っ
た
印
象
で
観
光
客
に
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
は
避
け
た
い
。」「
各
地
の
運

行
の
在
り
方
は
あ
る
程
度
許
容
し
つ
つ
、
正
し
い
ね
ぷ
た
・
ね
ぶ
た
の
姿
を
伝
え
、

さ
ら
な
る
交
流
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
津
軽
の
人
間
の
責
務
と
な
ろ
う
）
142
（

。」
と
い

う
声
が
あ
が
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
二
四
年
四
月
に
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

い
る
韓
国
の
あ
る
祭
礼
と
、
青
森
ね
ぶ
た
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
言
説
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
日
本
各
地
に
広
が
り
、
政
治
家
ま
で
巻
き
込
ん
で
一
時
騒
然
と
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
い
ま
や
ネ
ブ
タ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
青
森
県
内
だ
け
で
は
な
く
、
日

本
文
化
を
代
表
す
る
ひ
と
つ
と
し
て
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
問
わ
れ
る
場

面
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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ま
と
め
に
か
え
て

こ
の
よ
う
に
弘
前
ね
ぷ
た
祭
り
で
は
、
平
成
二
六
年
に
発
生
し
た
痛
ま
し
い
人

身
事
故
へ
の
反
省
か
ら
、
従
来
の
安
全
対
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
新
た
な
構
築

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
は
、近
世
後
期
か
ら
規
制
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、

ね
ぷ
た
の
大
型
化
、
装
飾
化
を
指
向
し
て
き
た
民
衆
が
、
逆
に
自
ら
小
型
化
へ
と

方
向
転
換
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
は
じ
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
山
車
の
基
本
構
造

や
運
行
団
体
の
組
織
、
行
動
に
つ
い
て
も
詳
細
な
再
検
討
が
行
わ
れ
、
新
た
な
基

準
の
作
成
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
ね
ぷ
た
本
体
の
基
本
構
造
や
運
行
形
態
が
大
き

く
変
化
す
る
画
期
を
迎
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
を
契
機
と

し
て
、
行
事
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
様
々
な
行
為
の
な
か
で
、
い
ま
ま
で
無
意

識
に
行
っ
て
き
た
行
為
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
で
名
称
を
与
え
ら
れ
、
意

識
化
さ
れ
た
り
、
新
た
な
視
点
か
ら
改
変
ま
た
は
規
制
さ
れ
る
項
目
が
出
て
く
る

こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
行
事
全
体
に
も
新
し
い
変
化
が
発
生
し
て
い
く
こ
と
も
予

想
さ
れ
よ
う
。
そ
の
一
方
、
青
森
県
外
や
海
外
へ
も
伝
播
し
、
各
地
で
独
自
の
変

容
を
始
め
て
い
る
県
外
ね
ぶ
た
に
対
す
る
地
元
の
違
和
感
も
生
じ
て
い
る
。
こ
れ

ら
二
つ
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
津
軽
地
方
の
人
々
が
求
め
て
い
る
の
が
「
本

来
の
」「
正
し
い
」
ね
ぷ
た
像
へ
の
回
帰
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
代
の
弘
前
市
民
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
、
ね
ぷ
た
の
「
伝
統
的
な
形
態
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
れ
は
弘
前
市
役
所
か
ら
、
全
戸
に
配
布
さ
れ
た
広
報
誌
が

参
考
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ね
ぷ
た
の
起
源
と
し
て
、
盆
行
事
の
眠
り
流
し

説
と
、「
奥
民
図
彙
」
な
ど
を
紹
介
し
、「
扇
ね
ぷ
た
」
と
「
組
ね
ぷ
た
」
の
基
本

構
造
、「
ね
ぷ
た
審
査
基
準
」
も
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
ネ
ブ
タ
の
起

源
論
、
歴
史
論
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
）
143
（

。
こ
の
規
準
は
法
的
強

制
力
を
も
た
な
い
が
、
適
合
し
た
団
体
に
は
賞
の
授
与
が
発
生
す
る
。
ま
た
例
年
、

運
行
団
体
に
弘
前
市
か
ら
の
後
援
費
が
供
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
団
体
に
と
っ

て
弘
前
市
の
規
準
は
、
一
定
の
拘
束
力
が
あ
る
存
在
だ
と
い
え
る
。

し
か
し
本
論
の
分
析
か
ら
、
そ
の
「
伝
統
的
な
形
態
」
の
な
か
に
、
か
つ
て
は

違
反
行
為
と
さ
れ
た
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
前

述
の
弘
前
藩
日
記
に
よ
れ
ば
、
三
尺
以
上
の
大
き
い
ね
ぷ
た
、
一
尺
以
上
の
大
き

な
太
鼓
の
使
用
は
違
反
行
為
で
あ
っ
た
。「
太
鼓
だ
け
叩
い
て
歩
く
」
行
為
は
、
文

化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
以
降
、
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
、三
〇
人
の
多
人

数
で
、
ま
た
は
複
数
の
町
が
連
合
す
る
「
組
合
ね
ぷ
た
」
の
運
行
も
、
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
頃
に
流
行
し
た
も
の
で
藩
が
禁
止
し
て
い
た
）
144
（

。
し
か
し
こ
れ
ら
の
行

為
は
い
ず
れ
も
、
近
現
代
以
降
の
ね
ぷ
た
運
行
の
基
本
的
形
態
と
し
て
広
く
定
着
し

て
い
る
。
そ
し
て
「
鏡
絵
、
見
送
り
絵
、
袖
絵
に
何
ら
か
の
統
一
性
を
持
た
せ
る
」

と
い
っ
た
構
造
を
も
ち
、
生
首
な
ど
の
残
虐
な
絵
を
描
く
扇
灯
籠
は
、
近
代
初
頭
に

ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
と
の
関
係
か
ら
形
成
さ
れ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
合
同
運

行
を
始
め
た
大
正
三
年
、
扇
灯
籠
を
廃
せ
ば
自
然
に
喧
嘩
は
無
く
な
る
だ
ろ
う
と
い

う
、
総
代
の
提
案
と
反
論
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
扇
型
と
喧
嘩
の
深
い
つ

な
が
り
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
笛
と
太
鼓
を
用
い
る
現
在
の
囃
子
も
、
近
世
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
横
笛

が
、
明
治
以
降
の
解
禁
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
一
〇

年
頃
の
青
森
市
油
川
の
子
供
ネ
ブ
タ
が
、
太
鼓
の
み
で
笛
が
無
か
っ
た
こ
と
や
、
昭

和
三
〇
年
以
前
の
深
浦
ネ
ブ
タ
で
、
太
鼓
の
音
は
暑
さ
を
呼
び
、
笛
の
音
は
涼
し
さ

を
呼
ぶ
か
ら
と
い
っ
て
、
ネ
ブ
タ
の
囃
子
は
太
鼓
の
み
で
、
笛
は
一
切
吹
か
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
な
ど
と
も
合
せ
て
、
現
在
の
ネ
ブ
タ
囃
子
の
成
立
史
を
巡
る
、
今
後

の
研
究
課
題
と
な
ろ
う
）
145
（

。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
七
夕
行
事
や
盆
行
事
の
要
素
だ
け
で
は
な
く
、
か
つ

て
の
「
違
反
」
行
為
や
他
の
要
素
か
ら
も
生
ま
れ
、
後
世
に
ね
ぷ
た
の
伝
統
的
ス
タ

イ
ル
の
一
部
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
基
準
が
示
す
形
態
は
、
不
変

の
姿
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
変
容
の
連
続
の
な
か
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
弘
前
ね
ぷ

た
に
と
っ
て
、
近
代
の
あ
る
特
定
の
時
期
に
成
立
し
た
形
態
で
あ
る
こ
と
は
、
絵
画
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［「伝統」の希求と創出］……小山隆秀

（
1
）
弘
前
大
学
人
文
学
部
人
間
行
動
コ
ー
ス
編
『
人
間
行
動
研
究
Ⅰ　

ネ
ブ
タ
祭
り
調
査
報
告
書

― 

文
化
・
社
会
・
行
動
―
』
一
九
八
六
年
、
五
〜
一
二
頁

（
2
）
「
弘
前
藩
庁
日
記
（
国
日
記
）」
享
保
五
年
七
月
六
日
条
（
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
）

（
3
） 

藤
田
本
太
郎
『
弘
前
市
立
図
書
館
創
立
七
十
年
記
念
出
版　

ね
ぶ
た
の
歴
史
』
弘
前
図
書

館
後
援
会
、
一
九
七
六
年
、
一
二
〇
〜
一
二
二
頁
、
金
子
直
樹
「
勝
ち
抜
く
行
事
―
翼
賛
文
化

運
動
に
お
け
る
祭
礼
行
事
と
民
俗
芸
能
の
「
活
用
」」（「
郷
土
」
研
究
会
編
『
郷
土
表
象
と
実
践
』

嵯
峨
野
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）

（
4
）
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
九
日
付
け
朝
日
新
聞
青
森
版
「
立
佞
武
多
、
海
外
へ
」

（
5
）
「
東
奥
日
報
」
二
〇
〇
七
年
九
月
五
日
付
け
「
弘
前
ね
ぷ
た
、
正
し
く
伝
承
」
記
事
な
ど

註

史
料
や
古
写
真
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、

同
じ
市
民
で
も
、
近
世
や
数
世

代
前
の
近
代
の
人
々
に
と
っ
て

は
、
違
和
感
を
感
じ
る
姿
で
あ

ろ
う
。
実
際
に
、
近
世
の
弘
前

藩
が
認
め
て
い
た
「
本
来
の
ね

ぷ
た
」
と
は
、
子
ど
も
達
が
屋

敷
内
で
行
う
儀
礼
で
あ
っ
た
と

み
ら
れ
、
現
在
そ
の
よ
う
な
習

俗
は
失
わ
れ
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
さ

え
明
ら
か
で
は
な
い
。「
本
来

の
ね
ぷ
た
」「
正
し
い
ね
ぷ
た
」

像
は
時
代
に
よ
っ
て
違
う
の
で

あ
る
。

か
つ
、
ね
ぷ
た
の
儀
礼
習
俗

は
、
近
世
以
来
、
近
代
ま
で
、

支
配
者
や
特
定
の
寺
社
、
宗
教

者
が
全
く
関
与
せ
ず
に
、
民
衆

の
自
主
性
に
ま
か
さ
れ
た
ま
ま

行
わ
れ
て
き
た
た
め
、
統
一
基

準
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
住
民

の
主
体
性
は
、
現
代
の
祭
り
運

営
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
例
え
ば
、
市
の
ね
ぷ
た
祭

り
担
当
部
局
弘
前
市
教
育
委
員

会
は
、
様
々
な
会
議
が
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。
今
回
の
人
身
事
故
後
の
基
準
作
成
や
安
全
指
針
作
成
会
議
で
も
、
市
当
局
や
主

催
者
か
ら
の
強
制
で
は
な
く
、
運
行
団
体
か
ら
の
自
主
的
な
意
見
と
す
り
あ
わ
せ
な

が
ら
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
人
身
事
故
後
の
平
成
二
六

年
一
〇
月
二
七
日
に
は
、
三
八
の
運
行
団
体
や
関
係
者
が
集
ま
り
「
弘
前
ね
ぷ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、そ
の
な
か
で
「
弘
前
ね
ぷ
た
参
加
団
体
協
議
会
」
が
、

昇
降
機
等
の
装
置
を
毎
年
検
査
す
る
こ
と
、
協
議
会
加
入
団
体
の
み
合
同
運
行
参
加

を
許
可
す
る
こ
と
、
協
議
会
が
一
括
し
て
保
険
へ
加
入
す
る
こ
と
等
を
盛
り
込
ん
だ

独
自
の
「
安
全
対
策
（
事
故
防
止
）
マ
ニ
ュ
ア
ル
た
た
き
台
」
を
作
成
し
、
主
催
団

体
へ
提
出
し
た
が
「（
協
議
会
へ
）
強
制
的
に
入
れ
る
だ
け
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
」

と
い
う
反
対
論
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
）
146
（

。

よ
っ
て
「
原
点
」「
伝
統
」「
本
来
の
ね
ぷ
た
」「
正
し
い
ね
ぷ
た
」
像
と
そ
の
正

統
性
は
、
民
衆
に
よ
る
変
化
と
、
そ
れ
に
対
す
る
規
制
と
の
歴
史
的
な
相
克
の
な
か

か
ら
出
現
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
様
々
な
要
請
に
対
応
し
な
が
ら
常
に
更

新
さ
れ
、
揺
れ
動
き
つ
つ
あ
る
現
在
の
中
立
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ

ち
そ
れ
は
回
帰
す
る
対
象
で
は
な
く
、そ
の
つ
ど
新
た
に
目
指
さ
れ
る
目
標
で
あ
り
、

現
在
の
ね
ぶ
た
行
事
総
体
の
紐
帯
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
希
求
さ
れ
て
い
る
現
状
が

あ
る
。

写真5 近代の弘前市の組ねぷた
（大正～昭和初期、弘前市和徳町西谷家蔵）

写真6 現代の弘前市で運行されている扇ねぷた
（2015 年 8 月 5 日、筆者撮影）
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し
て
い
る
が
、
論
者
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
一
定
し
て
い
な
い
感
が
あ
っ
た
。
ま
た
門
付
け

に
つ
い
て
も
「
寄
付
」「
ハ
ナ
（
花
）」
と
い
う
地
域
も
あ
り
、
同
様
で
あ
る
。

（
15
）
船
水
清
「
侫
武
多
」（『
侫
武
多
』
津
軽
書
房
、
一
九
六
六
年
、
一
六
〜
二
七
頁
、
前
掲
藤
田

一
二
三
〜
一
五
一
頁
、
前
掲
吉
村
一
五
〜
三
八
頁

（
16
）
田
澤
正
『
半
穂
独
言
集
2　

史
料
に
み
る
「
ね
ふ
た
」
―
叱
ら
れ
て
ば
か
り
い
た
昔
の
ね
ふ

た
―
』
北
方
新
社
、
二
〇
〇
六
年

（
17
）
笹
森
建
英
・
中
田
伸
一
『
社
団
法
人　

黒
石
青
年
会
議
所
創
立
40
周
年
記
念　

津
軽
ね
ぷ
た

論
攷　

黒
石
〈〈
分
銅
組
若
者
日
記
〉〉』
社
団
法
人
黒
石
青
年
会
議
所
、
一
九
九
五
年
、
二
五

〜
二
六
頁

（
18
）
前
掲
大
條

（
19
）
前
掲
笹
原

（
20
）
前
掲
藤
田
二
二
六
頁

（
21
）
前
掲
笹
原
、
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
八
月
に
お
け
る
論
者
の
笹
原
茂
朱
へ
の
聞
き
取
り

（
22
）
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
二
八
頁

（
23
）
前
掲
拙
論
一
八
〇
〜
一
八
三
頁
の
近
世
に
お
け
る
弘
前
ね
ぷ
た
「
喧
嘩
口
論
」
年
表
、
高
牧

實
「
城
下
町
弘
前
に
お
け
る
祭
礼
」（
同
『
近
世
の
都
市
と
祭
礼
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
、

五
九
〜
六
八
頁
）

（
24
）
長
谷
川
成
一
『
日
本
歴
史
叢
書　

弘
前
藩
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
八
〜

二
一
〇
頁

（
25
）
前
掲
拙
論
一
七
九
〜
一
八
五
頁

（
26
）
前
掲
高
牧
、
六
〜
七
七
頁

（
27
）
佐
藤
耕
次
郎
「
黒
石
地
方
誌
」
黒
石
役
場　

昭
和
九
年
、
三
〇
七
〜
三
一
四
頁
・
三
一
七

〜
三
一
八
頁
、
黒
石
市
『
黒
石
市
史　

通
史
編
Ⅰ
』
一
九
八
七
年
、
四
八
七
〜
四
九
一
頁

（
28
）
津
軽
ひ
ろ
さ
き
検
定
実
行
委
員
会
編
『
津
軽
ひ
ろ
さ
き
歴
史
文
化
観
光
検
定　

公
式
テ
キ
ス

ト　

津
軽
ひ
ろ
さ
き
検
定
』
公
益
社
団
法
人
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
二
七
頁
「
ね

ぷ
た
喧
嘩
」
の
項
目
な
ど

（
29
）
明
治
四
二
年
八
月
二
二
日
付
け
「
弘
前
新
聞
」（
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
）

（
30
）
明
治
三
七
年
弘
前
市
春
日
町
（
仲
町
）
生
ま
れ
故
小
山
秀
雄
氏
よ
り
、
一
九
八
八
年
に
論
者

聞
き
取
り

（
31
）
前
掲
大
條
・
笹
原

（
32
）
前
掲
拙
論
一
八
八
〜
一
九
一
頁
の
近
代
の
弘
前
市
に
お
け
る
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
年
表

（
33
）
前
掲
笹
原
三
〇
九
〜
三
一
七
頁

（
34
）
前
掲
笹
原
一
二
〇
〜
一
二
二
頁

（
35
）
前
掲
小
山
秀
雄
氏
よ
り
、
一
九
八
八
年
に
論
者
聞
き
取
り

（
36
）
前
掲
大
條
和
雄
『
ザ
・
ね
ぷ
た
』
一
六
八
頁

（
37
）
前
掲
藤
田
一
三
一
〜
一
三
二
頁
、
一
四
二
頁
、
前
掲
笹
原
八
二
頁

（
6
）
松
木
明
知
『「
ね
ぷ
た
」
―
そ
の
起
源
と
呼
称
―
』
津
軽
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
一
〇
〇
〜

一
〇
三
頁
な
ど
。
前
掲
藤
田
二
二
三
〜
二
二
四
頁

（
7
）
小
松
和
彦
「
原
著
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
の
監
修
を
終
え
て
」（
宮
田
登
・
小
松
和
彦
監
修
『
増

補
版　

青
森
ね
ぶ
た
誌
』
青
森
市
、
二
〇
一
六
年
）
四
二
六
〜
四
二
九
頁

（
8
）
ネ
ブ
タ
の
起
源
論
お
よ
び
歴
史
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、前
掲
の
松
木
明
知
の
著
作
（
一
九

〜
七
〇
頁
）、
が
詳
し
い
。
他
に
も
青
森
県
内
の
ネ
ブ
タ
祭
り
と
七
夕
行
事
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
、
東
北
地
方
の
類
似
習
俗
と
比
較
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
た
も
の
に
、
青
森
県
立
郷
土

館
編
『
ね
ぶ
た
と
七
夕
』（
一
九
九
九
年
）、
ネ
ブ
タ
行
事
と
地
域
の
様
々
な
習
俗
と
の
つ
な

が
り
を
記
し
た
も
の
に
後
藤
秀
次
郎
『
平
内
町
ネ
ブ
タ
発
祥
の
地
』
平
内
町
郷
土
研
究
会
、

二
〇
〇
九
年
、
福
士
壽
一
『
津
軽
地
方
の
夏
祭
り
―
ね
ぶ
た
・
ね
ぷ
た
・
火
流
し
・
盆
踊
り
―
』

津
軽
新
報
社
、
二
〇
一
四
年
、
な
ど
が
あ
る
。

（
9
）
大
條
和
雄
『
ネ
プ
タ
の
華
』
津
軽
書
房
、
一
九
七
五
年
、
大
條
和
雄
『
ザ
・
ね
ぷ
た　

増

補
版
』
水
星
舎
、
一
九
九
一
年
、
笹
原
茂
朱
『
ね
ぷ
た
祭
り　

明
治
・
大
正
・
昭
和
』
少
年
社
、

一
九
八
二
年

（
10
）
弘
前
市
商
工
部
観
光
課
『
重
要
無
形
民
俗
文
化
財　

弘
前
ね
ぷ
た　

―
歴
史
と
そ
の
制
作

―
』
一
九
八
三
年
、
前
掲
弘
前
大
学
報
告
書
七
頁
、
前
掲
松
木
、
成
田
敏
「
青
森
ね
ぶ
た
灯
籠

の
造
形
様
式
に
つ
い
て
」（
青
森
市
市
民
文
化
部
生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
室
編
『
市
史
研
究

あ
お
も
り　

5
』
青
森
市
、
二
〇
〇
二
年
、
阿
南
透
「
青
森
ね
ぶ
た
の
現
代
的
変
容
」（
吉
田

伸
之
・
上
野
和
男
・
岩
淵
令
治
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告　

第
一
〇
三
集
』
同
館
、

二
〇
〇
三
年
三
月
、
阿
南
透
「
青
森
ね
ぶ
た
と
カ
ラ
ス
ハ
ネ
ト
」（
日
本
生
活
学
会
編
「
生
活

学
二
十
四
冊　

祝
祭
の
一
〇
〇
年
」
ド
メ
ス
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）、
外
崎
純
一
「
新
興

住
宅
団
地
の
町
内
会
に
お
け
る
行
事
の
成
立
過
程
―
青
森
県
戸
山
が
丘
町
会
の
子
ど
も
ね
ぶ

た
の
製
作
と
運
行
―
」（
大
島
建
彦
編『
民
俗
の
か
た
ち
と
こ
こ
ろ
』岩
田
書
院
、二
〇
〇
二
年
）、

澤
田
繁
親
『
龍
の
夢　

ね
ぶ
た
に
賭
け
た
男
た
ち
』
ノ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、二
〇
〇
四
年
、

同
『
龍
の
伝
言　

ね
ぶ
た
師
列
伝
』
ノ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
二
〇
〇
六
年
、
な
ど
。

（
11
）
比
良
野
貞
彦
「
奥
民
図
彙
」（
農
村
漁
村
文
化
協
会
『
耕
作
噺
・
奥
民
図
彙
・
老
農
置
土
産
・

菜
種
作
り
方
取
立
ケ
条
書
・
除
稲
虫
之
法
』
一
九
七
七
年
、
一
六
六
頁
、
一
三
三
〜
二
一
二
頁
）

（
12
）
森
山
泰
太
郎
「
解
題
（
奥
民
図
彙
）」（
前
掲
『
耕
作
噺
・
奥
民
図
彙
・
老
農
置
土
産
・
菜
種

作
り
方
取
立
ケ
条
書
・
除
稲
虫
之
法
』
二
四
九
〜
二
五
一
頁
。）

（
13
）
拙
論
「
争
う
ネ
ブ
タ
の
伝
承
―
青
森
県
津
軽
地
方
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
―
」（
河
西
英
通
・
脇

野
博
編
『
北
方
社
会
史
の
視
座　

歴
史
・
文
化
・
生
活　

第
3
巻
』
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
、

二
〇
〇
八
年
）

（
14
）
ほ
か
に
も
「
ネ
プ
タ
ケ
ン
カ
（
ね
ぷ
た
喧
嘩
）」
と
い
う
呼
称
も
使
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、

吉
村
和
夫
は
、「
国
語
的
に
い
え
ば
、〈
け
ん
か
ネ
プ
タ
〉
は
、
け
ん
か
用
の
小
さ
な
か
つ
ぎ

ネ
プ
タ
の
こ
と
で
〈
ネ
プ
タ
け
ん
か
〉
は
、
ネ
プ
タ
同
士
の
け
ん
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。」（
吉
村
和
夫
『
つ
が
る
巷
談
』
北
方
新
社
、
一
九
八
五
年
、
一
五
頁
）
と
コ
メ
ン
ト
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（
38
）
前
掲
笹
原
八
八
〜
九
一
頁

（
39
）
前
掲
吉
村
二
三
〜
二
四
頁

（
40
）
前
掲
笹
原
九
〇
〜
九
一
頁

（
41
）
前
掲
笹
原
一
三
七
〜
一
四
〇
頁
、
弘
前
市
新
法
師
の
清
藤
栄
氏
（
大
正
一
〇
年
生
ま
れ
）
よ

り
、
二
〇
〇
六
年
論
者
聞
き
取
り

（
42
）
森
山
泰
太
郎
『
日
本
の
民
俗
2　

青
森
』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
二
年
、
二
四
四
〜

二
四
六
頁
、
平
川
市
に
て
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り

（
43
）
前
掲
藤
田
一
四
二
頁

（
44
）
坂
、
辻
、
橋
の
異
空
間
性
に
つ
い
て
は
、
福
田
ア
ジ
オ
ほ
か
編
『
日
本
民
俗
大
辞
典　

上
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
六
八
四
頁
「
坂
」、
同
『
同　

下
』、
二
〇
〇
〇
年
、
一
三
〇
〜

一
三
一
頁
「
辻
」、
三
五
五
頁
「
橋
」
の
項
目
な
ど
）

（
45
）
前
掲
大
條
「
ザ
・
ね
ぷ
た
」
一
三
二
〜
一
四
二
頁

（
46
）
前
掲
笹
原
八
九
頁
、
一
一
六
〜
一
一
八
頁
、
一
九
八
〜
二
〇
三
頁
、
明
治
四
二
年
八
月
二
二

日
付
け
「
弘
前
新
聞
」（
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
）

（
47
）
「
ス
ル
側
」「
ミ
ル
側
」
の
概
念
や
、
都
市
祭
礼
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
中
野
紀
和
「
祭

礼
研
究
の
現
在
―
祭
礼
と
都
市
祭
礼
―
」（
現
代
伝
承
論
研
究
会
編
『
現
代
都
市
伝
承
論
―
民

俗
の
再
発
見
―
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
が
参
考
と
な
る
。

（
48
）
二
〇
〇
六
年
、
弘
前
市
在
住
の
昭
和
四
七
年
生
ま
れ
下
田
雄
次
氏
よ
り
論
者
聞
き
取
り
。

（
49
）
青
森
県
史
編
さ
ん
近
現
代
部
会
編
『
青
森
県
史　

資
料
編　

近
現
代
Ⅰ　

近
代
成
立
期
の
青

森
県
』
青
森
県
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
一
一
二
〜
一
一
三
頁
）、
前
掲
藤
田
一
二
八
頁

（
50
）
前
掲
吉
村
二
八
頁
、
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
一
〇
九
・
二
〇
一
頁

（
51
）
前
掲
弘
前
大
学
報
告
四
七
〜
四
九
頁

（
52
）
前
掲
藤
田
一
二
八
〜
一
二
九
頁
、
昭
和
一
一
年
、
弘
前
市
品
川
町
生
ま
れ
の
作
間
博
子
氏
へ
、

二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り

（
53
）
前
掲
吉
村
三
八
頁
、
前
掲
作
間
氏
へ
、
論
者
聞
き
取
り

（
54
）
弘
前
市
新
町
の
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
の
語
り
は
、
前
掲
弘
前
大
学
報
告
書
九
〇
〜
九
五
頁
。
昭

和
四
四
年
弘
前
市
袋
町
生
ま
れ
福
眞
睦
城
氏
へ
、
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り
。

（
55
）
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
木
刀
類
は
、
武
芸
稽
古
な
ど
で
安
全
性
を
期
す
る
た
め
に
使
う
、
真

剣
の
代
用
品
で
あ
っ
た
（
拙
論
「
身
体
技
術
伝
承
の
近
代
化
―
旧
弘
前
藩
領
に
お
け
る
近
世
流

派
剣
術
か
ら
近
・
現
代
剣
道
へ
の
変
容
に
つ
い
て
―
」（
青
森
県
民
俗
の
会
編
『
青
森
県
の
民

俗　

第
3
号
』
二
〇
〇
三
年
七
月
、
五
四
〜
五
五
頁
）。

（
56
）
前
掲
藤
田
六
一
〜
六
四
頁
、
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
六
〇
〜
六
一
頁

（
57
）
青
森
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
青
森
市
史　

資
料
編
6　

近
代
（
1
）』
青
森
市
、

二
〇
〇
四
年
三
月
、
五
七
六
頁
の
明
治
三
六
年
の
青
森
市
笹
森
市
長
の
ね
ぶ
た
祭
自
粛
意
向
、

前
掲
吉
村
二
〇
〜
二
三
頁
、
前
掲
藤
田
九
八
〜
九
九
頁

（
58
）
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
九
一
〜
九
二
頁

（
59
）
前
掲
藤
田
一
四
〇
〜
一
四
二
頁

（
60
）
昭
和
一
八
年
弘
前
市
紺
屋
町
生
ま
れ
の
寺
田
勝
美
氏
お
よ
び
昭
和
九
年
弘
前
市
春
日
町
生
ま

れ
の
小
山
秀
弘
氏
へ
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り
。

（
61
）
前
掲
笹
原
一
八
六
〜
一
九
〇
頁
、
前
掲
藤
田
一
四
九
〜
一
五
一
頁

（
62
）
明
治
四
三
年
八
月
一
二
日
付
け
「
東
奥
日
報
」（
東
奥
日
報
社
蔵
）

（
63
）
前
掲
藤
田
九
八
〜
九
九
頁
、
前
掲
大
條
『
ザ
ね
ぷ
た
』
一
三
二
〜
一
四
二
頁
、
前
掲
藤
田

一
五
六
頁

（
64
）
前
掲
「
弘
前
藩
庁
日
記
」
享
保
七
年
七
月
六
日
条
、船
水
清
「
ネ
プ
タ
今
昔
ば
な
し
」（
同
『
新

津
軽
風
土
記　

わ
が
ふ
る
さ
と　

第
三
巻　

黒
石
市
・
南
津
軽
郡
編
』（
付
録
）、
北
方
新
社
、

一
九
八
〇
年
、三
七
一
〜
三
七
二
頁
。「
大
き
ネ
プ
タ
後
が
ら
」の
こ
と
わ
ざ
に
つ
い
て
は
、佐
々

木
達
司
『
津
軽
こ
と
わ
ざ
辞
典
』
青
森
県
文
芸
協
会
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
四
八
頁
、
を
参

照
の
こ
と
。

（
65
）
前
掲
吉
村
二
六
〜
三
八
頁

（
66
）
前
掲
笹
原
二
八
八
〜
三
〇
〇
頁

（
67
）
前
掲
藤
田
一
〇
二
〜
一
〇
六
頁

（
68
）
前
掲
「
弘
前
新
聞
」
昭
和
七
年
八
月
九
日
、
前
掲
笹
原
三
〇
七
〜
三
〇
八
頁
、
三
〇
九
〜

三
一
七
頁
。
ま
た
、
弘
前
市
の
最
後
の
大
規
模
な
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
が
、
昭
和
一
〇
年
と
す
る
説

も
あ
る
（
前
掲
大
條
『
ザ
・
ね
ぷ
た
』
一
七
八
〜
一
八
八
頁
。

（
69
）
前
掲
大
條
『
ザ
・
ね
ぷ
た
』
一
七
四
〜
一
七
八
頁

（
70
）
大
正
九
年
弘
前
市
生
ま
れ
故
蘭
繁
之
氏
へ
、
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り

（
71
）
前
掲
藤
田
一
〇
八
〜
一
一
四
頁
。・
一
四
九
〜
一
六
〇
頁

（
72
）
前
掲
『
重
要
無
形
民
俗
文
化
財　

弘
前
ね
ぷ
た
』
七
六
〜
八
三
頁
、
前
掲
笹
原
二
二
二
頁

（
73
）
前
掲
笹
原
二
二
二
頁

（
74
）
前
掲
笹
原
二
二
二
〜
二
二
三
頁
、
前
景
大
條
『
ザ
・
ね
ぷ
た
』
一
三
二
〜
一
四
二
頁

（
75
）
青
木
隆
治
「
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
軽
犯
罪
の
制
度
的
変
化
と
社
会
管
理
の
強
化
」（
島

村
恭
則
・
青
木
隆
治
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告　

第
一
三
二
集
』
二
〇
〇
七
年

（
76
）
前
掲
藤
田
一
三
〇
〜
一
三
二
頁
、
前
掲
大
條
『
ザ
・
ね
ぷ
た
』
五
七
〜
六
四
頁

（
77
）
青
森
市
史
編
集
委
員
会
民
俗
部
会
編
『
青
森
市
史
叢
書
1　

民
俗
調
査
報
告
書
第
1
集　

矢

田
・
宮
田
・
滝
沢
の
民
俗
』
青
森
市
、
一
九
九
九
年
三
月
、
七
四
頁
下
段
二
四
行
〜
七
五
頁
上

段
一
七
行

（
78
）
昭
和
三
年
深
浦
町
浜
町
生
ま
れ
相
馬
文
之
助
氏
に
、
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り
、
ま
た
、

深
浦
町
編
『
深
浦
町
史　

下
巻
』（
深
浦
町
役
場
、
一
九
八
五
年
、
三
五
四
〜
三
五
九
頁
）
に

は
、
深
浦
町
で
は
陸お
か
の
町
に
住
む
士
族
と
百
姓
、
浜
の
町
に
住
む
商
人
と
漁
師
の
対
抗
意
識
か

ら
、
ネ
ブ
タ
運
行
で
進
路
を
巡
っ
て
投
石
か
ら
薪
を
持
っ
て
乱
闘
に
及
び
、
警
察
も
止
め
ら
れ

ず
負
傷
者
が
出
た
と
い
う
ケ
ン
カ
が
、
昭
和
六
、七
年
頃
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

同
様
の
記
録
は
、斉
藤
文
男
「
深
浦
の
民
俗
行
事
―
つ
な
か
げ
と
ネ
ブ
タ
―
」（
西
崎
正
孝
『
ふ
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か
う
ら
風
土
記
』
深
浦
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
一
四
〜
二
一
七
頁
）
に
も

あ
り
。

（
79
）
弘
前
大
学
人
文
学
部
宗
教
学
民
俗
学
実
習
履
修
学
生
・
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
日
本
民
俗
学

研
究
室
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
生
編
『
夏
泊
半
島
の
宗
教
と
民
俗
』
弘
前
大
学
人
文
学
部
宗
教
学
研
究
室
・

民
俗
学
研
究
室
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
一
五
四
頁
二
九
行
〜
一
五
五
頁
七
行
、
ほ
か
に
も
年
代

は
不
明
で
あ
る
が
、
平
内
町
川
原
町
大
橋
や
中
心
街
で
は
、
大
人
の
ネ
ブ
タ
同
士
が
、
合
図
と

と
も
に
ぶ
つ
け
あ
う
ケ
ン
カ
が
あ
り
、
警
察
が
取
り
締
ま
っ
た
と
い
う
（
後
藤
秀
次
郎
『
平
内

町
ネ
ブ
タ
発
祥
の
地
』
平
内
町
郷
土
研
究
会
、
一
九
九
九
年
、
一
六
八
〜
一
七
〇
頁
）。
平
内

の
ね
ぶ
た
は
「
ケ
ン
カ
ネ
ブ
タ
」
と
い
わ
れ
、
昔
は
青
年
団
が
中
心
と
な
っ
て
運
行
し
、
門
付

の
順
を
巡
っ
て
ケ
ン
カ
を
し
、
見
物
人
も
来
た
と
い
う
。
し
か
し
、
本
気
で
や
る
と
ケ
ガ
を
す

る
の
で
、
相
手
と
「
さ
く
ら
の
ケ
ン
カ
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
約
束
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
だ
（
横
内
幸
造
『
グ
ラ
フ
青
森　

別
冊　

日
本
の
火
ま
つ
り　

青
森
ね
ぶ
た
』
グ
ラ
フ
青

森
社
、
一
九
八
三
年
、
四
一
〜
四
二
頁
）。

（
80
）
青
森
市
史
編
集
委
員
会
民
俗
部
会
編
『
青
森
市
史
叢
書
三　

民
俗
調
査
報
告
書
第
三
集　

横

内
・
荒
川
の
民
俗
』
青
森
市
、
二
〇
〇
一
年
、
九
二
頁
下
段
八
〜
一
六
行

（
81
）
昭
和
一
六
年
藤
崎
町
中
野
目
字
早
稲
田
生
ま
れ
村
上
武
氏
へ
、
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り

（
82
）
昭
和
一
四
年
藤
崎
町
中
島
生
ま
れ
久
保
田
定
光
氏
お
よ
び
昭
和
一
六
年
弘
前
市
和
徳
町
生
ま

れ
久
保
田
は
る
え
氏
へ
、
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り

（
83
）
前
掲
大
條
『
ネ
プ
タ
の
華
』

（
84
）
前
掲
作
間
博
子
氏
よ
り
論
者
聞
き
取
り

（
85
）
前
掲
下
田
雄
次
氏
へ
論
者
聞
き
取
り
。
ま
た
、
木
造
の
よ
う
に
、
か
つ
て
女
性
の
争
奪
行
為

も
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
に
含
ま
れ
て
お
り
、
昭
和
九
年
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
青
森
市

の
細
越
集
落
と
浪
館
集
落
の
喧
嘩
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
は
頭
が
上
が
ら
な
い
各
家
の
二
男
三
男
坊

が
、「
勇
肌
を
見
せ
る
た
め
」
に
集
落
同
士
が
対
抗
す
る
ネ
ブ
タ
や
盆
踊
り
で
喧
嘩
を
し
て
投

石
し
、
メ
ラ
ハ
ド
（
若
い
女
性
）
を
奪
い
あ
っ
た
と
い
う
（
明
治
四
三
年
青
森
市
細
越
生
ま
れ

故
若
佐
谷
五
郎
兵
衛
氏
よ
り
、
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り
）

（
86
）
五
所
川
原
市
『
五
所
川
原
市
史　

史
料
編
3　

下
巻
』
一
九
九
七
年
、
六
七
二
〜
六
七
九
頁

（
87
）
二
〇
〇
七
年
弘
前
市
内
に
て
論
者
聞
き
取
り

（
88
）
昭
和
三
二
年
藤
崎
町
大
字
朝
日
町
生
ま
れ
故
加
川
康
之
氏
へ
、
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り

（
89
）
二
〇
〇
七
年
、
弘
前
市
紺
屋
町
で
論
者
聞
き
取
り

（
90
）
前
掲
弘
前
大
学
報
告
六
〇
頁
・
六
〜
七
頁

（
91
）
青
森
市
油
川
と
平
川
市
の
事
例
は
、「
青
森
県
民
俗
の
会
定
例
研
究
会
」
に
お
い
て
、
木
村

慎
一
氏
と
福
士
壽
一
氏
の
ご
教
示
。
前
掲
『
五
所
川
原
市
史
』
六
七
九
頁
、
浪
岡
の
事
例
は
、

二
〇
〇
七
年
に
櫻
庭
俊
美
氏
の
ご
教
示
、
子
供
ね
ぷ
た
の
喧
嘩
は
前
掲
弘
前
大
学
報
告
四
五

頁

（
92
）
淡
谷
悠
蔵
「
な
つ
か
し
の
青
森
」（
同
『
淡
谷
悠
蔵
著
作
集　

第
23
巻　

随
筆
4　

な
つ
か

し
の
青
森
』
北
の
街
社
、
一
九
八
一
年
、
九
四
頁
一
一
〜
一
二
行
）

（
93
）
川
嶋
将
生
「
上
ノ
町
・
下
ノ
町
」（
京
都
市
編
「
京
都　

歴
史
と
文
化
2　
﹇
宗
教
・
民
衆
﹈」

平
凡
社
、
一
九
九
四
年
、
一
八
二
頁
）。

（
94
）
中
沢
厚
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
44
・
つ
ぶ
て
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
一
年
、

二
八
三
〜
二
九
四
頁
）

（
95
）
前
掲
笹
森
二
五
〜
二
六
頁

（
96
）
前
掲
笹
原
二
五
〇
頁

（
97
）
前
掲
弘
前
大
学
報
告
二
九
〜
二
九
頁

（
98
）
前
掲
弘
前
大
学
報
告
一
七
〜
一
九
頁

（
99
）
前
掲
下
田
氏
よ
り
論
者
聞
き
取
り
。
ま
た
、
か
つ
て
の
鯵
ヶ
沢
町
で
は
、
大
人
た
ち
の

担
ぐ
ネ
プ
タ
が
町
角
で
出
会
う
と
、
棒
で
叩
き
あ
い
投
石
し
た
。
そ
の
名
残
り
と
し
て
、
今

で
も
「
は
や
し
の
競
い
合
い
」
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
ね
ぷ
た
が
行
き
合
う
と
き
に
、
双

方
の
囃
子
、
特
に
大
太
鼓
の
叩
き
合
い
が
行
わ
れ
、
勇
壮
に
威
勢
を
張
り
合
う
も
の
だ
と
い

う
（
鯵
ヶ
沢
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
鯵
ヶ
沢
町
史　

第
三
巻
』
鯵
ヶ
沢
町
、
一
九
八
四
年
、

五
七
六
頁
）。

（
100
）
前
掲
下
田
氏
の
御
教
示
お
よ
び
二
〇
〇
七
年
八
月
、
つ
が
る
市
木
造
に
て
論
者
に
よ
る
参

与
観
察
調
査
、
な
お
木
造
ネ
ブ
タ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
前
掲
弘
前
大
学
報
告
三
二
〜
三
三

頁
を
参
照
の
こ
と

（
101
）
日
本
放
送
協
会
編
『
東
北
民
謡
集
・
青
森
県
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
五
六
年
、

一
四
四
〜
一
四
七
頁
、
に
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
ね
ぷ
た
の
喧
嘩
の
記
録
に
登
場
す

る
弘
前
市
仲
町
地
区
で
採
譜
さ
れ
た
、
ね
ぷ
た
囃
子
の
「
進
行
」「
停
止
」「
戻
り
」、
そ
し
て

昭
和
初
期
ま
で
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ
を
や
っ
て
い
た
深
浦
町
地
方
で
採
譜
さ
れ
た
、か
け
声
の
入
っ

た
ネ
ブ
タ
囃
子
の
楽
譜
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
102
）
平
内
の
事
例
は
、
前
掲
弘
前
大
学
『
夏
泊
半
島
』
報
告
一
五
四
頁
、
前
掲
笹
原
二
五
〇
〜

二
五
二
頁
、
前
掲
後
藤
一
六
八
〜
一
七
〇
頁

（
103
）
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
二
一
〇
頁
、
弘
前
市
和
徳
町
の
事
例
は
、
福
士
壽
一
氏
の
聞
き

取
り
に
よ
る
。

（
104
）
前
掲
藤
田
六
〇
頁

（
105
）
前
掲
菅
江
真
澄
「
ま
き
の
あ
さ
つ
ゆ
」
六
〇
三
頁
、
前
掲
同
「
外
浜
奇
勝
」
一
四
八
頁
。

日
本
各
地
の
悪
態
祭
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
蔵
持
重
裕
『
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
二
三
一　

声
と
顔
の
中
世
史　

戦
さ
と
訴
訟
の
場
景
よ
り
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
一
〇
八

〜
一
一
四
頁
）
が
参
考
と
な
る
。
ま
た
常
光
徹
は
、
近
世
以
降
の
日
本
各
地
の
大
風
を
防
ぐ

習
俗
の
分
析
な
ど
か
ら
、
大
声
や
大
き
な
音
を
た
て
る
行
為
が
、
邪
悪
な
モ
ノ
を
払
う
有
効

な
手
段
と
し
て
意
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
常
光
徹
「
風
を
追
う
声
―
大
声
の

呪
力
―
」（
大
島
建
彦
編
『
民
俗
の
か
た
ち
と
こ
こ
ろ
』
岩
田
書
院
、
三
三
八
頁
、
同
『
し

ぐ
さ
の
民
俗
学
―
呪
術
的
世
界
と
心
性
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
二
一
三
〜
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二
三
五
頁
）。

（
106
）
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
一
四
頁

（
107
）
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
五
四
〜
五
六
頁

（
108
）
前
掲
藤
田
一
二
九
頁

（
109
）
植
木
行
宣
「
風
流
の
世
紀
」（
同
『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
―
風
流
の
開
花
―
』
白
水
社
、

二
〇
〇
一
年
一
一
月
、
一
三
二
〜
一
三
三
頁
）

（
110
）
前
掲
藤
田
六
八
〜
六
九
頁

（
111
）
前
掲
青
森
県
立
郷
土
館
『
ね
ぶ
た
と
七
夕
』
三
頁

（
112
）
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
三
五
〜
三
九
頁
、
清
野
耕
司
「
ネ
ブ
タ
（
荒
馬
）」（
前
掲
『
青

森
県
祭
り
・
行
事
調
査
報
告
書
』
三
三
頁
）、
前
掲
鯵
ヶ
沢
町
史
第
三
巻
五
七
七
頁

（
113
）
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
二
〇
〜
二
二
頁

（
114
）
青
森
ね
ぶ
た
の
行
列
に
、
女
性
が
参
加
す
る
こ
と
を
忌
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
青

森
ね
ぶ
た
誌
』
一
七
〇
頁
、
前
掲
根
市
悌
三
氏
、
お
よ
び
昭
和
一
七
年
青
森
市
篠
田
生
ま
れ

の
櫻
田
達
夫
氏
へ
、
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り
。

（
115
）
前
掲
吉
村
三
二
〜
三
三
頁
、
前
掲
弘
前
大
学
『
ネ
ブ
タ
祭
り
』
九
三
頁

（
116
）
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
一
七
三
〜
一
七
五
頁

（
117
）
前
掲
、
阿
南
透
「
青
森
ね
ぶ
た
と
カ
ラ
ス
ハ
ネ
ト
」

（
118
）
前
掲
藤
田
一
〇
二
〜
一
〇
六
頁

（
119
）
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
二
七
六
〜
二
七
七
頁

（
120
）
前
掲
弘
前
大
学
一
四
頁
・
六
一
頁

（
121
）
前
掲
作
間
氏
よ
り
、
論
者
聞
き
取
り

（
122
）
菅
江
真
澄
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
七
月
六
日
と
七
日
に
、
大
畑
（
現
青
森
県
む
つ

市
大
畑
）
で
子
供
た
ち
の
「
ね
ぶ
た
な
が
し
」
を
目
撃
（
菅
江
真
澄
「
ま
き
の
あ
さ
つ
ゆ
」（
青

森
県
史
編
さ
ん
民
俗
部
会
編
『
青
森
県
史　

民
俗
編　

資
料　

下
北
』
青
森
県
、二
〇
〇
七
年
、

六
〇
二
〜
六
〇
三
頁
）
し
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
七
月
四
日
に
は
、
木
作
（
現
青
森
県

つ
が
る
市
木
造
）
で
も
子
供
た
ち
の
「
ね
ぶ
た
」
を
、
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
七
月
七

日
に
は
、
深
浦
の
驫
木
（
現
青
森
県
深
浦
町
驫
木
）
で
「
ね
ぶ
た
な
が
し
の
あ
そ
び
」
を
目

撃
し
て
い
る
（
菅
江
真
澄
「
外
浜
奇
勝
」（
内
田
武
志
・
宮
本
常
一
編
『
菅
江
真
澄
全
集　

第

三
巻
』
未
来
社
、
一
九
七
二
年
、
一
四
八
頁
、
一
八
七
頁
）。

（
123
）
前
掲
『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』
二
〇
六
〜
二
一
三
頁
、
青
森
市
油
川
の
昭
和
一
〇
年
頃
の
子
供

ネ
ブ
タ
に
つ
い
て
は
、
清
野
耕
司
「
青
森
市
油
川
の
ネ
ブ
タ
」（
青
森
県
教
育
委
員
会
編
『
青

森
県
祭
り
・
行
事
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
七
年
、
三
一
〜
三
三
頁
）
の
報
告
が
あ
る
。
ま
た

後
藤
秀
次
郎
は
、
平
内
町
の
「
子
ど
も
ネ
ブ
タ
」
の
実
態
と
灯
籠
の
ス
ケ
ッ
チ
を
記
し
て
い

る
（
前
掲
後
藤
一
六
六
〜
一
六
八
頁
）。

（
124
）
カ
パ
カ
パ
と
は
、
津
軽
地
方
で
旧
正
月
一
五
日
の
夜
に
、
子
供
た
ち
が
家
々
を
回
り
、「
カ

パ
カ
パ
来
た
」
と
い
っ
て
餅
を
も
ら
う
行
事
で
あ
る
。

（
125
）
昭
和
一
九
年
青
森
市
生
ま
れ
根
市
悌
三
氏
よ
り
、
二
〇
〇
七
年
論
者
聞
き
取
り

（
126
）
前
掲
弘
前
大
学
報
告
一
三
〜
一
四
頁
・
四
二
〜
四
九
頁
、前
掲『
青
森
ね
ぶ
た
誌
』一
〇
九
頁
。

（
127
）
二
〇
〇
七
年
七
月
、
弘
前
市
内
の
各
ね
ぷ
た
団
体
よ
り
論
者
聞
き
取
り
。
拙
論
「「
歩
み
」

と
「
走
り
」
の
身
体
伝
承
」（
青
森
県
民
俗
の
会
編
『
青
森
県
の
民
俗　

第
7
号
』
二
〇
〇
七

年
七
月
、
八
三
〜
八
四
頁
）。「
二
〇
〇
七　

弘
前
ね
ぷ
た　

ね
ぷ
た
参
加
団
体
出
陣
式
実
施

計
画
」（
弘
前
市
・（
社
）
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
・
弘
前
商
工
会
議
所
『
平
成
19
年

度　

弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り　

全
体
会
議
資
料
』
二
〇
〇
七
年
、
一
四
頁
）

（
128
）
二
〇
〇
七
年
七
月
、
弘
前
市
内
の
ね
ぷ
た
団
体
よ
り
論
者
聞
き
取
り

（
129
）
「
陸
奥
新
報
」
二
〇
〇
七
年
七
月
一
〇
日
記
事

（
130
）
林
真
理
子
「
夜
ふ
け
の
な
わ
と
び
」
第
一
〇
三
五
回
の
「
ね
ぶ
た
は
最
高
」
の
エ
ッ
セ
イ
（
鈴

木
洋
嗣
編
『
週
刊
文
春
』
八
月
三
〇
日
号　

第
四
九
巻
第
二
三
号
、二
〇
〇
七
年
八
月
三
〇
日
、

六
〇
〜
六
一
頁
）

（
131
）
「
東
奥
日
報
」
二
〇
〇
七
年
九
月
四
日
火
曜
日
夕
刊
「
明
鏡
」
掲
載
の
投
書
「
情
緒
と
伝
統

守
る
ま
つ
り
の
在
り
方
」

（
132
）
前
掲
吉
村
二
六
〜
三
八
頁

（
133
）
二
〇
一
四
年
八
月
七
日
付
け
東
奥
日
報
記
事
「
2
日
前
も
昇
降
機
ト
ラ
ブ
ル
」、
二
〇
一
四

年
八
月
八
日
付
け
東
奥
日
報
記
事
「
緊
急
連
載　

暗
転　

弘
前
ね
ぷ
た
死
亡
事
故　

下
）。

（
134
）
二
〇
一
四
年
八
月
七
日
付
け
東
奥
日
報
記
事
「
緊
急
連
載　

暗
転　

弘
前
ね
ぷ
た
死
亡
事
故　

上
」）。

（
135
）
二
〇
一
四
年
八
月
八
日
付
け
東
奥
日
報
記
事
「
緊
急
連
載　

暗
転　

弘
前
ね
ぷ
た
死
亡
事
故　

下
」

（
136
）
二
〇
一
四
年
八
月
一
九
日
付
け
東
奥
日
報
紙
記
事
「
総
合
的
安
全
指
針
策
定
へ
」、

二
〇
一
四
年
八
月
一
九
日
付
け
読
売
新
聞
紙
青
森
版
記
事
「
ね
ぷ
た
安
全
指
針
「
今
年
度
末
」」、

二
〇
一
四
年
八
月
一
九
日
付
け
朝
日
新
聞
紙
青
森
版
記
事
「
ね
ぷ
た
安
全
運
行
指
針
策
定
へ
会

議
」）

（
137
）
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
九
日
付
け
東
奥
日
報
紙
「
運
行
中
の
飲
酒
禁
止
へ
」）

（
138
）
二
〇
一
四
年
八
月
二
八
日
付
け
陸
奥
新
報
紙
記
事
「
信
号
機
な
ど
接
触
二
一
件
」）。

（
139
）
二
〇
一
四
年
八
月
一
二
日
付
け
東
奥
日
報
紙
夕
刊
「
明
鏡
」「
弘
前
ね
ぷ
た
を
本
来
の
姿
に
」

（
140
）
二
〇
一
四
年
八
月
一
三
日
デ
ー
リ
ー
東
北
紙
記
事
、
読
者
の
ひ
ろ
ば
「
山
車
制
作
見
直
す

時
期
に
」）。

（
141
） 

弘
前
ね
ぷ
た
参
加
団
体
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ http://neputa.jp/　

平
成
二
八
年
六

月
二
四
日
取
得
）、
陸
奥
新
報
二
〇
一
六
年
六
月
一
一
日
付
け
記
事

（
142
）
二
〇
一
四
年
九
月
二
五
日
付
け
陸
奥
新
報
紙
「
社
説　

関
東
の
ね
ぷ
た
、
ね
ぶ
た　

正
し

い
姿
伝
え
、
交
流
発
展
を
」）

（
143
）
弘
前
市
市
民
環
境
部
広
報
広
聴
課
編
「
広
報　

ひ
ろ
さ
き
」
三
四
、
平
成
一
九
年
七
月

一
五
日
号
、
弘
前
市
、
三
頁
、「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財　

弘
前
ね
ぷ
た
の
コ
コ
に
注
目
！
」
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の
「
ね
ぷ
た
」

（
144
）
二
、三
〇
人
ま
た
は
町
同
士
が
連
合
し
た
「
組
合
祢
ふ
た
」
の
流
行
と
禁
止
に
つ
い
て
は
、

前
掲
「
弘
前
藩
庁
日
記
」
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
年
七
月
六
日
条
、
お
よ
び
、
内
藤
官
八
郎
・

青
森
県
立
図
書
館
編
『
青
森
県
立
図
書
館
郷
土
双
書
第
7
集　

弘
藩
明
治
一
統
誌
月
令
雑
報
摘

要
抄
』
青
森
県
立
図
書
館
、
一
九
七
五
年
の
「
侫
部
多
の
事
」（
青
森
県
立
図
書
館
蔵
）
に
記

述
が
あ
る
。

（
145
）
「
ね
ぷ
た
ま
つ
り
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
基
準
」
の
な
か
で
「
審
査
基
準
で
は
な
い
が
、
弘
前
ね

ぷ
た
の
伝
統
を
後
世
へ
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
次
ぎ
の
こ
と
を
奨
励
事
項
と
す
る
。」
の
ひ

と
つ
と
し
て
「
笛
、太
鼓
の
み
の
囃
子
構
成
。
か
つ
ぎ
太
鼓
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
『
平

成
一
九
年
度　

弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り　

全
体
会
議
資
料
』
九
頁
）。
扇
灯
籠
と
ケ
ン
カ
ネ
プ
タ

に
つ
い
て
は
、前
掲
笹
原
二
一
四
〜
二
一
五
頁
。
現
在
の
囃
子
の
成
立
に
つ
い
て
は
、前
掲
『
重

要
無
形
民
俗
文
化
財　

弘
前
ね
ぷ
た
』
七
一
〜
七
二
頁
、清
野
耕
司
「
青
森
市
油
川
の
ネ
ブ
タ
」

（
前
掲
『
青
森
県
祭
り
・
行
事
調
査
報
告
書
』
三
一
〜
三
二
頁
、
海
浦
暁
観
「
深
浦
の
ね
ぶ
た

の
由
来
」（
前
掲
『
ふ
か
う
ら
風
土
記
』
八
七
頁
）

（
146
） 

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
八
日
付
け
東
奥
日
報
紙
「
昇
降
装
置
を
毎
年
検
査
」

（
日
本
民
俗
学
会
会
員
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
六
年
三
月
一
八
日
受
付
、
二
〇
一
六
年
八
月
一
日
審
査
終
了
）
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Longing for and Creation of “Traditions”: A Case Study of Kenka Neputa in 
the Tsugaru Region in Aomori Prefecture

OYAMA Takahide

Nebuta (including both “Neputa” and “Nebuta”) is festivals held at the beginning of August 

every year in different parts of the Tsugaru Region in Aomori Prefecture. In these festivals, bands of 

participants parade newly constructed floats made of wood, bamboo, and paper at night.

Nebuta has become famous even outside of Japan, attracting many tourists. Although it originated in 

the Tanabata, Nemuri Nagashi, or Bon Festival, Nebuta always entailed quarrels, fights, and brawls from 

the early modern to the modern times. This folk custom is called “Kenka Neputa” and is analyzed in this 

paper.

Kenka Neputa is a brawl resulted from an encounter between floats paraded by young and adult men 

from different towns. Although it seemed to have been uncontrolled, it has been revealed that there 

were some traditional codes and ritual elements in such fights. In modern times, Kenka Neputa died out 

in urban areas because of stronger control of Nebuta, but some elements, such as stone throwing and 

fighting music, had survived up to recent years in rural areas.

In urban areas, children floats, whose origin dates back to the early modern period, were prohibited, 

and floats paraded down main streets were brought under joint control in order to prevent fights. As a 

result, Nebuta teams shifted their focus to how to win a festival-wide float competition, creating larger 

floats and marching in columns. In recent years, Nebuta has become increasingly diversified in the form 

of floats and the style of participants. As these changes have caused some accidents, a movement is 

growing among local people to bring Nebuta back to its “traditional” or “authentic” form.

This analysis, however, reveals that the form and style of floats valued in competitions or considered 

as “traditional” were created from brawls and violations and established as standards after the early 

modern period. Therefore, the grounds for solving current problems, or the “authentic forms” 

contemporary people are longing for as common standards, are not definite but subject to changes over 

time.

Key words: Neputa, Nebuta, festivals, Tanabata, stone throwing, fights, quarrels, violations, tradition, 

standards


